
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ 後期計画 2026-2030 ＞ 

旭地域会議 

第 ２ 次 

旭地区まちづくり計画 
2021-2030 

つながる、楽しむ。普通が素敵。 
だもんで、旭。 



ますます高まる取組の重要性 
 

旭地区まちづくり計画が初めて作られたのは 2011 年。10 年の取
組期間を経て、2020 年に第 2 次まちづくり計画が作られ、５年経過
した今年度、後期 5 か年の旭地区まちづくり計画を地域会議で作るこ
ととなりました。私たちは、基本構想や前期 5 か年計画を学び深め、

骨子案を肉付けしながら後期計画を作り上げましたが、地域の皆さんへのアンケートか
ら気づいたことが２つあります。 

１つ目は「気持ちが通い合う住民参加のまちづくり」や「美しさや魅力あふれるまち
づくり」に関しては、現在の姿に満足していないが重要性を感じていると答えた方が多
いという点。２つ目は「安全に安心して暮らしていけるまちづくり」に関しては、現在
の姿に満足しており、さらに重要性を感じていると答えた方が多いという点。この２つ
から、旭地区の皆さんは現状に満足せず、今後一層の取組の重要性を感じているという
ことが分かったのです。 

しかしながら、前期５か年を振り返ってみると、様々な課題が浮き彫りにされました。
人口減少や少子高齢化は日本のトップを走り、コロナ禍を経て、お祭りの消失や商店の
廃業、こども園の休園など無くなってしまったものも増えています。 

反面、旭には多くの自慢でき誇れる新たな取組が、地域の皆さんの手で創り出されて
いることもわかりました。それは様々な課題や困りごとを、人と人との結びつきの中で、
支え合い助け合ってきた旭の皆さんの温かさがもたらした結果だと思います。また、旭
地区に移住された方が 100 組を超え、旭地区を選び、この旭地区で生き生きと活動され
ていることが、これからの旭にとっての大きな希望になっていくことも感じ取れました。 

変化が激しく、先行きが不透明な時代だからこそ、私たちが大切にしてきたことは、
旭では当たり前になっているお互いの顔が見える関係性を保つこと、困ったときに助け
合える横のつながりを、次世代の子どもたちにもつなげていくことです。 

「いつまでも安心して暮らし続けられる旭地区」にしていきたいという思いを込め、
そして、今後５年間で旭のために私たち地域住民は何ができるだろうかを考えまとめ、
一つの羅針盤として旭地区の方々が手に取っていただけるように考えたまちづくり計
画です。ぜひご一読くださり、今後の取り組みに生かしていただきたいと考えます。 

最後に、アンケートをはじめ、地域で活動する皆さんにも地域会議との意見交換にご
協力いただきましたこと、多くの皆さんの声や想いにより後期計画を策定できましたこ
と、心より感謝申し上げます。 

 
 2026 年 2 月                          

旭地域会議会長 板倉小夜子 
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 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 2025 年 

人  口 2,600 2,522 2,422 2,375 2,318 2,244 
世 帯 数 1,075 1,055 1,032 1,041 1,035 1,029 

人口増減数 
- 

△78 △100 △47 △57 △74 
内
訳 

自然増減※1 △35 △42 △49 △47 △45 
社会増減※2 △43 △58 2 △10 △29 
出 生 数 14 1 4 5 7 - 
高齢化率 45.5％ 46.4％ 47.7％ 48.0% 48.7% 49.6% 

 ※1 生まれた人の数となくなった人の数の差 ※2 転入した人の数と転出した人の数（市内転居含む）の差 
 
 

 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 2025 年 
小 渡 小 学 校 38 38 38 34 29 26 
敷 島 小 学 校 48 53 55 53 47 48 
旭 中 学 校 44 40 39 33 41 44 

合 計 130 131 132 120 117 118 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

旭地区の現況 

第２次旭地区 
まちづくり計画 

旭地区の人口推移 

旭地区の現況 

■これまでの人口の推移（各年 4 月 1 日現在） 

■児童・生徒数の推移（各年５月１日現在） 

単位︓人 

 旭地区では、この５年間で 350 人以上の人口が減少し、児童・生徒数も 12 人減
少しています。このままの状態で推移した場合、2040 年の人口は、1,500 人を下
回ると予測されています。 
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 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
件数 
人数 

10 件 
13 人 

2 件 
4 人 

6 件 
11 人 

5 件 
10 人 

5 件 
11 人 

4 件 
9 人 

制度開始以降 
累 計 

80 件 
189 人 

82 件 
193 人 

88 件 
204 人 

93 件 
214 人 

98 件 
225 人 

102 件 
234 人 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

第２次旭地区 
まちづくり計画 旭地区の現況 

地域カルテ※からわかる旭地区の特徴 

旭地域カルテ（2022 年４月版）から、旭地区の特徴として、次のようなことが
挙げられます。 

■豊田市の住みよさ満足度 が 減少している 

■旭地区住民の定住意識 は 上昇している 

■住民参加型のまちづくりが進められていると思う人 が 減少している 

■概ねすべての年代 が 防災対策や医療の充実を求めている傾向が強い 

この５年間で始まったもの、なくなったもの 

■空き家情報バンクの成約状況（※2025 年度は 12 月末現在の数値） 

※地域カルテ…地域の概況や将来推計、まちづくりへの参加状況などを中学校区ごとにまとめたもの 
旭地域カルテ（豊田市ホームページ） 

http://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/jichiku/1037159/1053954.html 

旭地区ではこの５年間で、新型コロナウイルス感染症の影響などにより、旅館・
飲食店などの商業施設が減少し、また、令和７年度から小渡こども園が休園になり
ました。 

一方で、住民共助の新たな取組や地 
域団体等と連携した先進的な取組など、 
今後、旭地区を持続可能な地域にして 
いくための住民主体の取組がたくさん 
始まっています。 

しきしまの家 
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第２次旭地区まちづくり計画の概要 

第２次旭地区 
まちづくり計画 

第２次旭地区まちづくり計画の構成 

第２次旭地区まちづくり計画の概要 

 

旭地区の皆さんで共有する 

まちづくりの考え方（10 年間変わりません） 

基本構想をもとに計画し、具体的に 

取り組むこと（５年目に内容を見直します） 

それぞれの集落の良いところや目標、 
取組などをまとめたもの 

５か年計画 

（前期・後期） 

旧旭町が豊田市と合併して 16 年が経ちます。この間、「この地域をさらに良くしよ
う」と考え行動する多くの人たちによって、様々な取組が行われてきました。2011 年
度には「旭地区まちづくり計画（計画期間︓2011〜20 年）」を策定し、まちづくりの
方向性が明確となり、活発な地域活動や移住者の受入れが実現しています。 

「第２次旭地区まちづくり計画」は、前計画を受け継ぎ、旭地区の皆さんがまちづく
りの考え方を共有し、「旭地区をもっと住みやすいまちにしたい」と思う人が、それぞ
れの立場で、自主的にまちづくりに取り組むことができるようにする「道しるべ」です。 

計画は、「基本構想」「５か年計画」「集落ビジョン」の３つから成ります。 

 

   

５か年計画 

2021 2025 2030 ■基本構想︓10 年間（2021〜30 年度） 
「基本理念」「めざす姿」の２つで構成されます。 
・基本理念 まちづくりを進めるために皆さんで 

共有する基本的な考え 
・めざす姿 10 年後にめざす旭地区の姿 
■５か年計画︓前期５年間（2021〜25 年度） 

後期５年間（2026〜30 年度） 
・具体的な取組内容をまとめた５年ごとの計画 
■集落ビジョン︓前期５年間（2021〜25 年度） 

後期５年間（2026〜30 年度） 
・町内会ごとの地域づくりの方針と具体的な取組

内容をまとめた５年ごとの計画 

計画期間 

 集落ビジョン 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 第２次旭地区まちづくり計画の概要 

「まちづくり」とは何か︖と考えたとき、そこに住む人の幸せ 
な生活をつくることではないかと思い至りました。 

第一に、まちづくりには「縦のつながり」と「横のつながり」 
が大切だと考えました。旭のいいところの一つである、困ったと 
きに助け合える「横のつながり」。そしてそれを子どもたちの世代につないでいく「縦
のつながり」。つながることは、幸せ作りの第一歩だと思います。 

そして、「楽しむ」ことの大切さ。人のため、地域のために頑張っても、つらいこと
は長続きしません。「無理せず、楽しく」も、幸せの大切な要素ではないでしょうか。 

最後に、日本中で失われつつある「ご近所さんとの顔の見える関係性」が、旭地区
では普通に存在していること、これは大きな強みであると考えました。互いに認め合
い、支え合っている旭は、とても素敵です。 

【まちづくりの基本理念】 

つながる、楽しむ、普通が素敵。だもんで、旭。 

【めざす姿】 
この計画のゴールである 10 年後に、旭地区の「ひと」「くらし」「まち」が、どう

いう状態になっていてほしいかを「めざす姿」として設定しました。 
まずは「ひと」。暮らしを楽しんでいることはもちろん、人口が減って高齢者が増

えていく社会では、少しお節介なくらいがちょうどいいのではないかと考えました。 
そして、安全・安心な「くらし」を守るため、今後、住民同士の支え合いがますま

す大切になってくるでしょう。 
最後に、旭の人には「住み続けたい」、外の人には「行ってみたい」と思われるよ

うな自慢の「まち」をめざします。 

「まちづくりの基本理念」は、旭地区に住む皆さんがまちづくり活動をするにあた
り、基本的な考え方として共に持ち続けたい「合い言葉」です。 

第２次旭地区まちづくり計画は、 
SDGs（エスディジーズ）を推進します。 

SDGs は、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の頭文字で、
「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、17 の目標（ゴール）を定めています。
豊田市は、SDGs の推進に積極的に取り組む自治体として、内閣府から選定されてい
ます。本計画は、17 の目標（ゴール）のうち、「11 住み続けられるまちづくりを」
と「17 パートナーシップで目標を達成しよう」の２つをめざします。 
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■空き家情報バンク制度 
 地域の積極的な働きかけによる空き
家の発掘や受け入れ体制の充実により、
旭地区は、空き家情報バンクへの物件 
登録数・成約実績の累計共に、市内で 
最も高い結果となっています。 

■地域課題解決事業＊の活用 
 将来像の実現に向けて、地域課題解決
事業の制度を活用し、重点的に取り組む
べき課題解決の内容を検討し、事業化す
るなど、効果的な事業提案と事業実施を
進めることができました。 
※地域課題の解決策を、市の事業に反映させ、  

市と地域の共働で解決する仕組み 

■わくわく事業 
 わくわく事業は、地域資源（人、歴史、文化など）を活用し、地域課題の解決や地域の
活性化に取り組む団体を支援する制度で、旭地区ではこれまで、「防災・防犯」、「子育て
支援」、「伝統文化や芸能の継承」、「地域の拠点作り」などさまざまな分野で、住民主体の
まちづくりが進められています。 

 
 
 

わくわく事業交付実績 
項目 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

交付件数 13 団体 11 団体 12 団体 13 団体 17 団体 

内訳 新規 4 団体 2 団体 3 団体 3 団体 5 団体 
継続 9 団体 9 団体 9 団体 10 団体 12 団体 

交付総額 4,813 千円 4,664 千円 6,593 千円 6,799 千円 8,979 千円 

第２次旭地区まちづくり計画前期計画の総括 

第２次旭地区 
まちづくり計画 

前期 5 か年の主な事業実績 

第 2 次旭地区まちづくり計画前期計画（2021〜2025）の総括 

10
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2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

空き家情報バンク運用実績

成約件数
移住者数

・旭木の駅プロジェクト推進事業（H24〜） 
・花の里づくり事業 （H25〜） 
・支障木の伐採支援事業        （H25〜） 
・あさひ高齢者見守り事業      （H26〜） 
・定住促進事業 （H28〜） 
・ツキノワグマ対策事業        （R4〜） 
・里山の景観保全支援事業      （R6〜) 

成約件数 
 延べ 28 件 
移住者数 
 延べ 49 人 

地域課題解決事業の例 

人 

人 

人 
人 

人 

件 件 件 件 
件 
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（１）関係団体へのヒアリングによる検証結果 
 各種取組の実績や地域の状況、取組を実践している関係団体へのヒアリング結果な
どに基づき、各種取組の効果を４段階で評価した結果、２３項目のうち１９項目が「効
果が出ている」「出始めている」、４項目が「効果が薄い」「効果が出ていない」という
結果となりました。 
 これらの取組を、今後どのように継続し、あるいは変えていくかを考えていく必要
があります。  
取組分野 主な取組項目／検証結果（現状分析）・課題 有効性 方向性 

１ 

移住・定住 

定住支援策の推進︓空き家情報バンクの登録物件が不足して
いる。家を建て替えられる空き地の需要の調査も必要 ○ ↑ 
田舎暮らしの魅力発信︓都市部の移住希望者への魅力発信 △ ↗ 
仕事探しの支援︓周知を図ることや内容の充実が必要 ○ ↗ 

子育て、 
学び・育ち 

子育て環境の充実︓支援制度は充実しているが実績が少ない ○ ↗ 
子どものまちづくりへの参加︓新たな地域教材・講師の発掘 ○ → 
生涯学習の推進︓交流館やつくラッセルでさまざまな講座を
開催。住民の学びの場として有効利用する方策が必要 ○ → 

健康 
づくり 

健康寿命の延伸︓交流館やぬくもりの里主催のイベントは継
続的に行われている ○ ↗ 
まちぐるみの健康づくりの推進︓参加者の高齢化・固定化 ○ → 

２ 

福祉 
暮らしの不安解消︓民生委員、包括支援センター、消防等関係
機関との連携により支援体制が拡充。見守り活動は継続 ◎ → 
高齢者の外出促進︓旭さんさんクラブは交流館やぬくもりの
里で定期的に開催。里モビは車両の老朽化の問題がある ○ ↗ 

道路・ 
交通、生活 

幹線道路・生活道路の整備︓自治区要望による道路整備を実施 ○ → 
バスの利便性の向上︓住民ニーズに即したバス運行の見直し
や多様な手段の移動支援を検討する必要がある ○ ↗ 
生活環境の整備︓地域要望に基づき、柿の木伐採を実施。ツキ
ノワグマ講習会の開催。移動販売車が定期的に運行 ○ → 

防災、 
交通安全・ 
防犯 

防災活動の充実︓防災マップ等による意識の向上。単身高齢者
等の増加により、避難行動の遅延の可能性 ○ ↑ 
交通事故防止及び防犯対策の推進︓住民による子どもの見守
り運動や立哨活動を実施 ○ ↗ 

３ 

産業 
(農林業・ 
商業) 

地域資源を活用した産業の育成︓ブランド化認定の仕組み作
りが必要。空き店舗の活用による商業活性化 ○ ↗ 
営農体制の整備と鳥獣害対策︓遊休農地は増えているが、利活
用は進んでおらず、獣害もみられており対策が必要 △ ↗ 
森林保全と森林資源の活用︓森づくり団地化と計画的な間伐 ◎ → 

観光・交流 

観光事業の充実と情報発信︓SNS 等を活用した情報発信を実
施。ダム酒や御城印の販売。インバウンドへの対応遅れが問題 ○ ↗ 
観光拠点の整備︓上中のしだれ桃は維持管理が重要。旭高原元
気村では、キャンプデッキや散策道の整備により集客を図る △ ↗ 
地域内外の交流による地域活性化︓関係人口を増やすための
交流イベント等の実施 ◎ → 

まち、 
歴史・文化 

オールあさひの郷土愛醸成︓旭中学校生徒がわくわく事業で
旭の魅力を発信。げんき通信による地域資源等の紹介 ○ → 
歴史・伝統文化の継承︓旭の思い出アーカイブ作品の展示の実
施。補助金活用による棒の手・打ち囃子団体の支援 △ ↗ 

※有効性４段階評価／◎確実に効果が出ている、○効果が出始めている、△効果が薄い、×効果が出ていない 
※今後の方向性評価／↑更に重点化、↗現状以上、→現状維持、↘縮小 

前期 5 か年の取組の検証結果 

第２次旭地区 
まちづくり計画 第２次旭地区まちづくり計画前期計画（2021〜2025）の総括 
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（２）アンケート調査による検証結果 

 2024 年度に、15 歳以上の旭地区住民を対象としたアンケート調査を実施した結
果、第２次旭地区まちづくり計画策定前（2019 年）と比べ、現在の旭の姿に満足し
ている人の割合は、多くの項目で「減っている」状況が伺えました。しかし、それぞ
れの取組の「重要度は高い」と考えている人が多く、目標とする３つのめざす姿に「近
づいてはいないが、重要性は強く感じている」状態であるということが分かりました。  

重点取組項目１ 気持ちが通い合う住民参加のまちづくり 
 

状態 現在の姿に満足していない（↘）が、
重要性を感じている（→） 

《 分析 》 
①子育て、保育のしやすい環境、雰囲気への

満足度は下がっているが、今後若い世代を
旭地区に呼び込むためにも、住民が互いに
助け合う仕組みが重要である。 

②移住定住対策に関しては、空き家の発掘、
空き家情報バンクへの登録が重要であり、
地域や定住委員等の協力が必要である。 

③自然は豊かにあるが、土砂災害や獣害の問
題もあるため、安全に教育、保育のできる
環境の必要性が高まっている。 

 満足度 重要度 
2019 年 2024 年 2019 年 2024 年 

①子育て、保育
のしやすい環
境、雰囲気が
作られている 

15.1％ 11.5％ 36.9％ 39.6％ 

↘ ↗ 
②移住者、定住

者を受け入れ
る雰囲気が地
域にある 

26.7％ 25.7％ 34.8％ 33.9％ 

↘ ↘ 
③豊かな自然や

地域資源を生
かした学校な
どの教育、保
育環境がある 

20.8％ 20.3％ 30.7％ 32.4％ 

↘ ↗ 
 

重点取組項目２ 安全に安心して暮らし続けられるまちづくり 
 

状態 現在の姿に満足しており（↗）、 
さらに重要性を感じている（↗） 

《 分析 》 
①治山工事や間伐などが継続的に行われて

いることにより、洪水や土砂災害に対する
安全性への満足度は高まっている。 

②今後はさらに高齢化が進み、独居の高齢者
も増えていくことが予想されるため、安心
して暮らすことができるための支援はよ
り重要となる。 

③必要な医療・福祉サービスが受けられるよ
う、支援体制をこれまで以上に整えていく
ことが必要である。 

 満足度 重要度 
2019 年 2024 年 2019 年 2024 年 

①洪水・土砂災
害などの災害
に対する安全
性が保たれて
いる 

5.7％ 6.0％ 45.7％ 50.2％ 

↗ ↗ 

②高齢者が安心
して暮らすこ
とができる 

10.1％ 13.2％ 43.8％ 49.0％ 

↗ ↗ 
③必要な医療・

福祉サービス
が確保されて
いる 

10.0％ 11.6％ 42.9％ 48.6％ 

↗ ↗ 
 

重点取組項目３ 美しさと魅力あふれるまちづくり 
 

状態 現在の姿に満足していない（↘）
が、重要性を感じている（→） 

《 分析 》 
①鳥獣害が増えている原因のひとつに、遊休

農地の増加がある。その利活用や、鳥獣害
対策のための補助金の PR を行い、まちぐ
るみで対策する必要がある。 

②「旭木の駅プロジェクト」の活動は継続さ
れているが、高齢化の問題もあるため、今
後の活動が懸念される。 

③集落営農団体の取組が注目されるように
なっているが、今後は担い手の育成も重要
である。 

 満足度 重要度 
2019 年 2024 年 2019 年 2024 年 

①農作物等を守
るために必要
な鳥獣害対策
が進んでいる 

12.4％ 9.3％ 41.0％ 46.1％ 

↘ ↗ 
②森林が健全に

保全され森林
資源が有効活
用されている 

7.0％ 6.0％ 34.6％ 39.7％ 

↘ ↗ 
③営農体制の維

持などにより
田畑が適切に
維持管理され
ている 

8.5％ 6.4％ 34.6％ 36.7％ 

↘ ↗ 
  

第２次旭地区 
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（３）市民意識調査による検証結果 

 2019 年度と 2025 年度に実施した市民意識調査結果を比較すると、ひとつの調査
項目を除いて割合が減少しており、前期計画の取組分野にある「2025 年にめざす姿」
に近づいていないという結果となりました。一方で、旭地区が住みよいまちだと思う
住民の割合は、「15.1 ポイント増えている」という結果も出ています。 

 
重点取組 

項目 
①現状の問題点 

各団体へのヒアリング、アンケート、 
市民意識調査の結果から抽出 

②課題 

１ 
気持ちが通
い合う住民
参加のまち
づくり 

・高齢化 ・人口流出 
・地域の担い手不足 
・移住者の受け入れ環境不足 
（空き家バンク物件数の不足） 
・働く場が少ない 
・子育て支援策の周知不足 

・旭地区の人口減少が進んでおり、さらなる移住の
推進が必要である。 

・将来の地域の担い手を増やすためには、こどもを
育てる環境を整え、地域内での雇用と就業機会の
創出が必要となる。 

・自然環境を生かし、地域への愛着や誇りを持てる
ような地域と連携した教育が必要である。 

２ 
安全に安心
して暮らし
続けられる
まちづくり 

・自然災害時の避難の不安 
・交通事故・犯罪に対する不安 
・移動手段が不便（病院、通学） 
・買い物するところが少ない 
・商店街の衰退と空き店舗増加 
・単身高齢者世帯の増加 

・安全安心な暮らしを続けるため、人口減少に伴う
小規模集落への支援、生活を支える利便性の高い
交通網の形成、災害や防犯対策等が必要である。 

・商店街の魅力が減少し、お客さん離れが進むこと
が予想されるため、商業が活性化されるような施
策が必要となる。 

３ 
美しさと魅
力あふれる
まちづくり 

・遊休農地の増加 
・森林の荒廃（土砂災害、獣害） 
・獣害被害（農地、農作物） 
・観光資源・まちの衰退 

・地域の資源を生かした観光事業の充実による関係
人口の創出、地域ならではの資源を活かしたブラ
ンド事業の推進等を図る必要がある。 

・いつまでも美しい景観を保つために、間伐や遊休
農地の利活用、農作物を守るための鳥獣害対策を
推進する必要がある。 

第２次旭地区まちづくり計画（2021-2030 年）が策定された 2020 年以降、新型コ
ロナウイルス感染症による生活様式の変容や地域社会の関係性の希薄化など、予測不可
能な社会情勢が続きました。前期５か年の取組を進めた結果、個別の課題も多く、総合
的には目標に近づいていない状況です。しかし、地域への愛着に対する意識は 82.0％
（第 25 回市民意識調査 2025 年）と高く、また、まちづくりへの重要度は５年前より
高まっています。これらを踏まえ、旭地区の将来像とその実現に向けた取組を議論し、
後期５か年計画を策定します。 

重点取組 
項目 

取組 
分野 市民意識調査項目 2019 年 

調査結果 
2025 年 
調査結果 分析 

1 
1 自治区・地域活動に参加している住民の割合 75.8％ 68.4％ この５年間の市民意

識調査の結果は全体的
に下がっている。その
中で、社会情勢の変化
（コロナによる活動の
自粛や環境変化による
自然災害の増加など）
により、地域住民の「防
災」に対する意識は高
まっている。 

2 児童生徒とともに行う地域の活動への参加の割合 35.4％ 23.4％ 
3 適度に運動するか体を動かしている住民の割合 47.5％ 42.3％ 

2 1 近所づきあいに満足している住民の割合 80.8％ 77.4％ 
3 防災訓練に参加経験がある住民の割合 81.8％ 86.4％ 

3 3 居住地へ愛着を感じている住民の割合 83.8％ 82.0％ 
  旭地区が住みよいまちだと思う住民の割合 67.7％ 82.8％  

第２次旭地区 
まちづくり計画 第２次旭地区まちづくり計画前期計画（2021〜2025）の総括 
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  計画の全体像 

第２次旭地区 
まちづくり計画 計画の全体像 

つ
な
が
る
︑
楽
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む
︑
普
通
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敵
︒
だ
も
ん
で
︑
旭
︒  

 

人とつながり、 

暮らしを楽しむ。 

少し世話焼きで、 

人とまちを 

大切に思うひと。 

訪れてみたい、 

帰りたい。 

これからもずっと 

自慢したくなるような
美しいまち。 

助け合い、 

支え合う。 

小さなまちならでは
の、ふれあい豊かで 

いつまでも 

 安心できるくらし。 

ひと 

基 本 理 念 めざす姿 

基 本 構 想 

2021〜30 年（10 年間） 

つながる 

旭のいいところの一つである、困
ったときに助け合える「横のつなが
り」を、子どもたちの世代にもつな
げていきたいという思いを込めて。 

楽しむ 

苦しいこと、つらいことは長続き
しないけど、楽しいことならがんば
れる。「無理せず、生き生きと、暮
らしを楽しんでいる姿」が、10 年後
の旭の姿だといいなという思いを込
めて。 

普通が素敵 

 ご近所さんとの顔の見える関係性
が、旭では普通（当たり前）に存在
しています。しかしそれは、豊田
市、愛知県、ひいては日本全体で失
われつつあることでもあります。   

旭では「普通」だと思われている
「横のつながり」が、失くしたくな
い素敵なことなんだという思いを込
めて。 

くらし 

まち 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 計画の全体像 

重点取組項目３ 

美しさと魅力あふれるまちづくり 

 産業（農林業・商業） 

 観光・交流 

 まち、歴史・文化 

後期５か年計画 

2026〜30 年（５年間） 

重点取組項目 

取 

組 

分 

野 

重点取組項目１ 

気持ちが通い合う住民参加のまちづくり 

取 
組 

分 

野 健康づくり 

移住・定住 

子育て、学び・育ち 

若い世代や移住者が地域に定着
し、地域の担い手が増え、皆がい
つまでも健康で元気に暮らすこと
で、多くの住民が地域活動に参加
できるまちを目指します。 

重点取組項目２ 

安全に安心して暮らし続けられるまちづくり 

福祉 

道路・交通、生活 

防災、交通安全・防犯 

取 

組 

分 

野 

地域住民が互いに支えあい信頼
関係を築くことができ、安全で充
実した生活環境が維持されること
で、いつまでも安心して暮らし続
けられるまちを目指します。 

森林や農地などの山里が美しい
景観を保ち、地域の伝統文化が継
承され、一人ひとりが愛着と誇り
を持つことで、「ずっと住み続け
たい」と思える自慢のまちを目指
します。 

P13 

P14 

P15 

P17 

P18 

P19 

P21 

P22 

P23 

P12 

P16 

P20 
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気持ちが通い合う住民参加のまちづくり 

旭地区では人口減少と高齢化が進み、地
域活動の担い手不足が深刻化しています。
今後も、地域外からの移住者の受け入れを
進めながら、移住してきた人が地域に定着
できるような交流や取組を地域活動への参
加などを通して推進していく必要がありま
す。 

若い世代や移住者が地域に定着し、地域
の担い手が増え、皆がいつまでも健康で元
気に暮らすことで、多くの住民が地域活動
に参加できるまちを目指します。 

重点取組項目１ 

第２次旭地区 
まちづくり計画 

旭地区の現状 

後期５か年計画（2026〜2030） 

旭地区では、地域にこれからも定住し
続けたいと思っている人が多くいます。
直近の市民意識調査（図１）における地
域への定住意向 74.8％（豊田市平均
65.5％）は市内第２位であり、地域への
愛着から、ずっと旭で住み続けたいとい
う方が多くいることが分かります。 

一方、人口減少が進んでいく中で、草
刈りなどの地域活動を維持していくた 

子育て、保育のしやすい環境づくり 39.6% 

移住者、定住者の受け入れ 33.9% 

豊かな自然や地域資源を生かした学校などの教育、保育環境 32.4% 
 

表１ 今後、力を入れていく取組の重要度が高い項目（旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査） 

めには、さらなる移住・定住の推進が必要となってきます。旭地区のまちづくりを
考えるアンケート調査（表１）の「今後力を入れるべき取組」では「子育て・保育
環境」や「移住・定住者の受け入れ」の重要性が挙げられており、子育て世代をタ
ーゲットに魅力的な教育環境を地域ぐるみで作り出していくとともに、移住者の受
け入れ体制を強化していくことが必要です。 

※重要度が「高い」、「やや高い」を合わせた割合 

69.6% 72.4% 74.8％

0%

50%

100%

第23回

2021年度

第24回

2023年度

第25回

2025年度

図１ 地域への定住意向
（市民意識調査）

2030 年にめざす状態 
■「移住者、定住者を受け入れる雰囲気
が地域にある」満足度（旭地区のまちづくりを考

えるアンケート調査） 
25.7％（2024 年） 

 ⇒ 30.0％（2030 年） 
■「集落の維持に必要な地域活動が行わ
れている」満足度（旭地区のまちづくりを考えるア

ンケート調査） 
16.9％（2024 年） 

 ⇒ 20.0％（2030 年） 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 

取組分野１ 移住・定住 

（１）定住支援策の推進 
①空き家の発掘【地域・行政】 

定住担当者による空き家の発掘と所有者への交渉＜新規＞、 
空き家一覧表の整理＜新規＞、空き家情報バンク制度による情報発信 

②空き家所有者への支援【行政】 
空き家所有者相談会＜新規＞、空き家改修補助金、空き家片付け補助金 

③移住者への支援【地域・行政】 
移住者交流会＜新規＞、空き家片付け補助金の対象者の拡充＜新規＞、 
空き家活用支援事業、空き家改修補助金、山村地域等定住応援補助金 

④家を建て（替え）られる用地の確保など環境整備【行政】 
 住宅建築に伴う農地活用に対する行政書士相談窓口の設置＜新規＞、 

空き地情報バンク制度の運用 
（２）田舎暮らしの魅力発信 

①移住希望者増加に向けた情報発信及び支援【地域・おいでん・さんそんセンター・行政】 
空き家見学ツアー＜新規＞、移住相談＜新規＞、SNS による情報発信＜新規＞、 
地元交流会の開催、エビネの里及び市営住宅入居者へのフォロー体制づくり 

 ②都市と農山村の交流による移住きっかけづくり【地域・おいでん・さんそんセンター】  
  関係人口を増やす取組＜新規＞、山里ひとなる塾＜新規＞、 
  農林業体験交流及びセカンドスクールの実施、企業と地域/団体のマッチング事業 
（３）仕事探しの支援 
 ①暮らしに合わせた仕事紹介システムの構築【団体・行政】 
  あさひ小仕事バンクによる求人情報等の掲載＜新規＞ 

後期５か年計画（2026〜2030） 

空き家見学ツアーの開催 
 空き家の活用と移住の促進につなげるた
め、空き家の見学や地域住民との交流会など
の空き家ツアーを開催します。 

※後期５か年計画で新たに記載する取組は、＜新規＞を付けています。 

具体的な取組事例 

移住・定住地元交流会の開催 
 移住の促進や定住につなげるため、地域
主催で、旭地区への移住希望者や移住して
きた人との交流会を開催します。 

押井町「定住地元交流会」 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 

取組分野２ 子育て、学び・育ち 

（１）子育て環境の充実 
①子育て支援制度・施設の活用及び周知【こども園・ぬくもりの里・交流館・行政】 
 読み聞かせ講座による親子交流＜新規＞、 
 こども食堂「リトルキッチンクラブ」の支援＜新規＞、放課後児童クラブ、 

保健師による家庭訪問や健康相談、家事育児ヘルパー派遣制度、 
ファミリーサポートセンター事業、子育て支援センター（杉本こども園） 

②こどもの居場所づくりと交流の場の創出【団体・交流館】 
 はねっこクラブの開催、あそびま NAVI、 

すぎん工房まつり・ふらっと祭による住民同士の交流 
（２）こどものまちづくりへの参加 
 ①学校・こども園と連携したこどものまちづくりへの参加【学校・団体】 
  多文化交流の実践（小渡小学校）＜新規＞、学習発表（敷島小学校）＜新規＞、

各種地域イベントへの参加、まちづくり団体活動への参加、 
わくわく事業「旭中サンライズプロジェクト」 

 ②地域住民の学校教育への参加・協力と郷土学習の推進【学校・地域・団体】 
  地域人材の発掘とコーディネート（学びあい本部）、 

授業等での地域住民・活動団体の指導及び協力、郷土芸能の指導 
（３）生涯学習の推進 

①学びの場の充実【学校・地域・団体・交流館・行政】 
旭中学校の地域住民への利用開放（学びあい本部）、交流館事業の実施、 
つくラッセルを利用した団体主催の教室の開催 

後期５か年計画（2026〜2030） 

旭中サンライズプロジェクト 
 旭中学校の生徒が地域の活性化を目
指して、仲間や地域の人々と共働しなが
ら、さまざまな課題の解決や取組を実践 
しています。 

※後期５か年計画で新たに記載する取組は、＜新規＞を付けています。 

具体的な取組事例 

ハラペーニョ商品の開発 

交流館事業の実施 
 地域に根ざした温かなコミュニティの
形成に向けて、地域の住民が、健康や文
化、歴史などを楽しく学びながら交流す
る講座などを実施しています。 

旭の魅力再発見講座 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 後期５か年計画（2026〜2030） 

取組分野３ 健康づくり 
（１）健康寿命の延伸 

①自分の健康状態を知る【地域・ぬくもりの里・交流館・行政】 
 若者・働く世代の健康チェック等による健康づくり啓発＜新規＞、 

出前講座の開催や健康チェックの拡充（自治区・交流館講座）、 
健康診査の受診勧奨の充実、地域ふれあいサロン参加者の体力測定 

②規則正しい生活習慣や運動習慣の定着【交流館・行政】 
  ボッチャ・モルックの無料貸し出し＜新規＞、能楽師による呼吸法講座＜新規＞、 
  各種スポーツ教室・スポーツ大会の開催、 

管理栄養士等による生活習慣病予防の啓発活動の実施 
 ③歯と口の健康の推進【交流館】 
  歯科衛生士による歯と口の健康に関する出前講座の開催 

④規則正しい生活習慣の定着【地域・学校・行政】 
  学校保健委員会活動や保健師による健康教室の実施、 

保護者を対象にした生活習慣病予防に関する取組の充実 
⑤認知症予防を目的とした学びの教室＜新規＞【ぬくもりの里・交流館・行政】 

  ぬくもり教室の開催＜新規＞、高齢者の体力づくり、転倒予防、 
  認知症予防を目的とした「元気アップ教室」 
（２）まちぐるみの健康づくりの推進 

①健康になるための活動ができる仲間や場所づくり【地域・ぬくもりの里・交流館】 
健康づくり教室＜新規＞、地域ふれあいサロン・高齢者クラブ・交流館自主グル
ープ活動等の継続実施と各関係機関と連携した事業の推進 

 ②まちぐるみ家族ぐるみで推進する多世代参加の健康づくり【地域・ぬくもりの里・交流館】 
  ぬくもり参観日、旭＆朝日丘ふれあい交流事業、自治区行事、交流館講座の開催 

ぬくもり教室・ぬくもり参観日の開催 
 「認知症予防」や「介護」などをテーマ
に、脳トレ、栄養、体操など、楽しく輝きな
がら年を重ねられる講座「ぬくもり教室」
の実施や、地域住民や利用者家族に施設を
周知する 
「ぬくもり 
参観日」を 
開催します。 

※後期５か年計画で新たに記載する取組は、＜新規＞を付けています。 

ぬくもり参観日 

具体的な取組事例 

移動販売での健康チェック 
 移動販売と合わせて、血管年齢の測定や噛
む力のチェックなどの健康測定を行うこと
で、住民の健康づくりをサポートします。 
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安全に安心して暮らし続けられるまちづくり 

高齢化が進む旭地区では、地域のつな
がりを活かした支え合い・助け合いが求
められています。防災体制の強化や旭で
安心して暮らし続けられる福祉サービ
スの整備などが、今後さらに重要になっ
ていきます。 

地域住民が互いに支えあい信頼関係
を築くことができ、安全で充実した生活
環境が維持されることで、いつまでも安
心して暮らし続けることができるまち
を目指します。 

重点取組項目２ 

第２次旭地区 
まちづくり計画 

旭地区の現状 

後期５か年計画（2026〜2030） 

旭地区では、高齢化率が上昇して
いるとともに、単身高齢者の数も増
加しています。市民意識調査（図２）
の「近所とのつきあいがどれぐらい
ありますか」においては、市内平均
16.7％と比較すると、旭地区の日常
的なつきあいの割合は高い数値にな
っています。顔の見える関係性や日
常的な見守り活動などの成果が表れ
た結果と言っていいでしょう。 

また、旭地区のまちづくりを考え 

洪水・土砂災害などの災害に対する安全対策 50.2% 

高齢者が安心して暮らすことができる環境整備 49.0% 

必要な医療・福祉サービスが確保 48.6% 
 

るアンケート調査（表２）においては、「今後力を入れるべき取組」として、「災害
への安全対策」や「高齢者が安心して暮らすことができる環境整備」が上位に挙が
りました。有事の際や困りごとがあった際に、支え合い、助け合える関係性を築き
ながら、安全に安心して暮らし続けられる生活環境を維持することが必要になって
きます。 

表２ 今後、力を入れていく取組の重要度が高い項目（旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査） 

※重要度が「高い」、「やや高い」を合わせた割合 

35.7％
48.0％ 47.7％

0%

50%

100%

第23回

2021年度

第24回

2023年度

第25回

2025年度

図２ 近所とのつきあい
（市民意識調査）

2030 年にめざす状態 
■「困ったときに助け合える近所付き合
いが行われている」満足度（旭地区のまちづく

りを考えるアンケート調査） 
28.3％（2024 年） 

 ⇒ 30.0％（2030 年） 
■「高齢者が安心して暮らすことができ
る」満足度（旭地区のまちづくりを考えるアンケート

調査） 
23.2％（2024 年） 

 ⇒ 25.0％（2030 年） 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 

取組分野１ 福祉 

（１）暮らしの不安解消 
①困りごとに対する相談・支援体制の確立【地域・ぬくもりの里・行政】 

しきしま支え合いシステム＜新規＞、相談支援及び関係機関との連携（ぬくもりの里、民
生委員等）、第３次地域福祉活動計画事業の実践 

②地域ぐるみの見守り活動の充実【地域・団体・ぬくもりの里・行政】 
福祉特派員制度の PR 及び情報交換会の開催、豊田市ささえあいネット〜高齢者
見守りほっとライン〜、ひとり暮らし高齢者登録、緊急連絡先カード・お困りカー
ドの活用、安否確認旗活動（幸せの黄色いハンカチ運動の会） 

③地域と連携した介護予防＜新規＞【地域・ぬくもりの里】 
家族介護交流事業（介護者のつどい） 

（２）高齢者の外出促進 
①高齢者の移動手段に関する困りごとの解決【地域・団体・ぬくもりの里・行政】 

住民共助の仕組みによる移動支援の実証実験＜新規＞、たすけあいプロジェクト
の推進（たすけあいカー）、小型モビリティ「里モビ」の活用、自治区敬老会開
催支援 

②高齢者のいきがいと居場所づくり【地域・団体・ぬくもりの里・行政】 
旭さんさんクラブの開催、地域ふれあいサロンの開催、高齢者クラブ活動の継続、
福祉農業実践プロジェクト（メグ友会）、老人福祉センターぬくもりの里（おし
ゃべりカフェ）、老人憩の家あさひ荘の管理・運営 

後期５か年計画（2026〜2030） 

住民共助の仕組みによる移動支援の実
証実験 
 バス停まで行くことができず、バス等
の公共交通を利用できないひとり暮ら
し高齢者等の移動を支えるため、地域住
民自らがドライバーとなり、目的地まで
送迎す 
る実証 
実験を 
始めて 
います。 

※後期５か年計画で新たに記載する取組は、＜新規＞を付けています。 

具体的な取組事例 

安否確認旗活動（幸せの黄色いハンカ
チ運動の会） 
 黄色い旗の出し入れを通じて、主に
ひとり暮らしの高齢者の安否確認や犯
罪の抑止、認知症の早期発見などにつ
なげていきます。 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 

取組分野２ 道路・交通、生活 
（１）幹線道路・生活道路の整備 

①県道、市道及び生活道路の整備促進【地域・行政】 
通行支障木の伐採支援事業（高所作業支援・委託伐採）、各地区の期成同盟会に
よる陳情（県道）、自治区工事申請書の提出（市道）、県管理道路における草刈り
作業、市道及び河川における草刈り作業 

（２）バスの利便性向上 
 ①持続可能なバス運行の見直し【地域・行政】 

利用状況の検証・運行見直し（停留所の増移設、運行内容の見直し）、旭地域交
通協議会での検討 

 ②地域バスの利用促進に向けた検討・実施【地域・行政】 
地域バス乗車特典の実施 

 ③高校生等のバス通学にかかる費用の負担軽減＜新規＞【行政】 
豊田市高校生等バス通学定期券購入費補助金＜新規＞ 

（３）生活環境の整備 
①ツキノワグマ対策の実施【地域・行政】 

ツキノワグマ講習会の実施＜新規＞、生活支障木（柿の木）の伐採支援事業 
②買い物環境の向上【地域・企業・行政】 

日用品の移動販売、個人宅配サービス 
③生活環境の整備における作業効率化及び負担軽減【地域・おいでん・さんそんセンター・行政】 

とよたの山里応援隊の活用＜新規＞、雑草刈機の貸し出し＜新規＞ 
 

後期５か年計画（2026〜2030） 

とよたの山里応援隊の活用 
 過疎化や高齢化により実施が難しく
なった草刈り等の集落活動やその他の
まちづくり活動に対して、ボランティ
アとして活動する意欲がある個人を登
録し、山村地域の住民とともに保全活
動や交流活動 
等を行ってい 
ます。 

※後期５か年計画で新たに記載する取組は、＜新規＞を付けています。 

具体的な取組事例 

通行支障木の伐採支援事業 
市道沿い等において、路肩の木竹の繁

茂等により車両の通行に支障が出てい
る箇所について、枝払いや樹木の伐採等
を実施し、生活道路の環境改善を実施し
ます。 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 後期５か年計画（2026〜2030） 

取組分野３ 防災、交通安全・防犯 

（１）防災活動の充実 
①減災・防災意識の向上啓発【地域・団体・交流館・行政】 

乳幼児がいる家庭向けの防災講座＜新規＞、防災訓練の実施、 
自主防災会事業補助金の活用 

②災害時の迅速な避難行動のための防災体制の推進【地域・団体・ぬくもりの里・行政】 
雨量計の設置による降水量の測定＜新規＞、福祉事業間での災害時に関する意見
交換＜新規＞、災害時避難訓練の実施、災害時避難行動マニュアルの作成・周知、
避難行動要支援者情報の活用、防災マップ及びハザードマップの活用、 
情報伝達手段の周知 

（２）交通事故防止及び防犯対策の推進 
①住民相互の交通安全・防犯活動の実施【地域・学校・ぬくもりの里・行政】 

ご近所同士の声掛け・パトロール等の実施、登下校時の子どもの見守り活動、 
交通安全立哨活動 

②交通事故及び犯罪を防ぐための支援制度の活用【地域・行政】 
防犯カメラ・防犯灯の設置、自主防犯活動物品支給制度の活用、 
交通事故防止設備の整備（ガードレール、カーブミラー等） 

防犯カメラ・防犯灯の設置 
こどもたちが学校から帰る際の安全対

策や犯罪の抑止のため、街灯がない道路
への防犯灯の設置 
や、適切な維持・ 
管理を進め、地域 
の安全を守ってい 
きます。 

※後期５か年計画で新たに記載する取組は、＜新規＞を付けています。 

具体的な取組事例 

雨量計の設置による降水量の測定 
旭地区内の 20 か所以上に簡易の雨量

計を設置し、雨量観測を実施。スマホを
使った情報伝達を行い、大雨などの際に
地域住民自らが危険になる前に自らの
災害対応に結びつけられるようにする。 
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美しさと魅力あふれるまちづくり 

旭地区の住民が、これからも旭に住み
続けたいと思うためには、旭特有の美し
い景観や伝統文化を守り、地域への愛着
と誇りをもつことが大切です。合わせて、
関係人口や観光客などとの交流を通し、
旭の良さや魅力を再発見することで、地
域に対する誇りを深めていく必要があり
ます。 

森林や農地などの山里が美しい景観を
保ち、地域の伝統文化が継承され、一人ひ
とりが愛着と誇りを持つことで、「ずっと
住み続けたい」と思える自慢のまちを目
指します。 

重点取組項目 3 

第２次旭地区 
まちづくり計画 

旭地区の現状 

後期５か年計画（2026〜2030） 

旭地区では、多くの人が居住地に愛着
をもっています。直近の市民意識調査
（図３）における 82.0％は、市内平均
77.5％と比較し約 5％も高いことから、
地域への誇りと愛着をもつ人が旭地区
には多くいることが分かります。 

また、旭地区のまちづくりを考えるア
ンケート調査（表３）で「今後力を入れ
るべき取組」については、「農作物等を 
守るための鳥獣害対策」や「森林資源の 

農作物等を守るために必要な鳥獣害対策の推進 46.1% 

森林が健全に保全され、森林資源が有効活用 39.7% 

営農体制の維持などによる、田畑の適切な管理 36.7% 
 

有効活用」、「田畑の適切な管理」が上位に挙がりました。旭地区の特産品であるお
米を守ることや、健全な森林・里山の整備を行うことで、美しい景観も含めた地域
資源の活用によるまちづくりが必要になってきます。 
表３ 今後、力を入れていく取組の重要度が高い項目（旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査） 

※重要度が「高い」、「やや高い」を合わせた割合 

79.5％ 83.7％ 82.0％

0%

50%

100%

第23回

2021年度

第24回

2023年度

第25回

2025年度

図３ 居住地への愛着
（市民意識調査）

2030 年にめざす状態 
■「豊かな自然や地域資源を活かした学
校などの教育、保育環境がある」満足度
（旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査） 

20.3％（2024 年） 
 ⇒ 25.0％（2030 年） 

■「集落活動などにより、美しい農村景
観が守られている」満足度（旭地区のまちづく

りを考えるアンケート調査） 
13.2％（2024 年） 

 ⇒ 15.0％（2030 年） 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 

取組分野１ 産業（農林業・商業） 

（１）地域資源を活用した産業の育成 
①地域通貨や特産品を活用した商業活性化【地域・団体・商工会・観光協会・行政】 

御城印・矢作ダム貯蔵酒の販売＜新規＞、地域通貨（モリ券・商工会商品券）の
発行、ブランド化による特産品の販売、自然薯等の６次産業事業支援 

②地域の施設や土地、人材の有効活用による産業の活性化【団体・行政】 
しきしまの家「ふらっと yui」の運営＜新規＞、空き家店舗活用補助金＜新規＞、
空き地や空き施設への企業誘致・施設園芸等による利活用の検討、 
つくラッセルの有効活用 

（２）営農体制の整備と鳥獣害対策 
①集落営農の取組と担い手の育成【地域・団体・おいでんさんそんセンター・行政】 

しきしまの家「自給家族」の運営＜新規＞、集落営農事業の推進、 
農地環境整備事業、農業体験の実施（セカンドスクール等） 

②遊休農地の利活用【地域・団体・おいでんさんそんセンター・行政】 
農地保全相談窓口＜新規＞、遊休農地を利用した赤蕎麦の栽培＜新規＞、 
農地バンク制度の活用、都市と農山村の交流・外部活力の活用（農業体験の実施） 

③獣害対策の推進【行政】 
  獣害対策支援制度の活用（柵・ネット等の購入補助） 
（３）森林保全と森林資源の活用 
 ①健全な森づくりと森林資源の有効活用【地域・団体・行政】 
  家裏危険木伐採事業＜新規＞、森づくり会議の設置、森づくり団地化による間伐

の推進、旭木の駅プロジェクト事業の推進 
 ②各種活動団体と連携した木育・林育の推進【地域・団体・行政】 
  小中学校と連携した森林学習・間伐体験＜新規＞、ツリーハウスや遊具づくり等

（あそびま NAVI）、森の健康診断・薪割り体験等（あさひ根っ子の会） 

後期５か年計画（2026〜2030） 

遊休農地の利活用 
 遊休農地になっている田畑について、
わくわく事業などを通じて、地域団体等
が主体で耕作等 
を行い、再生・ 
利活用すること 
で、新たな地域 
交流の活性化な 
どにつなげます。 

※後期５か年計画で新たに記載する取組は、＜新規＞を付けています。 

浅谷蕎麦倶楽部の活動 

具体的な取組事例 

矢作ダム貯蔵酒の販売 
 旭地区の観光資源でもある矢作ダム
堤内に豊田市内４か所の酒蔵の吟醸酒
等を貯蔵していま 
す。矢作ダム貯蔵 
酒を使ったイベン 
トなどを通じて、 
地域活性化を行い 
ます。 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 

取組分野 2 観光・交流 

（１）観光事業の充実と情報発信 
①地域イベント等の情報発信【観光協会・行政】 

旭観光協会等の HP・SNS 等による情報発信、地域イベント等の窓口一元化 
②観光客誘致策の推進【地域・商工会・観光協会・行政】 
 世界ラリー選手権開催支援＜新規＞、アジア競技大会の運営サポート＜新規＞、

旭マルシェの開催、地域資源の温泉や川を活用した誘致活動、 
 新たな体験プランの作成 

（２）観光拠点の整備 
 ①地域資源を活かした花の里づくり事業【地域・観光協会・行政】 

観光及び経済の拠点となる小渡町及び笹戸町を花の里として整備、 
上中しだれ桃の維持管理 

 ②旭高原元気村の活用促進【元気村・行政】 
キャンプデッキエリア等を活用した誘客＜新規＞、 
旭高原体験型プログラムの充実、散策道の再整備 

（３）地域内外の交流による地域活性化 
①交流事業による関係人口の増加【学校・交流館】 

姉妹都市提携国等の外国人との異文化交流会（小渡小学校）＜新規＞ 

後期５か年計画（2026〜2030） 

SNS 等による情報発信 
 Instagram などの SNS やホームペー
ジなどを活用し、観光やイベント、地域
の情報などを発信していくことで、交流
人口や関係人口の増加を図っていきま
す。 

※後期５か年計画で新たに記載する取組は、＜新規＞を付けています。 

キャンプデッキエリア等を活用した誘客 
 旭高原元気村に新設されたキャンプデ
ッキエリアやトイレ・シャワー等の水廻
り施設をＰＲし、キャンプ好きなどをタ
ーゲットに誘客を推進していきます。 

具体的な取組事例 
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第２次旭地区 
まちづくり計画 後期５か年計画（2026〜2030） 

取組分野 3 まち、歴史・文化 

（１）オールあさひの郷土愛醸成 
①地域情報の共有及び魅力発信【地域・団体・行政】 

ＳＮＳや動画による情報発信 
あさひげんき通信を活用した各種取組・地域資源の紹介 

 

（２）歴史・伝統文化の継承 
①地域の歴史・文化財の保存【地域・観光協会・行政】 

旭郷土資料館作品の展示＜新規＞、各団体・町内会による歴史の振り返り 
②郷土芸能、郷土食などの伝統文化の継承【地域・商工会・行政】 

ブランド化認定制度の創設＜新規＞ 
ブランド化による郷土食や特産品の販売 
郷土芸能の披露の場（あさひまつり） 
元気な愛知の市町村づくり補助金の活用による棒の手等保存会の支援 

 

あさひげんき通信を活用した各種取組・
地域資源の紹介 
 旭に関わる行事やニュースなどを、地
域の人が地域のことを知るツールとし
て、取材などを 
通して掲載して 
いきます。 

※後期５か年計画で新たに記載する取組は、＜新規＞を付けています。 

旭郷土資料館作品の展示 
 旭郷土資料館の閉館に代わり、旭観光
協会内の窓口で、旭地区の歴史的な文化
財や当時の写真などの企画展示を行って
います。 

具体的な取組事例 
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っ
た

千
年

箸
を

使
用

し
て

パ
ワ

ー
を

も
ら

っ
て

い
る

。
毎

日
通

勤
で

前
を

通
っ

て
い

る
。
 

歴
史

を
感

じ
る

の
で

 

1
0

0
0

余
年

の
風

格
、
社

殿
と

森
と

の
融

和
 

大
き

く
て

立
派

だ
か

ら
 

近
く

に
あ

り
、
見

学
し

て
も

よ
い

と
思

う
 

迫
力

あ
る

巨
木

が
壮

観
 

③
風

鈴
寺

(小
渡

･
増

福

寺
) 

年
間

を
通

じ
て

い
つ

で
も

風
鈴

が
奉

納
で

き
る

。
座

禅
、
写

経
も

で
き

る
。
 

風
鈴

奉
納

 

心
身

が
穏

や
か

に
な

り
、
心

が
落

ち
着

く
場

所
 

こ
の

中
で

は
最

も
わ

か
り

や
す

い
内

容
 

地
元

だ
か

ら
 

旭
の

夏
の

風
物

詩
に

し
て

い
く

べ
き

。
8

月
中

旬
に

風
鈴

寺
の

お
祭

り
を

し
て

縁
日

に
す

る
と

良
い

。
 

風
鈴

の
音

色
と

願
掛

け
が

素
敵

だ
と

思
う

 

住
職

さ
ん

が
素

敵
 

旭
ら

し
く

て
良

い
と

思
っ

た
か

ら
。
 

風
鈴

祭
で

行
き

ま
し

た
 

夏
の

い
い

雰
囲

気
、
癒

し
に

な
る

 

風
鈴

の
音

が
心

地
よ

い
 

風
鈴

が
キ

レ
イ

。
風

鈴
ま

つ
り

が
あ

る
。
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季
節

を
感

じ
、
心

が
和

む
 

涼
し

さ
が

味
わ

え
る

。
風

鈴
に

願
掛

け
が

で
き

る
珍

し
さ

。
 

風
鈴

を
作

れ
た

り
す

る
の

で
良

い
 

夏
の

行
事

で
に

ぎ
わ

い
が

あ
っ

て
良

い
 

④
お

須
原

山
(東

萩
平

) 
想

像
以

上
に

一
見

の
価

値
が

あ
っ

た
 

景
色

が
素

晴
ら

し
い

 

気
持

ち
が

い
い

 

選
べ

な
い

く
ら

い
ど

こ
も

好
き

 

景
観

が
良

く
、
来

て
よ

か
っ

た
と

思
え

る
場

所
だ

か
ら

。
 

眺
め

が
良

い
 

整
備

さ
れ

て
、
見

晴
ら

し
も

良
い

 

健
康

づ
く

り
 

お
須

原
山

の
頂

上
か

ら
の

景
色

が
美

し
い

か
ら

 

縁
結

び
の

穴
を

通
す

の
が

難
し

く
て

楽
し

か
っ

た
 

心
癒

さ
れ

る
気

持
ち

の
い

い
場

所
だ

か
ら

 

景
観

の
良

さ
 

景
色

が
き

れ
い

 

高
台

で
3

6
0

度
見

晴
ら

せ
る

。
道

路
の

整
備

が
必

要
。
 

⑤
伊

熊
神

社
の

社
叢

 
動

植
物

の
特

異
性

が
見

ら
れ

る
と

こ
ろ

 

自
然

の
大

切
な

こ
と

が
わ

か
る

 

案
内

看
板

が
少

な
い

の
で

設
置

さ
れ

る
と

よ
い

 

⑥
時

瀬
大

イ
チ

ョ
ウ

 
大

き
い

 

豊
田

市
外

の
友

達
が

来
た

か
ら

 

案
内

看
板

が
少

な
い

の
で

設
置

さ
れ

る
と

よ
い

 

迫
力

あ
る

巨
木

が
壮

観
 

秋
は

絶
景

 

イ
チ

ョ
ウ

が
立

派
 

⑦
押

井
の

磨
崖

仏
 

珍
し

い
物

で
あ

り
、
旭

高
原

に
行

く
途

中
に

立
ち

寄
っ

て
ほ

し
い

。
 

県
内

で
も

珍
し

い
も

の
な

の
に

、
あ

ま
り

知
ら

れ
て

い
な

い
た

め
 

⑧
市

平
七

色
木

･
か

ご
の

木
 

面
白

く
て

大
き

い
木

 

⑨
旭

地
区

総
合

体
育

館
 

中
が

広
く

、
体

を
動

か
し

た
い

人
や

部
活

動
で

使
い

た
い

人
が

広
々

と
使

え
る

か
ら

 

他
の

ス
ポ

ー
ツ

を
行

う
施

設
よ

り
も

利
用

料
が

安
い

か
ら

 

観
客

席
の

あ
る

体
育

館
は

少
な

い
 

体
育

館
は

他
の

地
域

か
ら

の
利

用
者

も
多

く
、
使

い
や

す
い

施
設

で
あ

る
と

思
う

 

い
ろ

い
ろ

な
活

動
が

で
き

る
の

で
 

手
軽

に
利

用
で

き
る

 

笹
戸

和
太

鼓
で

利
用

し
た

 

利
用

し
や

す
い

 

ス
ポ

ー
ツ

は
良

い
 

⑩
島

崎
公

園
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
 

川
遊

び
や

テ
ニ

ス
に

興
じ

る
こ

と
が

で
き

、
誠

に
良

い
と

こ
ろ

で
す

。
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告
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テ
ニ

ス
楽

し
い

よ
(^

^
) 

体
力

づ
く

り
 

と
て

も
き

れ
い

な
コ

ー
ト

で
使

い
や

す
い

か
ら

 

屋
外

の
運

動
施

設
 

⑪
島

崎
河

川
敷

 
川

遊
び

や
テ

ニ
ス

に
興

じ
る

こ
と

が
で

き
、
誠

に
良

い
と

こ
ろ

で
す

。
 

子
供

の
川

遊
び

 

広
々

と
し

て
気

持
ち

が
良

い
。
が

、
入

れ
な

い
と

こ
ろ

が
あ

る
こ

と
と

、
河

川
敷

が
草

だ
ら

け
な

の
が

残
念

。
 

春
に

な
る

と
広

々
と

し
た

場
所

で
ピ

ク
ニ

ッ
ク

で
き

て
良

い
。
理

由
が

あ
っ

て
さ

れ
て

い
る

と
思

う
が

、
立

入
禁

止
が

残
念

な
感

じ
が

す
る

。
 

さ
ん

ぽ
が

た
の

し
か

っ
た

。
こ

い
の

ぼ
り

が
き

れ
い

 

散
歩

に
ち

ょ
う

ど
い

い
 

水
の

郷
 旭

を
一

番
体

感
し

て
も

ら
え

る
立

地
な

の
で

、
５

月
-８

月
の

よ
う

な
に

ぎ
わ

い
の

あ
る

状
態

を
通

年

に
拡

げ
て

い
け

る
と

い
い

と
思

う
 

B
B

Q
で

利
用

し
た

が
、
今

は
閉

鎖
に

。
ル

ー
ル

や
使

い
方

を
き

ち
ん

と
明

示
し

た
上

で
、
有

料
化

し
て

で
も

B
B

Q
や

キ
ャ

ン
プ

が
ま

た
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
地

域
を

活
か

せ
て

い
い

の
で

は
、
と

思
う

。
 

島
崎

河
川

敷
は

川
遊

び
が

安
全

に
で

き
そ

う
だ

か
ら

 

景
色

が
良

い
 

⑫
笹

戸
河

川
敷

 
静

か
で

の
ん

び
り

で
き

る
。
ト

イ
レ

が
無

い
の

が
残

念
。
 

景
色

が
良

い
 

空
が

広
く

て
開

放
感

が
あ

る
 

⑯
旭

高
原

元
気

村
 

綺
麗

 

そ
こ

し
か

知
名

度
が

あ
る

場
所

が
な

い
 

楽
し

い
 

家
族

で
楽

し
め

る
施

設
が

他
に

な
い

。
他

の
場

所
は

長
時

間
い

ら
れ

な
い

。
 

友
達

を
連

れ
て

遊
び

に
行

っ
て

楽
し

か
っ

た
。
 

将
来

的
に

皆
に

使
用

し
て

い
た

だ
き

た
い

か
ら

 

自
然

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

 

と
て

も
見

晴
ら

し
が

良
く

て
空

気
も

良
い

 

自
然

の
中

で
季

節
折

々
の

楽
し

み
方

が
あ

る
 

旭
地

区
で

は
最

良
の

場
所

で
あ

る
 

ダ
ム

カ
レ

ー
は

お
い

し
い

！
 

子
供

か
ら

大
人

ま
で

、
楽

し
ん

で
遊

ぶ
こ

と
の

で
き

る
良

い
と

こ
ろ

だ
と

思
う

 

旭
の

中
で

唯
一

観
光

地
と

い
え

る
場

所
と

し
て

機
能

し
て

い
る

か
ら

 

遊
び

と
交

流
の

場
と

し
て

、
更

に
ハ

ナ
ノ

キ
を

始
め

貴
重

な
植

物
の

紹
介

、
体

力
づ

く
り

の
散

策
の

場
の

提
供

と
し

て
。
 

散
歩

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
、
空

気
が

良
い

、
広

々
し

て
い

る
 

見
晴

ら
し

も
良

く
、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
、
体

力
づ

く
り

に
適

し
た

環
境

が
整

っ
て

い
る

 

自
然

の
中

を
散

策
し

た
り

、
ソ

リ
は

子
供

た
ち

が
楽

し
く

遊
べ

る
。
ド

ッ
グ

ラ
ン

も
で

き
て

、
幅

広
い

世
代

が
楽

し
め

る
と

思
う

。
 

W
R

C
で

の
知

名
度
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子
供

が
飽

き
ず

に
ソ

リ
滑

り
が

で
き

た
。
大

人
も

十
分

に
楽

し
め

る
。
 

旭
高

原
は

あ
ま

り
行

っ
た

こ
と

は
な

い
が

、
家

族
連

れ
で

夏
は

B
B

Q
、
冬

は
ソ

リ
が

で
き

る
し

楽
し

め
る

場
所

だ
と

思
う

 

広
々

と
し

た
最

高
の

景
色

。
大

勢
の

人
た

ち
が

来
ら

れ
る

よ
う

宣
伝

、
呼

び
か

け
を

し
て

ほ
し

い
。
 

小
中

学
生

に
星

空
観

察
や

ソ
リ

滑
り

体
験

を
経

験
し

て
も

ら
う

と
良

い
 

知
名

度
が

あ
る

の
で

、
更

に
イ

ベ
ン

ト
等

追
加

で
き

る
と

良
い

。
集

客
に

な
る

。
 

多
種

多
様

な
施

設
が

あ
る

 

幼
い

子
で

も
遊

べ
る

の
で

良
い

。
も

っ
と

作
っ

て
ほ

し
い

 

森
林

浴
に

も
っ

て
こ

い
。
山

々
の

緑
と

自
然

。
年

中
楽

し
め

る
と

思
う

が
、
道

路
が

狭
い

の
が

不
満

。
 

一
年

中
楽

し
め

る
 

町
内

の
観

光
施

設
 

子
供

の
遊

び
場

も
あ

り
、
ソ

リ
遊

び
も

で
き

、
馬

に
も

乗
れ

る
。
B

B
Q

も
で

き
て

、
食

べ
る

店
も

あ
り

、
テ

ニ
ス

場
も

あ
り

、
流

星
を

観
る

に
は

最
適

の
施

設
。
 

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

も
あ

り
、
子

供
の

遊
び

場
も

あ
り

、
B

B
Q

を
楽

し
め

、
流

星
も

観
る

こ
と

が
で

き
、
食

堂
も

あ
り

乗
馬

も
あ

り
、
充

実
し

た
施

設
 

施
設

の
内

容
が

充
実

し
て

い
る

か
ら

 

自
然

を
感

じ
れ

て
楽

し
い

か
ら

。
 

山
が

き
れ

い
で

す
。
 

自
然

に
子

供
か

ら
大

人
ま

で
ふ

れ
あ

え
れ

る
場

所
 

旭
ら

し
い

場
所

 

旭
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
フ

ァ
ー

ム
（
ふ

れ
あ

い
動

物
園

）：
小

動
物

と
ふ

れ
あ

う
こ

と
が

で
き

る
 

夏
季

、
冬

季
と

も
に

大
人

も
子

供
も

楽
し

む
こ

と
の

で
き

る
場

所
だ

か
ら

 

動
物

と
ふ

れ
あ

う
こ

と
が

で
き

る
か

ら
 

自
然

豊
か

で
の

ん
び

り
で

き
る

 

国
道

か
ら

現
地

ま
で

の
樹

木
の

管
理

、
道

路
整

備
、
高

原
道

路
周

辺
の

杉
、
檜

、
雑

木
の

伐
採

、
見

晴
ら

し
を

よ

く
す

る
（
3

0
-4

0
年

前
の

よ
う

に
） 

１
年

を
通

し
て

楽
し

め
る

施
設

あ
り

 

子
供

と
ソ

リ
遊

び
す

る
と

楽
し

い
 

一
番

、
「旭

と
い

え
ば

」な
施

設
だ

と
思

う
 

ブ
ラ

ン
コ

が
楽

し
い

 

子
供

が
遊

べ
る

施
設

が
あ

り
、
牛

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
（
馬

、
ヤ

ギ
等

） 

幅
広

い
層

で
い

ろ
い

ろ
楽

し
め

る
。
日

常
か

ら
解

放
さ

れ
、
自

然
の

中
で

心
が

洗
わ

れ
る

。
 

既
に

大
金

が
投

入
さ

れ
て

い
て

一
年

中
活

用
さ

れ
て

欲
し

い
 

自
然

の
中

で
の

散
策

 

施
設

が
充

実
し

て
い

る
 

ソ
リ

ス
キ

ー
 

春
夏

秋
冬

、
B

B
Q

な
ど

お
泊

り
に

最
適

。
冬

の
ソ

リ
滑

り
、
屋

台
で

食
べ

る
ラ

ー
メ

ン
な

ど
が

う
ま

い
。
 

旭
地

区
の

観
光

の
主

力
だ

か
ら

 

自
然

が
豊

か
だ

か
ら

 

キ
ャ

ン
プ

・
B

B
Q

が
で

き
る

か
ら

 

旭
町

の
シ

ン
ボ

ル
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
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一
番

の
観

光
ス

ポ
ッ

ト
で

は
な

い
か

 

子
供

が
楽

し
め

る
 

今
後

の
旭

地
区

の
観

光
ス

ポ
ッ

ト
と

し
て

知
名

度
が

高
い

 

動
物

と
の

ふ
れ

あ
い

や
滑

り
台

な
ど

の
遊

具
が

あ
り

楽
し

い
。
キ

ャ
ン

プ
や

B
B

Q
、
星

も
綺

麗
な

の
で

、
ど

の

世
代

の
方

に
も

オ
ス

ス
メ

。
 

小
さ

い
子

供
を

遊
ば

せ
る

こ
と

が
で

き
る

 

避
暑

地
の

充
実

 

景
色

が
美

し
い

。
空

気
が

い
い

。
 

子
供

の
遊

び
場

が
充

実
し

て
い

る
 

観
光

客
に

も
人

気
で

、
夜

は
星

が
綺

麗
 

涼
し

い
 

売
上

に
貢

献
し

て
ほ

し
い

か
ら

 

旭
地

区
内

で
知

名
度

が
高

い
 

大
人

も
子

供
も

遊
べ

る
 

春
の

散
策

、
冬

の
ソ

リ
滑

り
 

旭
高

原
か

ら
下

を
見

た
風

景
が

と
て

も
す

ば
ら

し
い

と
思

う
 

キ
ャ

ン
プ

な
ど

野
外

活
動

を
し

や
す

い
 

自
然

が
と

て
も

良
い

と
思

う
。
設

備
の

充
実

化
も

し
て

い
る

の
で

、
ま

た
是

非
利

用
し

た
い

。
 

自
然

の
豊

か
さ

と
景

観
 

利
用

者
が

多
い

 

自
然

豊
か

な
雰

囲
気

が
味

わ
え

る
。
ゆ

っ
く

り
と

時
が

流
れ

る
感

覚
が

あ
る

。
 

冬
、
百

名
山

の
う

ち
の

3
つ

（
白

山
、
御

嶽
、
恵

那
山

）が
見

え
る

と
こ

ろ
は

あ
ま

り
な

い
と

思
う

。
 

旭
の

地
名

が
入

っ
て

お
り

、
一

般
の

方
で

も
利

用
し

や
す

い
た

め
 

手
軽

に
行

け
る

。
牧

場
や

ゲ
レ

ン
デ

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
施

設
、
食

堂
な

ど
完

備
さ

れ
て

い
る

の
で

、
十

分
楽

し
め

る
 

施
設

が
充

実
 

設
備

が
整

っ
て

い
る

 

あ
る

程
度

楽
し

め
る

 

家
族

で
利

用
で

き
る

 

子
供

を
連

れ
て

遊
べ

る
か

ら
良

い
 

旭
で

一
番

広
く

て
き

れ
い

だ
か

ら
 

都
会

人
に

素
敵

な
環

境
 

景
色

が
良

く
、
空

気
が

お
い

し
い

か
ら

 

い
ろ

い
ろ

な
イ

ベ
ン

ト
が

あ
る

 

大
人

か
ら

子
供

ま
で

美
し

い
山

々
の

中
で

一
日

ゆ
っ

く
り

遊
ん

で
い

け
る

場
所

。
夏

は
涼

し
く

心
が

洗
わ

れ
る

す
て

き
な

と
こ

ろ
 

市
外

の
人

か
ら

も
知

ら
れ

て
い

て
ア

ピ
ー

ル
し

や
す

い
。
温

泉
が

あ
る

と
よ

い
。
 

子
供

と
遊

び
や

す
い

 

今
後

も
旭

の
観

光
資

源
と

し
て

地
域

外
の

人
に

発
信

し
た

い
か

ら
 

子
供

が
楽

し
め

る
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Ｂ
Ｂ

Ｑ
や

遊
具

が
あ

り
、
子

供
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
め

る
か

ら
 

子
供

か
ら

大
人

ま
で

オ
ー

ル
シ

ー
ズ

ン
楽

し
め

る
か

ら
 

自
然

に
触

れ
合

え
る

 

夏
で

も
朝

夕
涼

し
く

、
自

然
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

る
 

世
界

ラ
リ

ー
選

手
権

 

Ｗ
Ｒ

Ｃ
で

知
名

度
が

上
が

っ
て

き
た

の
で

、
1

年
を

通
し

て
い

つ
も

来
て

く
れ

る
場

所
に

す
る

べ
き

 

雪
そ

り
 

観
光

地
ら

し
い

場
所

 

旭
地

域
の

シ
ン

ボ
ル

と
な

る
と

よ
い

 

楽
し

い
か

ら
 

観
光

ス
ポ

ッ
ト

が
充

実
し

て
い

る
か

ら
 

星
が

き
れ

い
 

自
然

が
豊

か
 

さ
わ

や
か

で
景

観
が

良
い

 

景
色

が
き

れ
い

。
散

策
す

る
と

気
持

ち
が

い
い

。
 

一
年

を
通

し
て

子
供

に
人

気
が

あ
る

 

ラ
リ

ー
な

ど
で

盛
り

上
げ

て
ほ

し
い

 

景
色

も
良

く
、
も

っ
と

活
気

が
出

て
も

よ
い

と
こ

ろ
だ

と
思

う
か

ら
 

景
色

が
良

い
 

景
色

が
良

い
。
ド

ッ
グ

ラ
ン

が
で

き
た

。
 

幼
児

、
低

学
年

く
ら

い
の

子
が

長
い

滑
り

台
等

の
遊

具
で

楽
し

く
遊

べ
る

 

も
っ

と
遊

べ
る

も
の

が
あ

れ
ば

、
更

に
良

い
 

旭
と

い
っ

た
ら

旭
高

原
だ

か
ら

 

子
供

が
遊

べ
る

 

年
間

を
通

し
て

楽
し

め
る

 

楽
し

め
る

要
素

が
た

く
さ

ん
あ

る
か

ら
 

旭
地

区
に

お
い

て
最

も
外

か
ら

の
利

用
が

多
く

、
そ

り
遊

び
、
各

イ
ベ

ン
ト

に
加

え
て

風
景

の
す

ば
ら

し
さ

な

ど
、
一

日
の

ん
び

り
で

き
る

と
こ

ろ
だ

と
思

う
。
友

達
を

誘
っ

て
も

十
分

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

場
所

だ
と

思
う

。
 

こ
こ

以
外

に
お

す
す

め
で

き
る

場
所

は
な

い
 

観
光

客
に

も
人

気
で

、
夜

は
星

が
綺

麗
 

観
光

施
設

だ
か

ら
 

星
が

キ
レ

イ
 

⑰
旭

高
原

自
然

の
家

 
美

し
い

自
然

が
あ

る
 

旭
の

中
で

も
景

色
が

良
い

 

⑱
つ

く
ラ

ッ
セ

ル
 

(旧
築

羽
小

学
校

） 

色
々

な
事

が
出

来
て

楽
し

い
か

ら
 

色
々

で
き

て
い

い
か

ら
 

ピ
ン

ポ
ン

、
み

そ
作

り
 

様
々

な
こ

と
に

取
り

組
ん

で
い

る
 

こ
れ

か
ら

の
地

域
の

在
り

方
と

な
っ

て
い

る
 

バ
ラ

ン
ス

感
覚

が
良

い
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

廃
校

を
利

用
し

、
地

域
内

外
の

人
々

が
立

ち
寄

れ
る

施
設

 

つ
く

ラ
ッ

セ
ル

自
体

で
P

R
を

し
て

お
り

、
行

き
や

す
い

。
ま

た
、
運

営
の

関
係

者
と

面
識

、
交

流
が

あ
り

P
R

し
や

す
い

。
 

ア
イ

ス
が

お
い

し
い

 

新
し

い
地

域
活

動
が

ど
ん

ど
ん

育
っ

て
い

る
か

ら
 

選
べ

な
い

く
ら

い
ど

こ
も

好
き

 

旧
築

羽
小

学
校

で
た

く
さ

ん
の

方
々

が
い

ろ
い

ろ
な

事
業

に
取

り
組

ん
で

い
る

姿
を

ぜ
ひ

見
て

ほ
し

い
 

旧
築

羽
小

学
校

を
最

大
限

利
用

し
、
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

に
取

り
組

ん
で

い
る

姿
が

す
ば

ら
し

い
の

で
お

勧
め

し

た
い

 

近
所

だ
か

ら
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
 

好
き

な
こ

と
が

で
き

る
 

地
域

住
民

か
ら

I
タ

ー
ン

者
、
お

い
で

ん
山

村
セ

ン
タ

ー
な

ど
多

種
多

様
な

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
か

ら
 

新
し

い
こ

と
に

取
り

組
む

人
た

ち
に

会
え

る
か

ら
 

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
が

で
き

る
 

交
流

人
口

づ
く

り
の

活
動

が
進

ん
で

い
る

。
文

化
セ

ン
タ

ー
の

働
き

を
し

て
い

る
。
 

い
ろ

い
ろ

な
活

動
を

さ
れ

て
い

る
た

め
 

旭
区

内
の

交
流

が
活

発
 

⑲
し

き
し

ま
の

家
(杉

本
) 

和
文

化
で

し
き

し
ま

の
家

に
つ

い
て

や
っ

て
い

る
か

ら
 

ご
飯

が
美

味
し

い
。
送

迎
が

あ
り

、
高

齢
者

が
利

用
し

や
す

い
。
 

ラ
ン

チ
タ

イ
ム

の
代

金
が

安
か

っ
た

 

飲
食

が
で

き
、
イ

ベ
ン

ト
も

よ
い

サ
イ

ズ
感

で
し

ょ
っ

ち
ゅ

う
あ

り
、
地

域
の

取
組

や
交

流
を

内
外

の
人

が
し

や

す
い

。
 

ど
ん

な
家

か
し

ら
 

何
度

も
訪

問
し

た
が

、
他

の
地

域
で

も
大

い
に

参
考

に
な

る
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

参
考

に
で

き
れ

ば
と

感
じ

て
い

る
 

食
事

も
で

き
気

兼
ね

な
く

ゆ
っ

く
り

で
き

る
憩

い
の

家
 気

に
入

っ
て

い
ま

す
。
 

活
気

が
あ

る
 

喫
茶

、
ラ

ン
チ

も
で

き
良

い
と

思
う

 

喫
茶

、
食

事
等

、
気

軽
に

利
用

し
て

ほ
し

い
 

廃
校

を
利

用
し

、
地

域
内

外
の

人
々

が
立

ち
寄

れ
る

施
設

 

選
べ

な
い

く
ら

い
ど

こ
も

好
き

 

知
ら

な
い

人
と

会
え

る
 

敷
島

地
区

の
拠

点
と

し
て

の
役

割
が

で
き

つ
つ

あ
り

、
食

べ
物

も
充

実
し

て
き

て
訪

れ
る

価
値

が
あ

る
 

全
て

の
こ

と
（
助

け
合

い
作

業
依

頼
で

き
る

、
友

達
と

会
食

、
ゲ

ー
ム

等
、
楽

し
い

一
時

） 

気
軽

に
集

え
る

場
所

 

当
該

施
設

の
職

員
が

地
域

の
課

題
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
 

地
元

の
人

が
気

軽
に

集
え

、
楽

し
め

る
た

め
 

い
ろ

い
ろ

な
地

区
の

人
と

交
流

で
き

る
。
子

供
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
め

る
 

新
し

い
施

設
で

活
気

に
あ

ふ
れ

て
い

る
か

ら
 

気
楽

に
利

用
で

き
、
ほ

っ
と

で
き

る
。
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地
域

の
人

と
の

交
流

 

出
会

い
 

活
気

が
あ

る
。
月

1
の

イ
ベ

ン
ト

で
、
子

供
か

ら
高

齢
者

の
方

ま
で

た
く

さ
ん

集
ま

り
、
地

域
の

交
流

と
し

て
も

良
い

。
飲

食
で

き
る

の
も

良
い

。
 

今
、
一

番
盛

り
上

が
っ

て
い

る
。
活

気
あ

ふ
れ

る
施

設
だ

と
思

う
。
 

交
流

が
持

て
る

 

ふ
ら

っ
と

気
軽

に
立

ち
寄

れ
る

の
が

良
い

。
ど

こ
か

安
心

で
き

る
。
 

食
事

が
美

味
し

い
か

ら
 

多
く

の
人

が
集

ま
り

、
情

報
が

増
え

る
 

地
域

の
新

し
い

集
え

る
場

所
 

い
ろ

い
ろ

な
人

が
集

ま
れ

る
場

所
だ

か
ら

 

気
軽

に
入

る
こ

と
が

で
き

、
場

所
が

懐
か

し
さ

も
あ

り
、
も

っ
と

認
知

さ
れ

て
ほ

し
い

。
 

料
理

が
お

い
し

い
の

と
種

類
が

い
ろ

い
ろ

あ
る

の
で

よ
い

。
ふ

ら
っ

と
祭

に
な

れ
ば

い
ろ

い
ろ

な
人

が
来

る
の

で
交

流
も

で
き

る
。
 

が
ん

ば
っ

て
い

る
（
取

り
組

み
） 

飲
食

環
境

は
す

ば
ら

し
い

か
ら

（
美

味
し

い
か

ら
）
 

世
間

話
 

新
し

い
こ

と
に

挑
戦

し
て

い
る

た
め

。
変

化
を

楽
し

み
に

し
て

い
る

 

す
ご

く
キ

レ
イ

に
な

っ
て

、
ご

は
ん

も
美

味
し

い
 

ま
だ

行
っ

た
こ

と
が

な
い

と
い

う
方

が
い

た
。
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

楽
し

め
る

。
 

近
く

で
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
 

今
後

、
発

展
し

て
ほ

し
い

か
ら

 

人
と

人
が

集
ま

り
、
お

し
ゃ

べ
り

と
食

事
が

で
き

る
こ

と
が

良
い

と
思

う
 

地
域

の
未

来
を

一
番

考
え

て
い

る
 

世
代

間
交

流
が

で
き

る
。
集

ま
り

や
す

い
。
 

い
ろ

い
ろ

と
食

べ
物

も
あ

り
、
仲

間
と

話
し

合
う

に
は

最
高

の
場

所
だ

と
思

う
 

し
き

し
ま

y
u

i
は

大
好

き
。
お

い
し

く
て

働
い

て
お

ら
れ

る
人

も
元

気
で

明
る

い
人

ば
か

り
、
ま

た
行

き
た

く
な

る
 

人
が

集
ま

り
や

す
く

、
交

流
が

で
き

る
た

め
 

食
事

が
美

味
し

い
 

旭
シ

ネ
マ

ス
コ

ー
プ

の
月

1
映

画
上

映
会

 

ア
ッ

ト
ホ

ー
ム

で
居

心
地

が
良

い
 

料
理

が
美

味
し

く
て

、
こ

こ
に

行
く

と
近

所
の

方
た

ち
が

集
ま

っ
て

お
り

、
い

ろ
い

ろ
な

方
と

交
流

で
き

る
 

ゆ
っ

く
り

安
ら

ぐ
時

間
が

得
ら

れ
る

場
所

 

ご
は

ん
が

美
味

し
い

 

一
人

暮
ら

し
の

た
め

、
昼

食
な

ど
の

活
用

 

役
割

が
増

え
て

い
っ

て
ほ

し
い

 

運
営

者
の

考
え

に
共

感
で

き
る

 

ラ
ン

チ
が

美
味

し
い

 

楽
し

い
一

時
が

過
ご

せ
る

か
ら

 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

取
り

組
み

内
容

が
先

進
的

 

進
ん

だ
取

り
組

み
だ

か
ら

 

進
ん

だ
取

り
組

み
の

た
め

 

近
く

で
行

き
や

す
く

、
皆

と
出

会
え

る
 

ラ
ン

チ
が

美
味

し
か

っ
た

 

古
い

建
物

を
再

利
用

し
て

い
る

か
ら

 

お
い

し
い

ご
は

ん
が

食
べ

ら
れ

る
。
た

く
さ

ん
の

人
と

交
流

で
き

る
。
 

ラ
ン

チ
な

ど
お

す
す

め
 

地
域

活
性

を
実

感
で

き
る

か
ら

 

他
に

な
い

か
ら

 

も
っ

と
多

く
の

人
に

利
用

し
て

も
ら

い
た

い
 

地
元

で
行

っ
て

い
る

の
で

 

め
し

美
味

い
。
 

ラ
ン

チ
や

祭
り

な
ど

も
や

っ
て

い
て

、
子

供
か

ら
高

齢
の

方
ま

で
誰

で
も

楽
し

め
る

か
ら

 

ゆ
っ

く
り

落
ち

着
け

る
場

所
、
皆

さ
ん

優
し

い
方

達
 

飲
食

が
で

き
、
地

域
の

人
が

気
軽

に
利

用
で

き
る

場
所

 

い
つ

も
地

元
の

方
が

集
っ

て
い

る
の

で
 

地
元

住
民

が
主

体
的

に
活

動
し

て
い

る
と

こ
ろ

 

ふ
ら

っ
と

祭
に

行
く

と
、
久

し
ぶ

り
に

地
域

の
人

と
会

え
て

う
れ

し
い

 

⑳
す

ぎ
ん

工
房

(杉
本

) 
選

べ
な

い
く

ら
い

ど
こ

も
好

き
 

体
に

安
心

、
お

い
し

い
お

菓
子

が
買

え
る

か
ら

 

お
い

し
い

お
や

つ
が

食
べ

ら
れ

る
。
た

く
さ

ん
の

人
と

交
流

で
き

る
。
 

お
菓

子
が

お
い

し
く

て
子

供
が

喜
ぶ

の
で

 

㉑
老

人
憩

い
の

家
  

 
 
あ

さ
ひ

荘
(加

塩
) 

高
齢

者
な

ど
が

ゆ
っ

く
り

過
ご

せ
る

 

温
泉

の
湯

が
良

い
 

お
湯

が
と

て
も

よ
く

、
の

ん
び

り
で

き
る

 

あ
さ

ひ
荘

の
湯

が
い

い
 

あ
さ

ひ
憩

い
の

家
の

湯
は

肌
に

い
い

湯
で

す
。
 

泉
質

が
と

て
も

良
く

、
温

泉
に

入
っ

た
気

が
し

て
体

に
も

良
い

と
思

い
、
回

数
を

多
く

し
て

利
用

し
た

い
 

旭
町

近
隣

で
泉

質
が

一
番

と
い

う
う

わ
さ

 

お
風

呂
に

入
っ

て
ゆ

っ
く

り
で

き
る

。
１
日

の
ん

び
り

友
達

と
で

き
る

の
で

 

水
質

が
よ

い
。
子

供
に

。
 

泉
質

が
良

く
気

持
ち

良
く

て
、
肌

に
い

い
か

ら
。
た

だ
、
ア

メ
ニ

テ
ィ

が
な

く
、
脱

衣
所

も
狭

い
の

が
残

念
。
 

泉
質

が
と

て
も

良
い

と
感

じ
て

い
る

 

お
湯

が
良

く
、
施

設
も

き
れ

い
で

ゆ
っ

く
り

で
き

る
 

温
泉

 

ゆ
っ

く
り

一
日

休
む

こ
と

が
で

き
る

。
近

場
で

い
い

湯
に

入
れ

る
こ

と
と

、
山

の
湧

水
を

汲
む

こ
と

も
で

き
る

か

ら
。
 

町
内

に
出

る
冷

泉
だ

が
、
肌

に
と

て
も

柔
ら

か
く

滑
ら

か
な

の
で

、
他

の
人

に
も

知
ら

せ
る

と
よ

い
 

皆
で

集
ま

っ
て

お
話

で
き

る
か

ら
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温
泉

の
湯

が
良

く
、
友

達
や

仲
間

で
ゆ

っ
く

り
で

き
る

。
 

あ
さ

ひ
荘

は
も

っ
と

利
用

さ
れ

て
も

よ
い

場
所

で
あ

る
。
”
老

人
”
と

つ
い

て
い

る
の

で
、
若

い
人

は
利

用
で

き

な
い

と
思

っ
て

し
ま

う
。
 

格
安

で
極

上
の

湯
に

入
れ

る
。
休

憩
所

も
あ

り
、
長

い
時

間
の

ん
び

り
過

ご
せ

る
。
 

使
用

料
も

安
く

、
一

日
の

ん
び

り
で

き
る

場
所

 

湯
が

と
て

も
良

く
、
環

境
も

良
い

。
ゆ

っ
く

り
、
の

ん
び

り
と

で
き

る
の

で
、
休

養
の

他
、
サ

ロ
ン

、
サ

ー
ク

ル
等

に
活

用
さ

れ
る

と
よ

い
。
 

㉒
お

ど
観

光
や

な
 

矢
作

川
や

山
々

の
見

晴
ら

し
が

良
い

。
今

年
度

は
ク

ー
ラ

ー
が

新
し

く
な

り
音

も
し

な
く

な
っ

た
。
旭

高
原

に
次

ぐ
来

客
数

が
あ

る
。
 

季
節

感
が

あ
り

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

 

食
事

（
鮎

料
理

）
と

川
遊

び
の

組
み

合
わ

せ
は

、
子

供
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
め

る
。
小

渡
と

ご
く

近
い

の
で

商
店

街
へ

の
波

及
効

果
も

見
込

め
る

。
 

高
齢

者
の

地
域

社
会

に
貢

献
す

る
場

 

老
人

会
（
食

事
） 

鮎
が

美
味

し
く

て
雰

囲
気

が
良

い
 

鮎
の

つ
か

み
取

り
、
炭

で
焼

い
た

鮎
は

と
て

も
美

味
し

い
。
 

で
き

た
て

を
食

べ
る

こ
と

で
、
鮎

も
頭

か
ら

食
べ

ら
れ

、
と

て
も

美
味

し
い

 

自
然

の
中

食
べ

る
ア

ユ
は

お
い

し
い

か
ら

 

お
ど

観
光

や
な

の
名

前
の

と
お

り
、
そ

ぼ
く

で
心

や
さ

し
い

、
働

い
て

い
る

人
た

ち
が

と
て

も
よ

い
で

す
。
 

訪
人

が
あ

っ
た

時
接

待
に

は
丁

度
良

い
 

鮎
の

つ
か

み
ど

り
や

鮎
料

理
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

、
観

光
客

も
多

く
に

ぎ
わ

っ
て

い
る

か
ら

。
 

「
水

の
郷

 旭
」
に

ふ
さ

わ
し

い
川

の
活

用
 

家
族

な
ど

で
行

き
や

す
く

、
こ

の
土

地
な

ら
で

は
の

も
の

だ
と

思
う

の
で

 

昔
か

ら
あ

る
観

光
施

設
な

の
で

応
援

し
た

い
か

ら
 

食
事

会
に

参
加

 

鮎
の

焼
き

方
が

良
い

 

魚
に

直
接

触
れ

る
こ

と
で

、
命

の
大

切
さ

を
養

う
 

鮎
の

焼
き

方
が

良
い

 

鮎
の

刺
身

が
お

い
し

い
 

近
く

に
ヤ

ナ
が

な
い

の
で

行
っ

て
み

た
い

 

㉓
旭

地
区

内
で

の
川

遊
び

 
「
水

の
郷

 
旭

」
を

も
っ

と
売

り
出

し
た

い
 

時
間

を
忘

れ
て

遊
べ

ま
す

。
 

水
深

の
浅

い
所

で
安

全
に

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

か
ら

 

自
然

体
験

の
釣

り
遊

び
を

で
き

る
公

園
地

と
し

て
施

設
整

備
 

J
A

前
の

矢
作

川
、
川

遊
び

 

魚
が

い
ろ

い
ろ

い
て

、
捕

ま
え

る
こ

と
も

で
き

る
 

島
崎

河
原

の
整

備
を

し
た

ら
B

B
Q

が
楽

し
め

る
の

で
は

な
い

か
 

田
津

原
、
本

流
よ

り
水

が
澄

ん
で

い
る

。
 

川
が

き
れ

い
だ

か
ら

 

水
が

キ
レ

イ
、
い

つ
で

も
空

い
て

い
る

、
近

い
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

人
も

少
な

く
て

遊
び

や
す

い
 

皆
が

川
遊

び
で

き
る

よ
う

に
周

辺
環

境
を

整
備

し
て

あ
げ

る
 

川
遊

び
 

き
れ

い
な

川
で

楽
し

く
涼

し
く

過
ご

せ
る

 

小
渡

、
加

塩
の

川
遊

び
。
き

れ
い

な
川

で
楽

し
く

遊
べ

る
 

㉔
旭

地
区

内
で

の
山

の
散

策
 

先
人

た
ち

の
知

恵
が

た
く

さ
ん

見
つ

か
る

 

生
活

に
生

き
る

希
望

を
持

て
る

山
作

り
 

自
然

と
の

共
存

を
再

認
識

す
る

為
に

有
力

 

さ
く

ら
村

を
も

っ
と

P
R

す
べ

き
。
安

心
安

全
で

整
備

さ
れ

て
い

る
た

め
立

ち
入

り
や

す
い

。
 

伊
熊

神
社

周
辺

、
渡

り
の

蝶
「
ア

サ
ギ

マ
ダ

ラ
」
の

飛
来

、
山

野
草

の
観

察
、
年

間
を

通
し

て
飽

き
な

い
 

遠
く

や
高

い
所

よ
り

郷
土

を
見

る
こ

と
に

よ
り

、
認

識
を

新
た

に
す

る
 

森
林

を
活

か
し

た
散

策
 

㉕
そ

の
他

 
上

中
の

し
だ

れ
桃

の
里

：
し

だ
れ

桃
の

苗
木

を
植

え
始

め
て

か
ら

4
5

年
く

ら
い

に
な

り
、
枯

れ
枝

が
多

い
老

木
が

多
い

が
、
維

持
管

理
を

し
っ

か
り

と
し

て
観

光
客

に
来

て
ほ

し
い

 

上
中

の
し

だ
れ

桃
の

里
：
維

持
管

理
を

し
っ

か
り

し
て

観
光

客
に

桃
源

郷
を

見
て

ほ
し

い
 

上
中

の
し

だ
れ

桃
の

里
：
し

だ
れ

桃
が

き
れ

い
 

万
町

し
だ

れ
桃

 

築
羽

地
区

の
発

展
。
旭

高
原

-1
5

3
号

間
で

行
き

た
く

な
る

よ
う

な
場

所
、
店

が
あ

る
と

よ
い

。
 

高
能

集
落

の
権

現
さ

ん
：立

派
な

石
築

の
神

殿
が

あ
る

 

渓
流

荘
：
山

、
川

、
自

然
、
ジ

ビ
エ

、
老

若
男

女
が

日
中

楽
し

め
る

、
旭

で
オ

ス
ス

メ
し

た
い

観
光

ス
ポ

ッ
ト

と
言

え
る

。
 

温
泉

、
酒

蔵
、
矢

作
川

：水
の

郷
で

あ
る

こ
と

が
大

前
提

で
あ

る
こ

と
を

忘
れ

な
い

 

さ
く

ら
村

：子
供

の
運

動
能

力
向

上
に

ピ
ッ

タ
リ

 

主
要

地
方

道
沿

線
の

山
間

等
の

自
然

：
春

、
秋

と
も

に
自

然
の

美
し

さ
が

味
わ

え
る
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問
11

 
最

近
５

年
間

で
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

イ
ベ

ン
ト

は
︖

 
 

 
 

コ
ロ

ナ
を

機
に

始
ま

っ
た

「
あ

さ
ひ

マ
ル

シ
ェ

」、
し

き
し

ま
の

家
の

オ
ー

プ
ン

と
と

も
に

始
ま

っ
た

「
し

き
し

ま
ふ

ら
っ

と
祭

」、
世

界
的

な
イ

ベ
ン

ト
「

W
RC

（
ラ

リ
ー

ジ
ャ

パ
ン

）」
が

こ
の

5
年

間
で

行
わ

れ
る

よ
う

に
な

り
、

多
く

の
住

民
の

方
が

参
加

し
て

い
る

よ
う

で
す

。
 

「
そ

の
他

」
で

ご
記

入
い

た
だ

い
た

イ
ベ

ン
ト

や
お

祭
り

等
 

 
・

つ
く

ば
夏

祭
り
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⑩
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⑭
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りの

里
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⑮
あ
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マル

シ
ェ（

小
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⑯
しき

しま
ふ

らっ
と祭

（
杉

本
）

⑰
す

ぎ
ん

工
房

祭
り（

杉
本

）

⑱
W

RC
（

ラリ
ー

ジ
ャパ
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）

⑲
そ

の
他

参
加

し
た

こ
と

が
あ

る
イ

ベ
ン

ト
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旭
地
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の

ま
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づ
く

り
を

考
え
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ア

ン
ケ

ー
ト

調
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 結
果

報
告

書
 

 
 お

す
す

め
し

た
い

イ
ベ

ン
ト

と
そ

の
理

由
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⑰
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工
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W
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ジ
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⑲
そ

の
他

お
す

す
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し
た

い
イ

ベ
ン
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（

単
位

︓
人

） 
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 お

す
す

め
す

る
理

由
 

お
す

す
め

イ
ベ

ン
ト

 
理

由
 

①
あ

さ
ひ

ま
つ

り
(文

化
作

品
展

) 

空
い

て
て

楽
。
 

地
域

に
住

ん
で

い
る

方
々

の
素

敵
な

作
品

を
み

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
。
 

友
人

と
練

習
し

、
発

表
し

て
喜

ん
で

く
れ

る
人

が
い

る
と

嬉
し

い
 

地
域

の
人

の
作

品
が

見
ら

れ
る

 

旭
全

体
の

年
に

一
度

の
イ

ベ
ン

ト
だ

か
ら

 

貴
重

な
発

表
の

場
だ

か
ら

 

文
化

作
品

が
好

き
だ

か
ら

 

多
く

の
人

た
ち

が
集

ま
る

た
め

 

作
品

の
出

来
栄

え
が

す
ご

い
 

展
示

品
が

良
い

 

②
つ

く
ば

の
春

ま
つ

り
 

と
て

も
楽

し
い

か
ら

 

梅
が

綺
麗

 

実
際

に
参

加
し

、
参

加
者

全
体

で
盛

り
上

げ
よ

う
と

す
る

雰
囲

気
が

あ
っ

た
 

近
所

だ
か

ら
行

っ
た

 

花
が

好
き

な
の

で
 

③
上

中
の

し
だ

れ
桃

 
旧

旭
以

外
の

人
に

見
て

い
た

だ
き

た
い

 

き
れ

い
だ

か
ら

 

花
（植

物
）癒

さ
れ

る
 

維
持

管
理

が
大

変
な

の
で

、
も

っ
と

観
光

客
に

来
て

も
ら

え
る

よ
う

に
市

も
予

算
面

で
補

助
し

て
ほ

し
い

 

も
っ

と
観

光
客

に
来

て
ほ

し
い

 

う
っ

と
り

 

身
近

に
あ

っ
て

美
し

い
景

色
が

眺
め

ら
れ

、
気

分
が

安
ら

ぐ
 

花
が

キ
レ

イ
な

の
で

集
客

で
き

そ
う

 

し
だ

れ
桃

を
こ

れ
だ

け
広

い
し

美
し

い
し

草
を

切
る

仕
事

の
大

変
で

そ
れ

が
す

け
て

見
え

る
。
 

美
し

い
自

然
の

中
で

ゆ
っ

た
り

で
き

る
 

花
が

好
き

な
人

に
は

と
て

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

静
か

な
山

の
中

で
ほ

ど
よ

い
歩

行
。
以

前
は

折
り

返
し

付
近

に
て

コ
ー

ヒ
ー

、
五

平
餅

等
を

食
べ

ら
れ

た
の

で
、
復

活
し

て
ほ

し
い

。
満

足
度

が
違

っ
て

く
る

と
思

う
。
 

絶
景

 

町
外

の
人

か
ら

好
評

 

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
が

る
イ

ベ
ン

ト
 

と
て

も
き

れ
い

な
の

で
、
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
方

に
見

て
も

ら
い

た
い

 

花
を

見
学

し
な

が
ら

ゆ
っ

く
り

で
き

る
 

し
だ

れ
桃

が
美

し
い

 

花
桃

が
と

て
も

き
れ

い
で

、
本

当
に

桃
源

郷
の

よ
う

だ
か

ら
 

し
だ

れ
桃

が
美

し
く

感
動

し
た

 

有
名

 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

皆
様

方
の

苦
労

が
美

し
い

花
を

咲
か

せ
、
す

ば
ら

し
い

、
見

事
な

花
だ

っ
た

 

自
然

豊
か

な
旭

の
象

徴
景

色
 

と
て

も
き

れ
い

 

き
れ

い
な

花
を

眺
め

ら
れ

る
 

一
度

は
行

っ
て

み
て

も
い

い
か

な
 

旭
地

区
外

か
ら

よ
く

人
も

来
る

た
め

 

地
元

の
方

の
協

力
が

素
晴

ら
し

い
の

で
 

広
い

場
所

に
た

く
さ

ん
植

え
て

あ
り

、
咲

い
た

ら
見

事
 

地
元

を
活

気
づ

け
た

い
 

集
客

力
が

大
き

く
、
旭

の
地

域
づ

く
り

に
貢

献
で

き
る

 

山
里

ら
し

く
、
と

て
も

良
か

っ
た

 

花
が

好
き

な
の

で
 

④
小

渡
夢

か
け

風
鈴

 
参

加
（
見

学
者

）
が

大
勢

い
る

。
楽

し
い

。
 

小
渡

を
最

も
広

範
囲

に
長

期
間

楽
し

め
る

。
地

域
住

民
も

幅
広

く
参

加
し

や
す

く
、
一

般
観

光
客

へ
の

幅
広

い
ア

ピ
ー

ル
や

定
住

者
募

集
に

も
つ

な
が

り
や

す
い

。
 

こ
の

中
で

は
一

番
宣

伝
さ

れ
て

い
る

。
 

気
持

ち
が

安
ら

ぐ
 

小
渡

の
商

店
街

が
蘇

る
き

っ
か

け
に

な
り

そ
う

だ
 

写
真

映
え

す
る

 

か
な

り
賑

わ
っ

て
い

た
と

思
う

か
ら

。
 

特
色

あ
る

イ
ベ

ン
ト

だ
か

ら
 

S
N

S
映

え
す

る
こ

と
と

、
他

で
は

あ
ま

り
見

か
け

な
い

こ
と

か
ら

 

勧
め

た
い

が
、
期

間
を

短
く

し
て

、
も

っ
と

飲
食

を
楽

し
め

る
と

い
い

と
思

う
 

橋
や

休
憩

所
の

手
作

り
の

竹
の

ア
ー

チ
 

心
が

落
ち

着
く

か
ら

。
風

流
で

あ
る

。
 

昔
行

っ
た

時
、
風

情
が

あ
っ

て
良

か
っ

た
 

風
鈴

が
き

れ
い

 

旭
地

区
以

外
か

ら
参

加
で

き
る

と
こ

ろ
が

良
い

。
駐

車
場

等
の

問
題

は
あ

る
が

、
Ｔ

Ｖ
や

新
聞

で
も

取
り

上

げ
ら

れ
る

イ
ベ

ン
ト

で
あ

る
。
 

風
鈴

の
音

色
が

な
ん

と
も

言
え

な
く

、
安

ら
ぐ

 

風
鈴

の
音

が
心

地
よ

い
 

風
鈴

が
た

く
さ

ん
吊

る
さ

れ
、
音

で
心

が
癒

さ
れ

る
 

風
鈴

の
音

に
情

緒
あ

り
 

地
元

を
活

気
づ

け
た

い
 

子
供

が
楽

し
め

る
イ

ベ
ン

ト
が

い
っ

ぱ
い

 

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
お

祭
り

も
楽

し
い

 

集
客

力
が

大
き

く
、
旭

の
地

域
づ

く
り

に
貢

献
で

き
る

 

⑤
マ

イ
タ

ウ
ン

・
お

い
で

ん
 
 

 
 

 

あ
さ

ひ
 

や
は

り
地

域
の

人
と

交
流

が
で

き
る

の
で

楽
し

い
 

踊
り

連
も

増
え

て
き

て
、
見

て
い

る
と

元
気

に
な

る
 

が
ん

ば
っ

て
踊

っ
て

い
る

姿
を

見
ら

れ
る

か
ら
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 ⑥

小
渡

天
王

祭
 

お
祭

り
ら

し
い

祭
り

 

小
渡

を
中

心
と

し
た

祭
り

と
花

火
が

同
日

、
同

じ
場

所
で

楽
し

め
る

こ
と

。
 

松
明

行
列

な
ど

 

花
火

が
と

て
も

き
れ

い
で

一
度

は
見

て
も

ら
い

た
い

 

山
に

囲
ま

れ
花

火
が

間
近

で
見

ら
れ

、
音

も
反

響
し

大
迫

力
。
 

天
王

祭
の

花
火

大
会

は
、
他

の
地

域
の

人
に

も
自

慢
で

き
る

も
の

だ
と

思
う

。
美

し
い

花
火

大
会

。
 

歴
史

あ
る

祭
で

豊
田

市
内

で
も

自
満

が
で

き
る

と
思

う
 
み

な
さ

ん
が

知
っ

て
い

る
祭

 

松
明

行
列

が
圧

巻
。
 

夏
の

イ
ベ

ン
ト

：
花

火
大

会
と

天
王

祭
の

充
実

化
を

し
て

継
続

し
て

い
く

 

⑦
旭

や
ま

び
こ

花
火

大
会

 
楽

し
み

に
し

て
い

る
 

楽
し

み
に

し
て

い
ま

す
 

た
い

へ
ん

迫
力

が
あ

り
、
見

応
え

十
分

 

小
渡

を
中

心
と

し
た

祭
り

と
花

火
が

同
日

、
同

じ
場

所
で

楽
し

め
る

こ
と

。
 

近
く

で
立

派
な

花
火

が
観

覧
で

き
る

 

す
ば

ら
し

い
花

火
大

会
だ

か
ら

 

規
模

も
大

き
く

誰
で

も
参

加
し

や
す

い
か

ら
。
花

火
の

距
離

が
近

く
迫

力
が

あ
る

。
 

花
火

大
会

は
是

非
見

に
き

て
く

だ
さ

い
 

近
く

で
見

ら
れ

る
 

近
く

で
花

火
が

上
が

る
の

で
迫

力
が

あ
る

 

豊
田

市
の

（花
火

大
会

）
に

比
べ

る
と

少
な

い
け

れ
ど

美
し

い
 

山
間

部
な

ら
で

は
の

花
火

の
こ

だ
ま

が
聞

け
る

し
、
迫

力
が

あ
る

 

旭
地

区
以

外
の

人
も

参
加

で
き

る
 

近
く

で
見

る
こ

と
が

で
き

る
 

矢
作

川
の

花
火

大
会

 

花
火

の
音

の
大

き
さ

と
反

響
音

の
大

き
さ

が
良

い
 

山
の

中
の

小
さ

な
花

火
大

会
。
音

が
す

ご
い

。
 

誰
で

も
無

条
件

で
楽

し
め

る
の

で
 

山
の

中
の

花
火

は
音

が
イ

ベ
ン

ト
名

の
と

お
り

、
や

ま
び

こ
と

な
っ

て
響

き
、
一

味
違

っ
た

花
火

を
感

じ
ら

れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

 

各
地

で
安

全
確

保
や

経
費

の
高

騰
な

ど
で

花
火

大
会

が
中

止
さ

れ
る

中
、
小

規
模

な
が

ら
山

間
に

響
く

迫

力
あ

る
音

は
観

光
の

一
部

に
な

る
と

思
う

。
ぜ

ひ
継

続
を

。
 

花
火

が
き

れ
い

だ
か

ら
 

街
に

出
た

人
が

ふ
る

さ
と

を
思

い
出

し
て

ほ
し

い
か

ら
。
旭

ら
し

い
と

こ
ろ

が
あ

る
か

ら
。
 

音
が

こ
だ

ま
す

る
と

こ
ろ

が
迫

力
満

点
 

家
か

ら
徒

歩
で

行
け

る
花

火
大

会
、
あ

り
が

た
い

。
 

と
に

か
く

す
ば

ら
し

い
。
 

旭
や

ま
び

こ
花

火
大

会
 

近
く

で
見

ら
れ

て
迫

力
が

あ
る

 

渓
谷

に
響

き
渡

る
音

が
最

高
！

 

谷
間

に
響

き
渡

る
音

が
素

晴
ら

し
い

 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

山
峡

に
響

く
花

火
が

街
の

花
火

と
は

違
い

、
す

ご
い

 

渓
谷

に
響

く
音

が
最

高
 

は
な

び
き

れ
い

 

目
立

つ
イ

ベ
ン

ト
が

他
に

特
に

な
い

か
ら

。
 

旭
や

ま
び

こ
花

火
大

会
 

山
の

中
の

花
火

だ
か

ら
。
 

小
じ

ん
ま

り
し

て
い

る
が

、
風

情
が

あ
る

。
 

町
外

の
人

か
ら

好
評

 

近
く

な
の

で
出

か
け

や
す

し
、
迫

力
が

あ
っ

て
楽

し
い

か
ら

 

近
く

で
打

ち
上

げ
花

火
が

観
ら

れ
る

 

間
近

で
見

る
こ

と
が

で
き

て
迫

力
が

あ
っ

て
よ

い
 

花
火

の
音

を
聞

い
て

ほ
し

い
 

美
し

い
 

花
火

が
近

く
感

じ
る

 

旭
ら

し
い

花
火

大
会

で
よ

い
 

伝
統

的
で

他
に

は
な

い
花

火
 

近
場

で
こ

ん
な

に
迫

力
あ

る
花

火
を

見
ら

れ
る

な
ん

て
幸

せ
 

花
火

が
良

い
 

音
の

響
き

 

迫
力

の
あ

る
花

火
が

観
ら

れ
る

か
ら

 

花
火

の
音

が
す

ご
い

ら
し

い
 

多
く

の
人

が
集

ま
り

、
情

報
が

増
え

る
 

ほ
ど

よ
い

人
出

と
手

作
り

感
が

好
き

 

旭
な

ら
で

は
の

花
火

大
会

（花
火

を
美

し
く

見
ら

れ
る

） 

花
火

が
と

て
も

き
れ

い
だ

し
、
そ

の
他

に
も

い
ろ

い
ろ

な
物

が
売

っ
て

い
る

か
ら

 

行
け

ば
感

動
す

る
 

他
の

花
火

と
違

い
、
独

特
な

も
の

が
あ

る
か

ら
 

と
て

も
キ

レ
イ

！
 

人
が

少
な

く
見

や
す

い
。
花

火
が

き
れ

い
。
 

息
子

た
ち

が
東

京
に

い
る

が
、
旭

の
花

火
は

近
く

で
観

ら
れ

て
情

緒
が

あ
り

、
最

高
だ

と
言

っ
て

い
る

 

花
火

は
美

し
い

、
迫

力
あ

り
 

花
火

が
好

き
だ

か
ら

 

山
里

と
矢

作
川

で
行

わ
れ

、
響

き
渡

る
音

が
と

て
も

い
い

 

帰
省

し
て

い
る

友
人

と
会

え
る

 

花
火

と
の

距
離

が
近

く
て

迫
力

が
あ

る
 

矢
作

川
を

目
の

前
に

し
た

花
火

は
す

ば
ら

し
い

 

花
火

の
距

離
が

近
い

 

昔
か

ら
続

く
花

火
大

会
。
見

ど
こ

ろ
が

あ
る

と
思

う
。
 

近
い

距
離

で
花

火
が

観
ら

れ
て

感
動

す
る

 

花
火

が
近

く
で

観
ら

れ
る

。
屋

台
も

あ
る

。
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花
火

が
近

い
 

花
火

 

近
く

で
花

火
が

観
ら

れ
る

か
ら

 

見
や

す
い

規
模

で
良

い
 

き
れ

い
な

花
火

 

な
か

な
か

に
見

応
え

が
あ

る
の

で
、
た

く
さ

ん
の

人
に

見
て

も
ら

い
た

い
 

集
客

力
が

大
き

く
、
旭

の
地

域
づ

く
り

に
貢

献
で

き
る

 

里
帰

り
の

理
由

に
な

る
 

花
火

は
夏

の
醍

醐
味

 

花
火

 

狭
い

場
所

で
も

程
よ

い
花

火
が

上
が

り
、
雰

囲
気

が
良

い
。
 

夏
の

イ
ベ

ン
ト

：
花

火
大

会
と

天
王

祭
の

充
実

化
を

し
て

継
続

し
て

い
く

 

山
間

の
花

火
の

音
が

こ
だ

ま
す

る
 

小
渡

の
イ

ベ
ン

ト
で

今
ま

で
も

こ
れ

か
ら

も
続

く
と

良
い

。
そ

の
中

で
も

、
松

明
は

子
供

も
大

人
も

心
か

ら
楽

し
み

に
し

て
い

る
。
だ

ん
だ

ん
大

人
は

少
な

く
な

っ
て

い
く

け
れ

ど
、
続

い
て

い
る

の
は

最
高

。
こ

れ
は

無
く

し
た

く
な

い
。
 

⑧
夢

渡
野

ジ
ャ

ズ
ラ

イ
ブ

(小
渡

) 

あ
の

場
所

で
本

格
的

な
J
A

Z
Z

が
聴

け
る

こ
と

が
唯

一
無

二
 

入
場

す
る

の
に

5
0

0
円

必
要

と
な

る
が

、
田

舎
な

ら
で

は
の

き
れ

い
な

空
気

、
森

林
と

と
も

に
素

敵
な

音

色
が

聴
け

る
の

が
良

い
 

雰
囲

気
が

良
い

 

自
然

豊
か

な
独

特
の

雰
囲

気
で

の
ラ

イ
ブ

が
心

地
よ

い
 

夢
渡

野
J
A

Z
Z

ラ
イ

ブ
を

も
っ

と
大

き
く

育
て

て
も

ら
い

た
い

。
生

で
演

奏
が

聴
け

る
の

は
G

O
O

D
 

地
域

で
音

楽
フ

ェ
ス

が
あ

る
と

嬉
し

い
。
気

軽
に

子
供

と
参

加
で

き
そ

う
。
 

田
舎

で
ジ

ャ
ズ

は
い

い
！

 

す
て

き
な

音
楽

と
お

宮
さ

ん
の

静
か

な
場

所
、
空

を
見

上
げ

れ
ば

星
、
体

中
で

リ
ズ

ム
を

刻
ん

で
奏

で
る

音

楽
は

最
高

で
、
皆

さ
ん

に
聞

い
て

ほ
し

い
 

ス
テ

ー
ジ

の
近

く
で

見
ら

れ
る

の
が

良
い

 

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

ト
ー

チ
の

灯
り

の
中

で
の

ジ
ャ

ズ
ラ

イ
ブ

は
と

て
も

ぜ
い

た
く

だ
っ

た
 

本
物

の
ジ

ャ
ズ

を
身

近
に

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
 

生
の

演
奏

を
聴

け
る

か
ら

 

⑨
笹

戸
温

泉
じ

ね
ん

じ
ょ

・

も
み

じ
ま

つ
り

 

販
売

さ
れ

て
い

る
ご

飯
が

美
味

し
い

。
景

色
が

き
れ

い
。
 

自
然

薯
（
夢

と
ろ

ろ
）
は

現
在

世
代

交
代

が
難

し
く

な
り

始
め

て
い

る
。
旭

の
産

物
と

し
て

生
産

、
販

売
と

活

用
（料

理
）の

多
面

的
な

取
り

組
み

を
進

め
た

い
。
 

自
然

薯
を

活
用

し
た

飲
食

が
も

っ
と

産
物

に
な

る
と

い
い

と
思

う
か

ら
 

紅
葉

も
き

れ
い

で
、
自

然
薯

も
美

味
し

い
。
抽

選
会

も
楽

し
い

。
 

地
元

の
特

産
品

P
R

 

い
ろ

い
ろ

な
催

し
物

が
あ

っ
て

楽
し

か
っ

た
か

ら
 

出
店

さ
れ

て
い

る
屋

台
の

料
理

が
そ

の
時

限
定

の
も

の
が

多
く

て
お

い
し

い
 

特
産

の
自

然
薯

は
も

ち
ろ

ん
、
そ

の
他

の
特

産
品

も
あ

り
、
イ

ベ
ン

ト
内

容
も

充
実

し
て

い
る

と
思

う
。
地

域

外
か

ら
の

観
光

客
も

多
い

よ
う

に
思

う
。
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

自
然

薯
を

使
っ

た
料

理
が

食
べ

ら
れ

る
 

イ
ベ

ン
ト

も
食

べ
物

も
満

足
だ

っ
た

 

自
然

薯
の

魅
力

、
底

力
は

計
り

知
れ

な
い

。
聞

く
人

の
4

人
に

1
人

は
「好

き
」
と

回
答

し
た

。
 

お
い

し
い

自
然

薯
が

食
べ

ら
れ

る
 

町
に

活
気

が
出

る
楽

し
い

イ
ベ

ン
ト

 

地
元

だ
か

ら
 

特
産

自
然

薯
の

美
味

し
さ

を
広

く
外

部
の

人
へ

知
ら

せ
る

 

昼
食

を
食

べ
に

行
く

 

地
元

を
活

気
づ

け
た

い
 

お
い

し
い

自
然

薯
が

食
べ

ら
れ

る
 

地
元

な
の

で
 

自
然

薯
そ

ば
が

お
い

し
い

 

旭
と

い
っ

た
ら

自
然

薯
だ

か
ら

 

笹
戸

に
に

ぎ
わ

い
を

！
宿

泊
施

設
ゼ

ロ
か

ら
の

再
生

！
 

集
客

力
が

大
き

く
、
旭

の
地

域
づ

く
り

に
貢

献
で

き
る

 

⑩
山

里
の

お
蔵

展
(東

萩

平
) 

行
き

に
く

く
、
知

り
合

い
な

し
に

外
か

ら
ふ

ら
っ

と
行

く
に

は
ハ

ー
ド

ル
が

高
か

っ
た

が
、
展

示
さ

れ
て

い
る

も
の

が
素

敵
だ

っ
た

。
 

再
開

さ
れ

て
と

て
も

う
れ

し
い

イ
ベ

ン
ト

。
と

て
も

ス
テ

キ
な

ハ
ン

ド
ク

ラ
フ

ト
で

あ
ふ

れ
て

い
る

 

隣
に

カ
フ

ェ
も

で
き

る
予

定
。
年

2
-3

回
は

実
施

し
て

ほ
し

い
。
 

⑪
福

蔵
寺

の
ご

縁
市

(太

田
) 

友
人

と
練

習
し

、
発

表
し

て
喜

ん
で

く
れ

る
人

が
い

る
と

嬉
し

い
 

移
住

者
だ

か
ら

。
旭

に
元

か
ら

い
る

人
は

来
な

い
。
 

市
内

外
か

ら
の

関
係

人
口

の
増

加
に

つ
な

が
る

か
ら

 

人
々

と
の

交
流

が
盛

ん
だ

か
ら

 

近
隣

に
住

ん
で

い
る

人
た

ち
が

個
性

豊
か

な
お

店
を

出
し

て
い

る
か

ら
 

地
域

内
の

世
代

交
流

も
都

市
部

か
ら

の
参

加
者

も
あ

り
、
子

供
も

大
人

も
楽

し
め

る
イ

ベ
ン

ト
な

の
で

 

年
齢

に
関

係
な

く
、
遊

び
、
美

味
し

い
食

べ
物

が
あ

り
、
お

も
し

ろ
い

と
思

う
 

参
加

者
の

意
識

が
非

常
に

高
い

 

手
作

り
の

お
い

し
い

も
の

、
良

い
も

の
を

買
う

こ
と

が
で

き
る

。
あ

た
た

か
い

雰
囲

気
。
 

素
敵

な
イ

ベ
ン

ト
だ

っ
た

 

⑫
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
主

催
ス

ポ

ー
ツ

大
会

 

他
地

区
の

人
と

の
交

流
が

図
ら

れ
る

。
 

心
と

体
が

充
実

す
る

た
め

 

交
流

の
場

と
し

て
（
旭

全
体

） 

旭
中

の
人

々
と

の
交

流
が

で
き

て
楽

し
い

し
、
元

気
が

出
る

 

旭
地

区
の

人
々

と
知

り
合

え
る

 

⑬
交

流
館

事
業

 
交

流
を

深
め

た
い

た
め

 

交
流

の
場

と
し

て
（
旭

全
体

） 

交
流

館
の

事
業

は
常

に
新

し
い

企
画

が
考

え
ら

れ
、
旭

に
新

し
い

文
化

を
取

り
入

れ
ら

れ
る

内
容

だ
と

思

う
。
新

し
い

経
験

を
し

て
み

た
い

時
や

仲
間

が
ほ

し
い

時
な

ど
、
積

極
的

に
利

用
す

る
と

よ
い

内
容

だ
と

思

う
。
 

ス
マ

ホ
教

室
：
生

活
に

必
要

な
の

で
、
使

い
方

を
指

導
し

て
く

れ
る

の
が

よ
い
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よ
い

企
画

が
あ

れ
ば

参
加

し
た

い
 

い
つ

も
す

て
き

な
内

容
の

企
画

を
し

て
も

ら
え

る
。
年

齢
や

人
数

制
限

が
あ

り
、
行

け
な

い
場

合
は

残

念
・・

・ 

ミ
ツ

バ
チ

の
巣

箱
作

り
に

参
加

 

⑭
ぬ

く
も

り
の

里
 
ぬ

く
も

り
祭

 

皆
さ

ん
の

手
芸

や
写

真
な

ど
が

飾
っ

て
あ

る
 

と
て

も
楽

し
く

一
日

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
 

火
・金

曜
日

に
は

お
じ

い
さ

ん
は

行
く

 

一
度

は
見

学
し

て
お

く
と

後
々

た
め

な
る

。
高

齢
者

の
気

持
ち

を
汲

む
こ

と
が

で
き

る
。
 

職
員

の
皆

さ
ん

の
力

を
感

じ
ら

れ
る

 

行
っ

た
こ

と
が

あ
る

か
ら

 

ロ
ビ

ー
展

が
良

い
 

⑮
あ

さ
ひ

マ
ル

シ
ェ

(小

渡
) 

私
た

ち
も

活
動

す
る

か
ら

 

旭
産

ハ
ラ

ペ
ー

ニ
ョ

に
つ

い
て

聞
か

れ
た

こ
と

が
何

度
も

あ
る

の
で

。
販

売
や

加
工

品
販

売
な

ど
が

増
え

れ

ば
も

っ
と

他
地

区
の

方
も

来
る

し
、
楽

し
い

イ
ベ

ン
ト

に
な

る
と

思
う

。
 

観
光

協
会

が
地

元
と

協
賛

し
始

め
た

企
画

と
思

え
る

 

毎
月

頑
張

っ
て

い
ま

す
 。

で
も

も
っ

と
出

店
数

が
増

え
て

寄
っ

て
く

れ
る

お
客

さ
ん

が
増

え
て

ほ
し

い
。
地

元
の

方
も

も
っ

と
来

場
し

て
ほ

し
い

。
 

も
っ

と
特

産
品

を
増

や
し

て
！

 

手
作

り
の

手
芸

品
、
工

芸
品

、
食

べ
物

が
並

び
楽

し
い

 

キ
ッ

チ
ン

カ
ー

の
食

べ
物

が
お

い
し

い
 

旭
に

関
連

す
る

商
工

者
の

よ
き

発
信

場
所

だ
か

ら
 

地
元

活
性

化
と

は
い

え
、
あ

れ
で

は
さ

み
し

い
の

で
何

と
か

で
き

な
い

か
 

い
ろ

い
ろ

な
店

が
あ

っ
て

楽
し

い
 

楽
し

い
か

ら
 

集
客

力
が

大
き

く
、
旭

の
地

域
づ

く
り

に
貢

献
で

き
る

 

最
近

少
し

客
足

が
遠

の
い

た
気

が
す

る
た

め
 

⑯
し

き
し

ま
ふ

ら
っ

と
祭

(杉
本

) 

楽
し

い
で

す
！

 

色
々

な
屋

台
が

出
て

い
て

楽
し

い
か

ら
 

い
ろ

ん
な

人
と

触
れ

合
え

る
 

い
ろ

い
ろ

な
も

の
が

食
べ

ら
れ

る
か

ら
 

気
軽

に
立

ち
寄

れ
る

 

食
事

を
し

な
が

ら
交

流
す

る
の

に
適

し
て

い
る

 

楽
し

い
一

時
が

過
ご

せ
る

 

大
勢

の
人

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

。
コ

ー
ヒ

ー
、
食

事
が

で
き

る
。
 

気
軽

に
行

け
て

飲
食

も
で

き
、
交

流
の

場
と

し
て

い
ろ

い
ろ

見
聞

き
で

き
、
相

談
も

で
き

る
と

こ
ろ

 

楽
し

み
 

月
に

よ
り

い
ろ

い
ろ

な
イ

ベ
ン

ト
が

楽
し

め
る

た
め

 

い
ろ

い
ろ

な
地

区
の

人
と

交
流

で
き

る
。
子

供
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
め

る
 

老
若

男
女

、
誰

で
も

気
楽

に
楽

し
め

る
 

地
域

の
人

た
ち

の
手

作
り

の
イ

ベ
ン

ト
だ

か
ら

 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
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書
 

 
 

近
く

て
、
人

々
の

顔
が

見
ら

れ
る

 

い
ろ

ん
な

世
代

の
人

と
交

流
で

き
る

 

楽
し

い
 

人
々

と
の

交
流

が
盛

ん
だ

か
ら

 

老
人

か
ら

子
供

ま
で

楽
し

め
る

。
季

節
行

事
が

時
折

あ
る

。
 

今
後

、
も

っ
と

充
実

し
て

ほ
し

い
か

ら
 

子
供

か
ら

大
人

ま
で

多
種

多
様

な
人

が
集

ま
り

、
盛

り
上

が
っ

て
い

る
か

ら
 

子
供

も
大

人
も

楽
し

め
る

 

し
き

し
ま

の
家

を
応

援
し

よ
う

 

毎
日

違
う

ブ
ー

ス
が

出
て

い
て

お
も

し
ろ

い
（楽

し
い

） 

大
学

生
と

の
交

流
 

し
き

し
ま

の
家

の
活

動
を

多
く

の
人

に
知

っ
て

も
ら

い
、
利

用
し

て
も

ら
い

た
い

 

大
学

生
と

の
交

流
が

よ
か

っ
た

 

多
く

の
人

と
つ

な
が

り
や

す
い

か
ら

 

地
域

交
流

の
場

で
楽

し
め

る
 

多
く

の
人

と
の

交
流

の
場

で
活

用
 

地
元

の
活

性
化

に
つ

な
が

る
 

に
ぎ

や
か

で
、
い

ろ
い

ろ
な

人
と

出
会

え
て

楽
し

い
 

身
近

な
人

と
の

会
話

や
交

流
。
情

報
交

換
。
食

事
、
コ

ー
ヒ

ー
、
イ

ベ
ン

ト
が

楽
し

い
。
 

子
連

れ
に

と
っ

て
は

、
近

い
、
気

軽
、
楽

で
あ

る
 

楽
し

い
一

時
が

過
ご

せ
る

か
ら

 

地
域

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

取
り

組
み

 

楽
し

い
イ

ベ
ン

ト
が

多
い

か
ら

 

住
民

の
要

望
に

か
な

っ
た

取
り

組
み

の
た

め
 

若
い

子
も

お
年

寄
り

の
方

も
皆

で
参

加
で

き
る

か
ら

 

私
が

行
っ

た
中

で
は

に
ぎ

わ
っ

て
い

た
 

参
加

者
の

笑
顔

、
会

話
が

楽
し

い
 

近
所

だ
か

ら
 

も
っ

と
多

く
の

人
に

利
用

し
て

も
ら

い
た

い
 

地
元

の
行

事
な

の
で

参
加

者
が

増
え

て
ほ

し
い

た
め

 

地
元

行
事

な
の

で
 

地
域

交
流

の
機

会
に

な
っ

て
い

る
た

め
 

子
供

が
毎

月
楽

し
み

に
し

て
行

く
 

集
客

力
が

大
き

く
、
旭

の
地

域
づ

く
り

に
貢

献
で

き
る

 

⑰
す

ぎ
ん

工
房

祭
り

(杉

本
) 

お
い

し
い

、
楽

し
い

 

人
々

と
の

交
流

が
盛

ん
だ

か
ら

 

⑱
W

R
C

(ラ
リ

ー
ジ

ャ
パ

ン
) 

ガ
チ

か
っ

こ
い

い
 

世
界

規
模

の
イ

ベ
ン

ト
だ

か
ら

 

世
界

的
な

ラ
リ

ー
が

近
く

で
見

ら
れ

る
。
 

ラ
リ

ー
ジ

ャ
パ

ン
、
小

渡
地

区
も

通
っ

た
。
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ラ
リ

ー
ジ

ャ
パ

ン
は

世
界

的
に

も
有

名
な

レ
ー

ス
で

あ
り

、
見

る
価

値
が

あ
る

。
 

世
界

の
ラ

リ
ー

が
町

内
を

走
る

な
ん

て
す

ご
い

こ
と

。
町

外
の

人
が

す
ご

く
興

味
を

持
っ

て
見

た
と

言
っ

て

い
る

。
 

車
が

見
ら

れ
る

 

世
界

が
旭

に
や

っ
て

来
る

。
世

界
最

高
峰

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
す

ば
ら

し
い

イ
ベ

ン
ト

。
 

世
界

的
に

有
名

な
選

手
を

間
近

で
見

る
こ

と
が

で
き

る
か

ら
 

様
々

な
地

方
か

ら
来

客
が

あ
っ

た
 

車
の

音
（
ス

タ
ー

ト
）で

日
頃

の
ス

ト
レ

ス
発

散
。
近

く
の

県
道

で
爆

音
、
選

手
の

応
援

に
力

が
入

る
。
 

世
界

の
イ

ベ
ン

ト
だ

か
ら

 

毎
年

行
わ

れ
な

い
か

ら
 

世
界

の
イ

ベ
ン

ト
 

世
界

的
な

イ
ベ

ン
ト

。
も

っ
と

近
く

で
見

る
場

所
が

あ
る

と
良

い
 

旭
が

も
り

あ
が

っ
て

い
る

 

間
近

で
ラ

リ
ー

カ
ー

が
見

学
で

き
る

 

た
く

さ
ん

の
人

が
来

る
か

ら
 

世
界

的
で

宣
伝

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
な

の
に

、
豊

田
ス

タ
ジ

ア
ム

ば
か

り
な

の
で

も
っ

と
豊

田
市

全
体

で
す

る

べ
き

 

ラ
リ

ー
の

町
と

し
て

イ
メ

ー
ジ

づ
け

 

エ
ン

ジ
ン

音
に

感
動

。
ラ

リ
ー

車
を

近
く

で
見

ら
れ

る
 

間
近

で
ラ

リ
ー

カ
ー

の
走

り
が

見
え

、
そ

の
日

は
地

区
内

に
活

気
も

あ
り

良
い

 

国
際

的
 

旭
高

原
元

気
村

で
見

た
ラ

リ
ー

が
心

に
残

っ
て

い
る

 

世
界

的
に

広
め

て
い

こ
う

。
車

の
街

、
ト

ヨ
タ

の
ア

ピ
ー

ル
。
 

身
近

で
車

の
音

、
選

手
が

見
ら

れ
、
応

援
で

き
る

 

経
済

効
果

を
も

た
ら

す
 

ラ
リ

ー
行

事
（
見

学
） 

昨
年

行
け

な
か

っ
た

の
で

、
一

度
は

見
て

み
た

い
 

世
界

イ
ベ

ン
ト

で
日

本
以

外
に

も
知

ら
れ

る
 

間
近

で
ラ

リ
ー

カ
ー

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
 

自
分

が
住

ん
で

い
る

地
域

で
国

際
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

る
こ

と
に

誇
り

を
感

じ
る

か
ら

 

世
界

的
な

イ
ベ

ン
ト

で
あ

る
 

車
が

好
き

だ
か

ら
 

車
好

き
の

世
代

は
幅

が
広

く
、
多

く
の

人
を

呼
び

込
み

や
す

い
 

日
頃

、
見

る
こ

と
が

な
い

か
ら

 

全
国

か
ら

集
客

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
だ

か
ら

 

毎
年

開
催

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
Ｗ

Ｒ
Ｃ

の
ル

ー
ル

や
見

ど
こ

ろ
を

紹
介

し
て

ほ
し

い
 

全
国

か
ら

旭
を

知
っ

て
も

ら
う

よ
い

機
会

 

リ
エ

ゾ
ン

で
の

応
援

 

世
界

的
に

有
名

な
イ

ベ
ン

ト
な

の
で

、
し

っ
か

り
ア

ピ
ー

ル
す

る
べ

き
 

盛
り

上
が

る
か

ら
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

日
本

全
体

か
ら

の
集

客
が

見
込

め
る

 

間
近

で
ラ

リ
ー

カ
ー

を
見

ら
れ

る
 

車
か

っ
こ

い
い

 

大
き

な
イ

ベ
ン

ト
で

、
日

本
の

ト
ヨ

タ
で

ラ
リ

ー
は

す
ば

ら
し

い
 

世
界

規
模

の
イ

ベ
ン

ト
は

な
か

な
か

見
ら

れ
な

い
 

身
近

で
W

R
C

が
見

ら
れ

る
こ

と
は

な
か

な
か

な
い

 

世
界

的
な

大
会

だ
か

ら
 

⑲
そ

の
他

 
つ

く
ば

夏
祭

り
：
お

昼
は

五
平

餅
が

食
べ

ら
れ

た
り

、
鮎

が
食

べ
ら

れ
て

楽
し

い
。
川

遊
び

も
で

き
る

の
で

、

暑
い

夏
に

い
い

と
思

う
。
夜

は
花

火
を

し
た

り
、
盆

踊
り

（
太

鼓
）を

み
ん

な
で

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
の

で

オ
ス

ス
メ

。
 

近
く

で
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
 

夢
渡

野
市

：毎
月

違
う

ケ
ー

キ
や

ま
ん

じ
ゅ

う
が

楽
し

み
 

ま
と

め
て

一
年

に
一

度
に

イ
ベ

ン
ト

を
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 問

12
 

最
近

５
年

間
で

参
加

ま
た

は
見

学
し

た
こ

と
の

あ
る

伝
統

芸
能

は
︖

 
 

 
外

出
の

自
粛

や
イ

ベ
ン

ト
の

中
止

な
ど

が
相

次
い

だ
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

、
伝

統
行

事
へ

の
参

加
も

5
年

前
と

比
較

し
て

や
や

少
な

く
な

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
伝

統
を

継
承

し
て

い
き

た
い

と
い

う
意

見
が

多
く

み
ら

れ
ま

す
。

 
         「

そ
の

他
」

で
ご

記
入

い
た

だ
い

た
伝

統
芸

能
等

 
小

学
生

指
導

 

足
助

の
秋

の
お

祭
り

 

太
田

の
伊

雑
神

社
の

祭
り

 

挙
母

祭
り

の
ひ

き
出

し
 

  お
す

す
め

し
た

い
伝

統
芸

能
と

そ
の

理
由

 
 

         

78

19

65

6 2

0
50

10
0

15
0

①
棒

の
手

（
地

元
地

区
）

②
棒

の
手

（
地

元
以

外
の

地
区

）

③
打

ち
囃

子
（

地
元

地
区

）

④
打

ち
囃

子
（

地
元

以
外

の
地

区
）

⑤
その

他

お
す

す
め

し
た

い
伝

統
行

事
と

お
す

す
め

し
た

人
数

（
単

位
:人

）
 

18
.5

%

7.
7%

26
.4

%

2.
6%

1.
6%

15
.3

%

5.
8%

21
.9

%

2.
5%

0.
7%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

①
棒

の
手

（
地

元
地

区
）

②
棒

の
手

（
地

元
以

外
の

地
区

）

③
打

ち
囃

子
（

地
元

地
区

）

④
打

ち
囃

子
（

地
元

以
外

の
地

区
）

⑤
そ

の
他

参
加

し
た

こ
と

が
あ

る
伝

統
行

事

20
19

年
20

24
年

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 お

す
す

め
す

る
理

由
 

お
す

す
め

伝
統

行
事

 
理

由
 

①
棒

の
手

(地
元

地
区

) 
か

っ
こ

い
い

よ
！

 

特
に

な
い

 

棒
の

手
す

ご
い

 

伝
統

っ
て

感
じ

が
す

る
か

ら
 

棒
の

手
は

伝
統

行
事

と
し

て
続

け
て

欲
し

い
。
 

自
分

の
地

区
の

伝
統

だ
か

ら
 

伝
統

行
事

と
し

て
、
無

形
文

化
財

を
見

直
し

て
ほ

し
い

 

姿
勢

が
い

い
 

迫
力

が
あ

っ
て

見
て

い
て

楽
し

い
か

ら
。
 

迫
力

が
あ

っ
て

か
っ

こ
い

い
か

ら
。
 

棒
の

手
は

複
数

の
流

派
が

あ
り

そ
れ

ぞ
れ

に
魅

力
が

あ
る

か
ら

。
 

伝
統

を
守

っ
て

ほ
し

い
 

地
元

地
区

の
行

事
で

あ
り

、
参

加
を

呼
び

か
け

で
き

れ
ば

と
思

う
 

伝
統

武
芸

と
し

て
の

継
承

 

子
供

に
伝

統
が

引
き

継
が

れ
て

い
る

 

迫
力

が
あ

っ
て

良
い

 

子
供

た
ち

が
大

人
の

指
導

の
も

と
で

練
習

し
て

い
る

こ
と

は
た

い
へ

ん
良

い
と

感
心

し
た

（
敬

老
会

で
見

た
） 

伝
統

行
事

が
地

域
の

絆
を

作
っ

て
い

る
 

伝
統

的
文

化
財

 

伝
統

を
大

切
に

し
た

い
 

長
く

続
い

て
い

て
見

応
え

が
あ

る
 

初
め

て
見

た
と

き
、
そ

の
迫

力
に

驚
い

た
。
子

供
達

も
食

い
入

る
よ

う
に

見
て

い
た

。
 

無
形

文
化

財
を

大
事

に
し

て
ほ

し
い

 

昔
、
自

分
も

や
っ

て
い

た
か

ら
 

今
後

も
伝

統
と

し
て

残
っ

て
ほ

し
い

の
で

 

迫
力

が
あ

る
 

昔
を

感
じ

る
か

ら
 

継
承

し
て

ほ
し

い
 

地
元

だ
か

ら
 

子
供

が
減

っ
て

し
ま

っ
た

が
、
お

じ
さ

ん
達

が
頑

張
っ

て
い

る
 

棒
の

手
は

見
て

も
い

い
し

、
や

っ
て

も
い

い
の

で
楽

し
い

と
思

う
 

小
学

生
が

す
ご

い
 

昔
か

ら
受

け
継

が
れ

て
い

る
か

ら
 

伝
統

と
世

代
交

代
 

子
供

の
頃

よ
り

棒
の

手
を

や
っ

て
い

る
が

、
練

習
し

披
露

し
み

て
も

ら
い

、
喜

ん
で

も
ら

え
る

こ
と

が
嬉

し
い

 

地
元

の
行

事
な

の
で
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迫
力

が
あ

っ
て

す
ご

い
の

で
、
ぜ

ひ
見

て
ほ

し
い

 

と
に

か
く

か
っ

こ
い

い
 

伝
統

を
守

っ
て

ほ
し

い
か

ら
 

杉
本

の
棒

の
手

 

文
化

の
伝

承
に

立
ち

会
う

 

地
元

に
続

く
行

事
だ

か
ら

 

地
元

の
伝

統
行

事
の

た
め

 

小
さ

な
子

供
た

ち
が

リ
ズ

ム
よ

く
棒

を
裁

く
格

好
は

、
長

く
続

け
て

い
っ

て
も

ら
い

た
い

。
祭

り
を

盛
り

上
げ

て
く

れ
る

。
 

継
承

し
て

い
け

る
こ

と
を

願
う

か
ら

 

他
に

は
な

い
伝

統
行

事
だ

か
ら

受
け

継
が

れ
て

ほ
し

い
 

伝
統

的
で

演
技

が
す

ば
ら

し
い

 

お
祭

り
に

か
か

せ
な

い
 

力
が

あ
る

 

他
の

地
域

に
な

い
 

敷
島

小
の

運
動

会
で

見
た

 

今
後

共
、
継

承
し

て
ほ

し
い

か
ら

 

地
元

文
化

の
継

承
を

図
る

 

昔
か

ら
の

伝
統

だ
か

ら
 

近
く

で
皆

が
一

生
懸

命
取

り
組

ん
で

い
る

か
ら

 

小
学

生
よ

り
指

導
し

て
も

、
地

元
を

出
る

と
ど

う
し

て
も

遠
の

く
よ

う
に

な
っ

て
し

ま
う

傾
向

が
あ

る
の

で
、

な
ん

と
か

将
来

的
に

持
続

で
き

る
よ

う
な

努
力

を
 

一
生

懸
命

頑
張

っ
て

み
え

る
。
地

元
と

し
て

誇
ら

し
い

気
持

ち
。
 

棒
の

手
奉

納
す

る
お

祭
り

に
参

加
し

、
棒

の
手

の
演

武
を

見
て

み
た

い
 

大
人

が
心

か
ら

楽
し

ん
で

い
る

姿
が

良
い

。
 

大
人

だ
け

で
な

く
、
小

学
生

の
一

生
懸

命
な

姿
に

グ
ッ

と
く

る
。
 

貴
重

な
伝

統
芸

能
 

敷
島

小
学

校
児

童
が

取
り

組
ん

で
い

る
。
継

続
し

て
ほ

し
い

。
 

伝
統

行
事

を
次

世
代

に
継

続
さ

せ
た

い
 

子
供

が
小

学
生

の
時

に
習

い
、
地

元
の

大
切

さ
を

感
じ

ら
れ

る
 

敷
島

小
学

校
 

か
っ

こ
い

い
 

迫
力

が
あ

っ
て

楽
し

い
か

ら
 

伝
統

行
事

は
な

く
せ

な
い

 

小
学

校
の

運
動

会
で

棒
の

手
を

見
る

。
と

て
も

上
手

。
 

か
っ

こ
い

い
 

伝
統

芸
能

と
し

て
後

世
に

伝
え

て
い

き
た

い
 

②
棒

の
手

(地
元

以
外

の

地
区

) 

特
に

な
い

 

旭
地

域
で

も
で

き
る

と
よ

い
が

 

伝
統

行
事

と
し

て
、
無

形
文

化
財

を
見

直
し

て
ほ

し
い

 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

伝
統

を
つ

づ
け

て
い

る
か

ら
。
 

棒
の

手
は

複
数

の
流

派
が

あ
り

そ
れ

ぞ
れ

に
魅

力
が

あ
る

か
ら

。
 

迫
力

の
あ

る
、
熟

練
度

の
高

い
棒

の
手

を
観

た
際

に
「
来

て
よ

か
っ

た
」と

い
う

気
持

ち
に

な
っ

た
 

薙
刀

が
か

っ
こ

い
い

 

見
て

み
た

い
 

伝
統

と
し

て
継

承
 

小
学

校
の

体
育

館
で

大
人

と
子

供
が

や
っ

て
い

る
の

を
見

て
い

い
な

と
思

っ
た

 

迫
力

が
あ

り
、
す

ば
ら

し
い

の
で

、
続

け
て

ほ
し

い
 

杉
本

地
区

の
棒

の
手

、
打

ち
囃

子
は

お
勧

め
 

長
く

続
い

て
い

て
見

応
え

が
あ

る
 

地
元

の
行

事
な

の
で

 

地
元

の
伝

統
行

事
 

い
ろ

い
ろ

見
ら

れ
て

良
い

 

い
ろ

い
ろ

な
流

派
が

あ
り

、
踊

り
方

も
違

う
の

で
お

も
し

ろ
い

 

小
学

校
の

運
動

会
で

棒
の

手
を

見
る

。
と

て
も

上
手

。
 

③
打

ち
囃

子
(地

元
地

区
) 

か
っ

こ
い

い
 

打
ち

囃
子

は
良

い
も

の
だ

。
特

に
地

元
の

も
の

は
。
 

今
の

時
代

、
子

ど
も

か
ら

老
人

ま
で

出
席

し
な

い
と

で
き

な
い

こ
と

だ
け

ど
、
今

な
ら

ま
だ

人
に

伝
え

る
こ

と
は

で
き

る
。
 

練
習

の
見

学
に

行
っ

た
だ

け
だ

っ
た

が
、
お

な
か

に
響

く
良

い
音

だ
っ

た
。
伝

統
あ

る
も

の
が

残
っ

て
い

く

と
よ

い
と

思
う

。
 

他
に

な
い

か
ら

仕
方

な
く

 

地
元

だ
か

ら
 

子
供

か
ら

大
人

ま
で

参
加

し
や

す
い

 

村
祭

に
打

ち
囃

子
は

付
き

も
の

で
あ

っ
た

が
、
今

は
な

い
。
伝

承
し

た
い

。
そ

し
て

、
他

地
域

と
の

交
流

、
伝

播
（打

ち
拍

子
、
笛

の
曲

の
変

化
）を

比
べ

る
の

も
い

い
。
 

山
々

に
響

き
渡

る
、
軽

快
な

笛
と

太
鼓

の
音

色
は

旭
の

伝
統

で
懐

か
し

い
。
 

そ
れ

ぞ
れ

の
地

区
の

伝
統

を
受

け
継

い
で

い
る

 

子
供

の
頃

か
ら

聞
き

慣
れ

て
い

る
太

鼓
の

音
。
心

が
わ

く
わ

く
し

て
く

る
。
 

各
地

元
の

伝
統

行
事

を
保

全
す

べ
き

だ
か

ら
。
ま

た
は

、
地

区
を

越
え

て
の

旭
地

区
全

体
行

事
と

し
て

合

併
。
 

打
ち

囃
子

と
と

も
に

、
小

渡
天

王
祭

は
伝

統
行

事
と

し
て

継
続

で
き

る
と

い
い

と
思

う
 

昔
か

ら
の

行
事

。
今

は
人

が
足

り
ず

、
こ

ど
も

園
か

ら
高

齢
者

、
一

体
と

な
っ

て
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

地
元

の
伝

統
行

事
。
古

き
を

知
る

。
 

地
元

だ
か

ら
 

地
元

の
伝

統
行

事
だ

か
ら

 

地
域

の
伝

統
行

事
 

各
地

区
の

打
ち

囃
子

を
集

め
、
イ

ベ
ン

ト
化

す
る

と
よ

い
か

と
。
 

児
童

生
徒

も
参

加
し

、
伝

統
が

継
が

れ
て

い
る

の
で

す
ば

ら
し

い
こ

と
だ

と
思

う
。
 

地
元

の
伝

統
行

事
だ

か
ら
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子
供

た
ち

か
ら

元
気

を
も

ら
う

 

お
祭

り
が

楽
し

い
 

地
元

地
区

の
行

事
で

あ
り

、
参

加
を

呼
び

か
け

で
き

れ
ば

と
思

う
 

地
元

ら
し

さ
 

伝
統

を
残

し
て

い
き

た
い

 

伝
統

を
守

っ
て

い
く

と
い

く
こ

と
で

は
な

く
、
小

さ
い

子
供

か
ら

大
人

ま
で

縦
の

つ
な

が
り

が
で

き
る

場
所

で
あ

り
、
行

事
だ

と
思

う
 

地
元

の
祭

り
に

出
る

人
が

少
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

 

打
ち

囃
子

の
リ

ズ
ム

が
独

特
 

体
制

等
、
身

の
丈

に
合

っ
た

伝
統

文
化

の
継

承
が

大
事

で
あ

る
 

子
供

・
女

性
も

取
り

込
め

ば
ま

だ
ま

だ
や

れ
る

し
、
住

民
の

多
世

代
・多

様
な

人
同

士
の

交
流

に
も

な
る

 

打
ち

囃
子

は
と

て
も

す
て

き
 

保
存

会
員

で
あ

る
。
周

り
に

は
「な

い
」
流

派
で

あ
る

。
 

迫
力

が
あ

る
 

地
元

の
伝

統
芸

能
の

た
め

 

小
さ

な
子

供
た

ち
が

リ
ズ

ム
よ

く
棒

を
裁

く
格

好
は

、
長

く
続

け
て

い
っ

て
も

ら
い

た
い

。
祭

り
を

盛
り

上
げ

て
く

れ
る

。
 

他
に

は
な

い
伝

統
行

事
だ

か
ら

受
け

継
が

れ
て

ほ
し

い
 

コ
ロ

ナ
禍

も
あ

り
、
神

社
か

ら
打

ち
囃

子
の

音
が

聞
こ

え
て

こ
な

い
。
早

く
復

活
す

る
こ

と
を

願
う

。
 

地
元

文
化

の
継

承
を

図
る

 

太
鼓

や
笛

が
途

絶
え

そ
う

。
男

女
、
子

供
関

係
な

く
続

け
ら

れ
た

ら
嬉

し
い

。
 

同
じ

曲
で

も
地

区
ご

と
に

少
し

ず
つ

違
い

が
あ

り
、
面

白
い

か
ら

 

テ
ン

ポ
も

良
い

、
他

に
な

い
曲

目
が

あ
る

 

伝
統

あ
る

文
化

 

昔
か

ら
の

伝
統

だ
か

ら
 

引
き

継
が

れ
て

き
た

大
切

な
文

化
の

た
め

 

小
学

生
よ

り
指

導
し

て
も

、
地

元
を

出
る

と
ど

う
し

て
も

遠
の

く
よ

う
に

な
っ

て
し

ま
う

傾
向

が
あ

る
の

で
、

な
ん

と
か

将
来

的
に

持
続

で
き

る
よ

う
な

努
力

を
 

一
生

懸
命

頑
張

っ
て

み
え

る
。
地

元
と

し
て

誇
ら

し
い

気
持

ち
。
 

白
鳥

社
（
有

間
町

） 

字
の

お
祭

り
の

と
き

に
、
年

齢
に

関
係

な
く

全
員

参
加

し
て

ほ
し

い
 

大
人

が
心

か
ら

楽
し

ん
で

い
る

姿
が

良
い

。
 

大
人

だ
け

で
な

く
、
小

学
生

の
一

生
懸

命
な

姿
に

グ
ッ

と
く

る
。
 

子
供

が
い

な
い

中
な

ん
と

か
継

承
し

て
い

き
た

い
 

ふ
る

さ
と

の
祭

の
音

は
旭

の
外

で
暮

ら
す

人
た

ち
に

懐
か

し
く

聞
こ

え
る

と
思

う
。
ま

た
、
地

域
外

の
人

に

も
ど

こ
か

で
聞

い
た

祭
の

音
は

心
に

響
く

と
思

う
。
 

伝
統

芸
能

と
し

て
後

世
に

伝
え

て
い

き
た

い
 

伝
統

を
継

承
し

て
い

き
た

い
 

④
打

ち
囃

子
(地

元
以

外
の

地
区

) 

大
切

に
残

し
て

い
き

た
い

 

杉
本

地
区

の
棒

の
手

、
打

ち
囃

子
は

お
勧

め
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

同
じ

曲
で

も
地

区
ご

と
に

少
し

ず
つ

違
い

が
あ

り
、
面

白
い

か
ら

 

ふ
る

さ
と

の
祭

の
音

は
旭

の
外

で
暮

ら
す

人
た

ち
に

懐
か

し
く

聞
こ

え
る

と
思

う
。
ま

た
、
地

域
外

の
人

に

も
ど

こ
か

で
聞

い
た

祭
の

音
は

心
に

響
く

と
思

う
。
 

⑤
そ

の
他

 
足

助
の

秋
の

お
祭

り
：山

車
が

す
て

き
 

棒
の

手
と

打
ち

囃
子

を
コ

ラ
ボ

し
た

方
が

良
い

と
思

う
 

拳
母

祭
り

の
引

き
出

し
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 （

４
）

自
由

意
見

の
ま

と
め

 
問

１
3 

今
後

、
力

を
入

れ
て

取
り

組
ん

で
行

く
べ

き
だ

と
思

う
こ

と
や

、
旭

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
 

つ
い

て
の

ご
意

見
・

ご
提

案
 

自
治

区
 

性
別

 
年

齢
区

分
 

い
た

だ
い

た
意

見
・
提

案
 

浅
野

 
女

 
1
5

～
1
9

歳
 

高
齢

化
で

仕
方

な
い

と
は

思
う

が
、
イ

ベ
ン

ト
が

縮
小

さ
れ

て
い

て
、
若

者
と

し
て

は
あ

ま
り

お
も

し

ろ
く

な
い

。
地

域
の

伝
統

を
正

し
く

継
承

し
て

い
く

べ
き

だ
と

思
う

。
若

者
を

使
っ

て
く

れ
て

い
い

の

で
、
旭

ま
つ

り
を

総
合

体
育

館
で

や
り

た
い

。
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

タ
を

復
活

さ
せ

て
ほ

し
い

。
 

浅
野

 
女

 
1
5

～
1
9

歳
 

若
者

が
U

タ
ー

ン
し

て
き

て
く

れ
る

よ
う

な
町

づ
く

り
を

し
て

ほ
し

い
で

す
。
 

浅
野

 
男

 
1
5

～
1
9

歳
 

買
い

物
が

で
き

る
場

所
は

小
渡

地
区

は
多

い
が

、
敷

島
地

区
は

少
な

い
の

で
、
敷

島
地

区
も

置
い

て
ほ

し
い

 

浅
野

 
男

 
1
9

～
2

9
歳

 

・
災

害
時

の
避

難
施

設
の

設
置

（
各

自
治

区
に

） 

・
幹

線
道

路
に

は
み

出
し

て
い

る
樹

木
、
竹

の
撤

去
 

・
鳥

獣
対

策
（猿

、
猪

、
熊

、
鹿

の
捕

獲
）で

自
然

と
農

産
物

を
守

る
 

浅
野

 
男

 
1
9

～
2

9
歳

 
減

税
 

浅
野

 
女

 
3

0
～

3
9

歳
 

山
間

部
か

ら
市

街
地

へ
通

勤
す

る
、
も

し
く

は
小

さ
な

子
供

を
連

れ
て

病
院

へ
行

く
と

き
な

ど
、
車

の
負

担
（
距

離
が

出
て

し
ま

う
、
ガ

ソ
リ

ン
代

）が
多

い
。
そ

の
た

め
、
通

勤
・子

育
て

な
ど

に
対

す
る

あ
る

一
定

の
基

準
を

満
た

せ
ば

補
助

が
出

た
り

す
る

と
、
も

っ
と

2
0

-3
0

代
の

働
く

世
代

、
子

育

て
世

代
が

定
住

を
考

え
る

と
思

う
。
今

住
ん

で
い

る
人

た
ち

も
地

域
へ

の
行

事
に

参
加

し
た

り
、
交

流
の

機
会

に
な

る
と

思
う

。
子

供
の

学
習

塾
も

充
実

し
て

ほ
し

い
（
近

く
で

） 

浅
野

 
男

 
3

0
～

3
9

歳
 

若
い

世
代

に
旭

地
区

に
帰

っ
て

き
た

い
と

思
っ

て
も

ら
う

た
め

に
は

、
旭

地
区

に
仕

事
が

あ
る

こ

と
、
職

場
が

長
距

離
に

あ
っ

た
場

合
に

支
援

が
あ

る
こ

と
、
そ

れ
が

あ
る

と
良

い
と

思
う

 

浅
野

 
女

 
3

0
～

3
9

歳
 

高
齢

者
の

免
許

返
納

を
す

る
人

の
数

が
増

加
し

続
け

て
い

く
こ

と
や

認
知

症
に

な
る

人
も

増
加

し

続
け

る
と

思
う

の
で

、
高

齢
者

の
生

活
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
を

充
実

さ
せ

て
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

環
境

が
整

う
と

良
い

と
思

う
。
 

浅
野

 
男

 
3

0
～

3
9

歳
 

少
子

化
が

進
め

ば
、
若

い
世

代
の

移
住

者
の

減
少

は
明

ら
か

。
待

て
ば

好
転

す
る

と
い

う
問

題
で

は

な
い

の
で

、
常

に
今

が
力

の
入

れ
ど

こ
ろ

。
 

浅
野

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

高
校

通
学

の
便

が
悪

く
、
行

き
先

が
限

ら
れ

る
た

め
、
入

試
の

際
に

悩
む

。
ま

た
進

学
を

機
に

引
っ

越
す

人
も

い
る

よ
う

に
思

う
。
車

が
運

転
で

き
な

い
高

校
生

の
通

学
手

段
を

増
や

し
、
進

学
先

の
選

択
肢

を
増

や
せ

る
と

い
い

と
思

う
。
 

浅
野

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

敷
島

が
取

り
組

ん
で

い
る

自
給

家
族

の
仕

組
み

を
旭

全
地

区
に

拡
げ

て
や

っ
て

い
け

る
よ

う
に

、

支
所

も
サ

ポ
ー

ト
し

て
く

れ
る

と
い

い
と

思
う

。
他

の
（敷

島
な

ど
の

）
先

進
的

取
り

組
み

を
旭

内
で

学
び

合
え

る
よ

う
に

し
た

方
が

い
い

と
思

う
。
 

浅
野

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

①
医

療
体

制
の

充
実

 

②
災

害
時

の
避

難
場

所
を

自
治

区
毎

に
設

置
す

る
 

浅
野

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

災
害

に
弱

い
土

地
で

す
の

で
、
ま

ず
は

道
路

な
ど

の
イ

ン
フ

ラ
や

浅
野

会
館

は
災

害
時

使
え

ま
せ

ん

の
で

代
わ

り
の

避
難

所
の

整
備

を
お

願
い

し
ま

す
。
ま

た
身

内
に

障
害

者
が

い
ま

す
。
地

域
と

か
か

わ
り

な
が

ら
、
安

心
し

て
過

ご
せ

る
環

境
を

整
え

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

浅
野

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

・
地

域
の

ま
と

め
方

・た
た

み
方

・
家

も
含

む
。
 

・
紙

面
か

ら
デ

ジ
タ

ル
に

移
行

を
お

願
い

し
ま

す
。
 

浅
野

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

人
口

が
減

っ
て

い
る

中
、
ム

リ
に

い
ま

ま
で

ど
お

り
行

事
を

行
う

事
は

ム
リ

が
あ

る
。
予

算
を

も
っ

と

有
効

活
用

す
る

為
に

も
、
行

事
を

見
直

し
ム

リ
ヤ

リ
参

加
さ

せ
る

等
が

な
い

様
に

し
た

方
が

良
い

 

地
区

行
事

等
は

人
が

あ
つ

ま
り

に
く

い
の

で
は

？
 

浅
野

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

道
路

の
草

刈
り

（
特

に
県

道
）
は

頻
繁

に
行

っ
て

も
ら

え
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。
自

転
車

や
ダ

ン
プ

な
ど

大
型

車
が

通
る

と
反

対
車

線
に

は
み

で
て

く
る

対
向

車
も

多
く

、
危

険
だ

な
と

感
じ

る
こ

と
が

多
い

で
す

。
最

近
は

鳥
獣

害
（
シ

カ
や

サ
ル

）の
被

害
も

多
く

、
農

作
物

を
作

り
た

く
て

も
作

れ
な

い

状
況

な
の

で
、
何

か
し

ら
の

補
助

が
あ

る
と

よ
い

で
す

。
（
旭

地
区

と
し

て
） 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

浅
野

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

災
害

で
家

が
こ

わ
れ

て
し

ま
っ

た
ら

建
て

直
し

て
住

む
こ

と
が

で
き

な
い

地
域

が
多

い
。
今

後
大

き

な
災

害
が

お
き

た
ら

旭
地

区
は

ほ
と

ん
ど

住
む

こ
と

が
で

き
な

く
な

る
の

で
、
災

害
及

び
家

を
建

て

直
し

て
住

む
こ

と
が

で
き

る
対

策
を

し
て

ほ
し

い
。
 

浅
野

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

日
常

困
る

な
、
不

便
だ

な
と

思
う

事
は

様
々

あ
る

が
、
問

題
が

大
き

く
ど

う
し

よ
う

も
な

い
。
 

浅
野

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

人
数

が
少

な
い

な
り

に
一

人
一

人
が

満
足

し
て

生
活

し
て

い
け

れ
ば

い
い

。
何

か
に

取
り

組
む

、
新

し
い

こ
と

を
す

る
の

で
は

な
く

、
今

あ
る

こ
と

を
大

事
に

で
き

る
こ

と
を

し
て

い
け

れ
ば

い
い

と
思

う
。
少

子
高

齢
化

を
受

け
入

れ
、
高

齢
者

が
安

全
に

安
心

し
て

過
ご

せ
る

よ
う

に
、
子

供
た

ち
が

平

等
に

教
育

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
、
無

理
せ

ず
町

づ
く

り
を

し
て

い
け

ば
い

い
。
 

浅
野

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

イ
ベ

ン
ト

を
す

る
の

は
い

い
が

、
ま

ず
は

道
路

整
備

、
路

肩
が

草
ボ

ー
ボ

ー
で

事
故

が
い

つ
起

き
て

も
お

か
し

く
な

い
状

態
。
高

齢
化

が
進

み
、
人

手
不

足
、
獣

害
は

増
え

る
ば

か
り

。
旭

地
区

だ
け

で
は

ど
う

に
も

な
ら

な
い

。
市

と
し

て
、
県

と
し

て
対

策
し

て
ほ

し
い

。
 

浅
野

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

安
全

に
走

行
で

き
る

よ
う

に
、
伸

び
す

ぎ
て

道
路

・
電

線
に

掛
か

っ
て

い
る

木
を

な
ん

と
か

し
て

ほ

し
い

。
 

島
崎

公
園

の
ト

イ
レ

、
そ

の
他

の
公

衆
ト

イ
レ

。
 

夏
に

な
る

と
増

え
る

サ
イ

ク
リ

ン
グ

の
人

が
安

心
し

て
走

行
で

き
る

道
路

整
備

。
 

浅
野

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

も
う

こ
の

地
区

に
未

来
は

無
い

。
早

く
な

ん
と

か
し

な
い

と
本

当
に

ダ
メ

だ
と

思
う

。
 

浅
野

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

若
い

世
代

の
人

が
、
一

度
旭

を
出

て
行

っ
て

も
戻

っ
て

き
た

い
と

思
え

る
ま

ち
に

な
る

と
い

い
で

す
 

浅
野

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

旭
地

区
だ

け
で

な
く

、
日

本
中

人
口

が
少

な
く

な
る

中
で

、
今

ま
で

と
同

じ
こ

と
を

や
っ

た
り

し
な

く

て
も

い
い

と
思

う
 

浅
野

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

観
光

地
と

し
て

集
客

が
あ

る
と

い
い

な
と

思
う

 

浅
野

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

高
齢

化
が

進
む

中
、
各

種
の

難
民

対
策

が
必

要
と

思
う

。
こ

れ
は

地
域

だ
け

で
は

な
く

、
行

政
と

地

域
が

一
緒

に
課

題
し

な
け

れ
ば

、
こ

の
先

旭
地

区
で

の
生

活
が

で
き

ず
過

疎
化

が
進

む
だ

け
と

思

う
。
 

浅
野

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

今
後

、
必

ず
あ

る
と

思
わ

れ
る

南
海

ト
ラ

フ
大

地
震

に
備

え
た

防
災

対
策

。
各

自
治

区
、
各

町
内

で

自
助

・共
助

・公
助

を
真

剣
に

考
え

る
こ

と
が

大
切

。
少

子
高

齢
化

に
対

す
る

手
立

て
。
 

浅
野

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

・
空

き
家

バ
ン

ク
に

力
を

入
れ

、
人

口
減

少
を

ス
ト

ッ
プ

さ
せ

る
 

・
道

路
の

整
備

 

・
働

く
場

所
の

確
保

 

浅
野

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

旭
地

区
に

来
て

く
れ

る
様

な
イ

ベ
ン

ト
を

す
る

。
 

参
加

し
て

メ
リ

ッ
ト

の
あ

る
内

容
を

考
え

る
。
 

浅
野

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

高
齢

者
や

子
供

を
地

域
で

支
え

る
仕

組
み

 

浅
野

 
回

答
し

な
い

 
6

0
～

6
4

歳
 

農
業

後
継

者
が

い
な

い
。
い

ろ
い

ろ
行

事
を

行
う

に
も

老
人

世
帯

が
多

く
、
若

い
人

の
世

帯
に

負
担

が
大

き
く

な
り

、
住

み
に

く
い

。
子

供
の

教
育

に
つ

い
て

も
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

名
の

も
と

、
負

担
を

課
せ

ら
れ

て
お

り
、
教

育
に

不
安

が
あ

る
。
 

浅
野

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

耕
作

放
棄

地
が

増
え

て
い

る
昨

今
そ

の
管

理
維

持
が

大
き

な
課

題
と

な
っ

て
い

る
と

思
う

。
国

の

政
策

に
大

き
な

問
題

が
あ

る
と

思
う

が
、
祖

先
か

ら
い

た
だ

い
た

土
地

を
荒

れ
た

ま
ま

に
し

て
お

く

こ
と

は
良

い
こ

と
で

は
な

い
と

思
い

ま
す

。
行

政
が

も
っ

と
積

極
的

に
と

り
組

む
課

題
に

思
う

 

浅
野

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

ア
ン

ケ
ー

ト
は

い
い

の
で

す
が

経
費

（み
ん

な
の

税
金

）を
考

え
る

と
封

筒
が

上
質

す
ぎ

る
 
も

っ
と

大
切

に
使

っ
て

ほ
し

い
 

浅
野

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

高
齢

者
・
ひ

と
り

暮
し

の
人

も
山

間
部

の
中

で
安

心
し

て
暮

せ
る

よ
う

に
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
 
・
交

通
機

関
の

こ
と

（
車

が
の

れ
な

く
な

る
た

め
）・

道
路

の
街

灯
（夜

道
路

が
真

っ
暗

な
と

こ
ろ

が
多

い
）
・道

路
の

街
灯

 
草

が
歩

道
に

あ
り

歩
け

な
い

 
な

ど
。
 
・
携

帯
電

話
が

使
え

な
い

 
な

ど
、
な

ど
。
 

浅
野

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

災
害

時
の

避
難

所
が

旭
支

所
に

な
っ

て
い

る
が

、
収

容
能

力
に

限
界

が
あ

る
と

思
う

。
地

区
の

会

館
、
集

会
所

を
消

防
庫

を
含

め
、
避

難
所

と
し

て
使

え
る

よ
う

場
所

移
動

も
考

え
、
現

実
味

の
な

い

場
所

を
当

た
り

前
の

よ
う

に
公

に
「避

難
所

」
と

し
て

い
る

の
は

ど
う

か
と

・
・・

 

浅
野

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

特
に

な
し

 
今

の
ま

ま
で

よ
い

の
で

は
？
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旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

浅
野

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

イ
ベ

ン
ト

な
ど

最
初

は
出

店
さ

れ
る

方
が

多
く

、
参

加
者

も
た

く
さ

ん
だ

が
、
だ

ん
だ

ん
と

少
な

く
な

っ
て

し
ま

い
、
寂

し
く

な
っ

て
き

て
行

こ
う

と
思

わ
な

く
な

る
。
 

浅
野

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

何
を

し
て

も
無

駄
で

あ
る

 

浅
野

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

人
口

減
少

の
歯

止
め

と
し

て
U

タ
ー

ン
、
I

タ
ー

ン
の

促
進

と
住

居
の

充
実

。
空

き
家

バ
ン

ク
と

並

行
し

て
空

き
家

売
買

の
情

報
発

信
、
売

却
側

・
購

入
側

と
も

に
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

売
却

税
・
取

得
税

の

軽
減

補
助

。
「
売

っ
て

良
か

っ
た

、
買

っ
て

良
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

旭
」 

浅
野

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

も
う

年
老

い
て

い
く

ば
か

り
な

の
で

ピ
ン

ピ
ン

コ
ロ

リ
と

生
き

た
い

 

浅
野

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

敷
島

･築
羽

地
区

は
空

き
家

対
策

、
定

住
促

進
は

じ
め

諸
活

動
が

積
極

的
で

、
イ

ベ
ン

ト
に

も
子

供

か
ら

老
人

ま
で

取
り

込
み

、
熱

心
さ

が
伝

わ
っ

て
く

る
。
そ

れ
に

比
べ

、
矢

作
川

沿
い

地
区

は
今

一

つ
「
消

極
的

な
ま

ち
づ

く
り

」だ
と

思
う

。
良

き
リ

ー
ダ

ー
を

育
て

る
こ

と
、
地

理
的

状
況

も
あ

る
か

と
思

料
す

る
が

、
お

年
寄

り
が

楽
し

く
参

加
で

き
る

行
事

を
増

や
し

、
実

践
し

て
ほ

し
い

と
思

う
。
 

浅
野

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

高
齢

者
が

暮
ら

す
為

の
住

宅
整

備
と

町
と

村
と

の
差

を
考

え
る

事
 

浅
野

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

若
い

方
が

移
住

し
て

頂
け

る
と

良
い

で
す

ね
。
若

い
方

が
働

く
場

所
を

作
る

事
。
 

浅
野

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

季
節

に
合

わ
せ

た
行

事
を

内
外

に
知

ら
せ

る
事

。
 

浅
野

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

高
令

者
へ

の
支

援
 

子
ど

も
た

ち
が

楽
し

く
す

ご
せ

る
為

の
援

助
 

開
か

れ
た

学
校

 

浅
野

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

集
落

ビ
ジ

ョ
ン

が
形

骸
化

（
絵

に
描

い
た

餅
）
し

て
い

る
。
自

治
区

の
取

り
組

み
に

差
が

あ
る

。
 

浅
野

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

高
齢

者
の

た
め

の
運

動
が

定
期

的
に

（
週

1
）
ト

レ
ー

ナ
ー

の
指

導
の

も
と

行
え

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
お

願
い

し
た

い
 

浅
野

 
回

答
し

な
い

 
7

0
～

7
4

歳
 

よ
く

わ
か

ら
な

い
が

、
高

齢
化

が
急

速
に

進
ん

で
い

て
若

者
が

住
み

よ
い

と
こ

ろ
で

は
な

い
と

思
わ

れ
る

。
何

を
ど

う
す

べ
き

か
も

わ
か

ら
な

い
。
 

浅
野

 
女

 
7

5
歳

以
上

 

私
の

部
落

で
は

、
県

道
法

面
の

草
刈

り
を

年
2

回
行

っ
て

い
る

。
今

は
自

分
の

家
の

周
り

の
草

刈

り
も

で
き

な
い

家
庭

が
増

え
て

い
る

。
反

対
に

少
し

で
も

と
思

い
、
自

分
の

周
り

の
県

道
の

草
刈

り

を
自

発
的

に
行

っ
て

い
る

人
も

い
る

。
豊

田
市

は
人

の
家

の
周

り
ま

で
草

刈
り

し
て

く
れ

な
い

。
昔

か
ら

こ
の

地
に

住
ん

で
い

る
人

は
本

当
に

ま
じ

め
に

取
り

組
ん

で
い

る
が

、
新

し
く

移
住

し
た

方
な

ど
は

、
お

役
も

出
な

い
人

が
い

る
。
地

区
を

良
く

す
る

に
は

、
大

な
り

小
な

り
の

力
が

大
切

だ
と

思

う
。
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

イ
ベ

ン
ト

だ
の

い
ろ

い
ろ

な
行

事
を

進
め

る
の

は
良

い
こ

と
か

も
し

れ
な

い
が

、
県

道
は

草
が

生
い

茂
り

、
街

か
ら

来
る

車
は

草
除

け
の

た
め

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
を

越
え

て
、
運

転
が

と
て

も
危

険
。
豊

田

ス
タ

ジ
ア

ム
の

前
に

は
公

園
を

作
っ

て
お

り
・・

・
街

の
開

発
は

す
さ

ま
じ

い
。
田

舎
は

猪
、
鹿

、
猿

の

害
で

高
齢

者
も

対
策

は
限

界
。
今

の
旭

地
区

を
も

っ
と

生
の

目
で

見
て

ほ
し

い
。
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
以

前
の

旭
町

時
代

の
よ

う
に

、
文

化
人

等
に

よ
る

会
合

を
開

催
し

て
ほ

し
い

。
旧

豊
田

市
方

面
で

の

開
催

は
、
高

齢
者

に
は

参
加

・出
席

が
困

難
。
合

併
後

は
旧

旭
町

で
の

開
催

が
少

な
い

と
思

う
。
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
地

域
会

議
委

員
の

皆
様

は
一

生
懸

命
や

っ
て

お
ら

れ
る

と
思

う
が

、
な

か
な

か
そ

の
活

動
が

町
民

に
見

え
て

こ
な

い
。
も

っ
と

地
域

会
議

の
会

議
中

を
見

る
こ

と
が

で
き

た
ら

い
い

と
思

う
。
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

現
在

の
旭

に
と

っ
て

最
も

重
要

な
こ

と
は

、
若

者
の

人
口

を
増

や
す

こ
と

。
今

の
状

況
は

、
若

者
の

都
会

へ
の

流
出

に
よ

っ
て

高
齢

化
が

進
み

、
そ

の
た

め
に

独
居

老
人

が
増

加
の

一
途

を
た

ど
っ

て

い
る

。
行

政
を

見
て

い
る

と
、
都

会
重

点
、
中

山
間

地
切

り
捨

て
と

思
え

る
く

ら
い

無
策

で
は

な
い

か
。
 

若
者

の
人

口
を

増
や

す
策

と
し

て
、
高

齢
化

に
よ

っ
て

耕
作

で
き

な
く

な
っ

た
が

管
理

し
な

く
て

は

な
ら

な
い

耕
作

放
棄

地
を

活
用

し
て

住
宅

を
造

り
、
安

価
に

提
供

す
る

（
敷

島
自

治
区

、
杉

本
地

区

が
良

い
例

）
。
下

切
地

内
の

市
道

周
辺

に
は

環
境

、
条

件
が

揃
っ

て
い

る
。
 

地
域

の
地

権
者

と
前

向
き

に
話

し
合

う
機

会
を

つ
く

っ
て

み
て

は
ど

う
か

と
思

う
！

 

浅
野

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
足

助
病

院
通

院
で

自
宅

か
ら

バ
ス

停
ま

で
早

い
時

間
は

地
域

バ
ス

な
し

。
歩

く
の

も
不

自
由

と
な

り
、
雨

降
り

な
ど

個
人

で
誰

か
に

頼
ん

で
行

く
こ

と
も

あ
り

、
個

人
タ

ク
シ

ー
で

も
あ

る
と

よ
い

。
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

①
風

鈴
祭

で
、
町

全
体

を
風

鈴
で

盛
り

上
げ

る
 

②
小

渡
や

な
も

風
鈴

祭
と

抱
き

合
わ

せ
て

ひ
と

工
夫

 

③
豊

田
の

奥
座

敷
の

フ
レ

ー
ズ

を
強

調
し

た
方

が
 

④
ツ

ー
リ

ン
グ

コ
ー

ス
を

Ｐ
Ｒ

し
て

も
い

い
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

⑤
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

 
豊

田
市

駅
（
お

い
で

ん
バ

ス
）
小

渡
終

点
下

車
～

恵
那

明
知

へ
、
明

智
鉄

道
で

恵
那

駅
（
一

日
コ

ー
ス

） 

浅
野

 
女

 
7

5
歳

以
上

 

私
た

ち
夫

婦
は

農
業

を
や

っ
て

お
り

、
鳥

獣
被

害
に

悲
鳴

を
上

げ
て

い
る

。
電

気
柵

、
ト

タ
ン

、
ヒ

モ
、
檻

な
ど

役
に

立
た

ず
、
困

っ
て

い
る

。
猪

が
掘

っ
た

と
こ

ろ
か

ら
土

砂
崩

れ
も

起
き

て
い

る
た

め
、
対

策
に

力
を

入
れ

て
ほ

し
い

。
環

境
美

化
な

ど
の

草
刈

り
も

年
寄

り
ば

か
り

で
や

っ
て

い
る

が
、
末

に
は

こ
う

し
た

行
事

も
継

続
は

無
理

。
も

っ
と

視
点

を
変

え
、
考

え
て

も
ら

い
た

い
。
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

・
矢

作
川

に
親

し
む

行
事

の
開

発
（小

学
生

の
釣

り
教

室
等

）
 

・
矢

作
川

の
雑

魚
の

種
類

が
減

少
し

た
原

因
調

査
と

対
策

を
実

施
し

、
昭

和
3

0
年

代
の

川
の

状
態

に
戻

す
こ

と
 

浅
野

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
道

路
の

整
備

等
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

・
空

き
家

の
整

理
 

・
旭

地
区

の
施

設
や

イ
ベ

ン
ト

の
参

加
 

 
体

調
が

悪
く

、
〇

印
を

つ
け

て
も

参
加

で
き

な
い

た
め

、
不

記
入

 

浅
野

 
女

 
7

5
歳

以
上

 

地
区

の
問

題
  

最
近

猿
が

増
え

て
、
お

金
・
手

間
を

掛
け

 

野
菜

を
作

っ
て

も
猿

に
食

わ
れ

全
滅

大
変

悲
し

い
で

す
。
 

年
々

増
え

ま
す

。
早

急
に

対
策

出
来

な
い

で
し

ょ
う

か
。
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

地
区

の
問

題
 

・
野

菜
を

作
っ

て
い

る
家

庭
は

 

皆
さ

ん
猿

に
野

菜
を

食
わ

れ
て

困
っ

て
い

る
。
（野

菜
全

） 

・
く

ま
も

こ
わ

い
が

さ
る

は
ま

だ
悪

い
。
 

行
政

で
対

策
を

考
え

て
も

ら
え

な
い

で
す

か
。
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

1
.農

林
業

に
必

要
な

予
算

 

2
.幹

線
道

と
生

活
道

路
予

算
と

災
害

に
強

い
道

路
 

3
.交

通
環

境
へ

の
整

備
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

須
渕

町
の

場
合

、
自

主
避

難
所

は
旭

支
所

で
あ

る
。
往

路
の

が
け

崩
れ

が
心

配
で

あ
る

。
浅

谷
ト

ン

ネ
ル

が
完

成
す

れ
ば

心
配

無
く

な
る

が
遠

い
。
浅

野
会

館
を

避
難

所
と

す
べ

き
整

備
（裏

山
の

山
崩

れ
防

止
対

応
）
を

し
て

も
ら

い
た

い
。
 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

高
齢

化
が

進
ん

で
田

、
畑

も
続

け
る

事
が

大
変

に
な

り
つ

つ
も

そ
れ

で
も

毎
日

一
生

懸
命

働
い

て

い
る

人
も

い
ま

す
 

し
か

し
最

近
で

は
さ

る
、
ハ

ク
ビ

シ
ン

、
イ

ノ
シ

シ
な

ど
に

め
ち

ゃ
く

ち
ゃ

に
さ

れ

て
心

が
折

れ
る

事
が

多
く

こ
れ

に
対

す
る

対
策

を
な

ん
と

か
し

て
ほ

し
い

で
す

 

浅
野

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
む

つ
か

し
い

事
で

す
ね

。
 

浅
野

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
高

令
で

体
調

不
良

と
な

り
若

い
方

に
期

待
い

た
し

ま
す

。
 

小
渡

 
女

 
中

学
生

 
旭

の
事

に
つ

い
て

知
っ

て
も

ら
う

 

小
渡

 
女

 
1
9

～
2

9
歳

 
移

住
者

が
増

え
て

、
に

ぎ
や

か
な

町
に

な
る

と
良

い
。
高

齢
化

に
な

っ
て

き
て

い
る

た
め

、
で

き
る

よ
う

な
ら

池
島

の
ぬ

く
も

り
の

里
、
同

敷
地

内
に

特
養

が
あ

る
と

良
い

。
 

小
渡

 
男

 
3

0
～

3
9

歳
 

若
者

、
子

育
て

世
代

が
住

む
家

が
足

り
な

い
、
建

て
ら

れ
な

い
。
中

年
、
壮

年
世

代
の

地
域

活
動

や

文
化

継
承

に
必

要
な

人
手

も
少

な
い

。
 

小
渡

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

観
光

す
る

場
所

が
な

い
。
も

う
一

度
来

た
い

と
思

わ
な

い
と

思
う

。
特

産
品

が
な

い
（
あ

る
け

ど
ア

ピ
ー

ル
で

き
て

い
な

い
） 

小
渡

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

長
ら

く
関

係
人

口
だ

っ
た

け
れ

ど
、
移

住
し

て
数

か
月

。
ま

だ
地

域
の

こ
と

な
ど

わ
か

ら
な

い
こ

と

だ
ら

け
。
過

疎
、
少

子
高

齢
化

が
色

ん
な

影
を

落
と

す
中

、
今

住
ん

で
い

る
人

と
外

か
ら

移
り

住
ん

で
き

た
人

が
、
幸

福
に

楽
し

く
、
長

く
こ

の
土

地
で

暮
ら

し
て

い
け

る
た

め
の

ま
ち

づ
く

り
が

さ
れ

て

い
く

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。
 

小
渡

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

住
み

や
す

い
地

区
に

し
た

い
。
無

理
に

行
事

や
イ

ベ
ン

ト
を

し
な

い
方

が
よ

い
。
 

小
渡

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

観
光

ス
ポ

ッ
ト

の
充

実
と

特
産

品
な

ど
の

開
発

、
知

名
度

向
上

。
 

旭
に

は
遊

ぶ
場

所
が

無
さ

す
ぎ

る
。
子

供
た

ち
が

遊
べ

る
公

園
も

無
い

し
、
大

人
が

集
え

る
居

酒
屋

も
無

い
。
残

念
で

す
ね

。
 

49



旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
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ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

小
渡

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

移
住

者
・
定

住
者

等
の

受
け

入
れ

は
積

極
的

に
行

わ
れ

て
お

り
、
あ

る
程

度
の

成
果

は
あ

る
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
そ

れ
以

前
に

地
元

の
若

い
人

が
外

へ
出

て
い

か
な

い
様

に
す

る
こ

と
が

大
事

か
と

思

い
ま

す
。
 

小
渡

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

街
づ

く
り

を
し

て
ほ

し
い

 

小
渡

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

人
口

が
減

少
し

て
い

く
中

で
、
お

も
て

な
し

を
し

な
が

ら
手

伝
っ

て
も

ら
う

の
で

は
な

く
、
旭

地
区

で

の
イ

ベ
ン

ト
、
行

事
を

住
民

と
と

も
に

作
り

あ
げ

て
い

っ
て

く
れ

る
よ

う
に

、
人

達
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

で
は

な
い

か
と

思
う

。
そ

う
い

っ
た

風
土

に
な

っ
て

、
受

け
入

れ
て

い
け

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

感
じ

る
。
 

小
渡

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

限
界

集
落

と
言

わ
れ

久
し

い
が

、
住

民
の

み
な

さ
ん

の
力

で
こ

こ
ま

で
よ

く
が

ん
ば

っ
て

き
た

と
思

う
。
た

だ
全

体
的

な
高

齢
化

が
進

み
、
こ

れ
ま

で
と

同
じ

こ
と

を
維

持
す

る
だ

け
で

も
限

界
が

あ

る
。
新

し
い

試
み

も
大

切
で

あ
る

が
、
様

々
な

行
事

を
簡

素
化

し
、
時

間
的

に
余

裕
の

あ
る

生
活

が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
急

務
だ

と
思

う
。
 

小
渡

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

・
若

者
が

住
む

こ
と

が
で

き
る

住
居

の
整

備
 

・
急

傾
斜

地
の

見
直

し
 

小
渡

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

ど
ん

な
こ

と
が

ら
も

続
け

て
い

く
こ

と
は

大
変

労
力

が
か

か
り

ま
す

。
で

き
る

限
り

続
け

て
い

く
努

力
は

必
要

で
す

が
、
負

担
が

大
き

く
な

り
す

ぎ
て

も
い

け
な

い
の

で
、
そ

の
あ

た
り

の
折

り
合

い
の

ｔ

け
方

が
何

事
も

難
し

い
と

思
い

ま
す

。
 

小
渡

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

家
族

を
養

っ
て

い
け

る
安

定
し

た
職

場
。
難

し
い

と
は

思
う

が
、
仕

事
が

あ
り

生
活

の
基

盤
が

で
き

て
い

け
ば

若
い

人
も

定
着

す
る

の
で

は
？

 

小
渡

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

旭
へ

の
移

住
者

が
散

見
さ

れ
、
子

供
た

ち
の

声
が

戻
り

つ
つ

あ
る

の
は

う
れ

し
い

こ
と

。
一

度
に

た

く
さ

ん
移

住
者

を
受

け
入

れ
る

と
地

元
民

と
の

軋
轢

が
生

じ
る

の
で

、
少

し
ず

つ
受

け
入

れ
、
地

元

民
が

移
住

者
に

慣
れ

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
う

。
 

小
渡

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

・
若

い
世

代
を

ど
ん

ど
ん

受
け

入
れ

て
い

く
（住

宅
や

仕
事

） 

・
環

境
作

り
に

取
り

組
ん

で
行

く
べ

き
（
個

人
で

は
や

っ
て

い
る

し
、
や

っ
て

い
き

ま
す

が
・・

・）
 

小
渡

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

環
境

を
充

実
さ

せ
て

ほ
し

い
。
光

ケ
ー

ブ
ル

に
5

G
の

ア
ン

テ
ナ

等
を

設
置

し
て

も
ら

え
れ

ば
、
働

く
人

が
増

え
、
人

口
流

出
も

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

と
思

う
。
早

急
に

お
願

い
し

ま

す
。
 

小
渡

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

空
き

家
バ

ン
ク

の
活

用
 

小
渡

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

高
齢

者
が

安
心

し
て

生
活

で
き

る
環

境
整

備
、
防

災
 

小
渡

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

旭
地

区
の

住
民

と
他

の
地

区
の

人
々

に
、
多

く
の

方
々

に
「
認

知
し

て
も

ら
う

こ
と

」
が

重
要

だ
と

思

う
。
 

小
渡

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

現
在

の
イ

ベ
ン

ト
を

中
止

す
る

こ
と

な
く

継
続

し
て

い
く

シ
ス

テ
ム

を
作

る
 

小
渡

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

高
齢

化
が

進
ん

で
い

く
こ

と
は

避
け

ら
れ

な
い

現
実

だ
が

、
健

康
寿

命
を

少
し

で
も

長
く

維
持

で
き

る
取

り
組

み
を

し
て

ほ
し

い
 

小
渡

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

近
年

、
地

震
・
災

害
・
有

事
の

危
険

が
心

配
さ

れ
て

い
る

。
生

活
に

一
番

大
事

な
食

に
つ

い
て

田
舎

で
あ

る
旭

に
期

待
さ

れ
て

い
る

の
は

、
環

境
の

良
い

と
こ

ろ
に

住
み

、
農

業
を

し
な

が
ら

豊
田

市
内

で
賃

金
を

得
る

”
兼

業
農

家
の

ス
ス

メ
”で

あ
る

。
人

口
減

少
を

抑
え

、
農

地
の

活
性

化
、
地

域
の

老

人
た

ち
の

生
き

が
い

に
つ

な
が

る
と

思
う

。
（指

導
や

技
術

の
伝

承
、
農

作
業

の
軽

減
）
 

小
渡

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

つ
ぶ

れ
そ

う
な

商
店

が
あ

れ
ば

、
町

全
体

で
テ

コ
入

れ
し

、
軌

道
に

乗
せ

る
。
 

ネ
ッ

ト
環

境
を

充
実

さ
せ

、
町

の
魅

力
、
求

人
情

報
等

に
よ

り
人

を
集

め
育

て
る

。
 

A
I

を
フ

ル
活

用
し

て
人

手
不

足
を

解
消

す
る

。
 

産
業

政
策

が
必

要
。
 

小
渡

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

家
の

建
て

替
え

の
で

き
る

地
区

の
整

備
と

、
子

供
を

育
て

や
す

く
す

る
整

備
と

2
人

目
以

上
の

子

供
の

補
助

金
を

進
め

る
 

お
役

を
少

な
く

す
る

。
 

小
渡

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

風
鈴

祭
の

街
中

の
か

ざ
り

の
充

実
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

小
渡

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

工
場

(働
け

る
場

所
）
の

誘
致

が
大

事
、
地

形
が

山
岳

地
形

な
の

で
、
平

地
が

少
な

く
、
な

か
な

か
土

地
造

成
し

に
く

い
が

、
働

く
場

所
が

整
え

ば
人

口
も

増
え

る
し

、
消

費
も

増
え

、
あ

ら
ゆ

る
産

業
が

活

発
に

な
り

、
良

好
な

サ
イ

ク
ル

が
生

ま
れ

る
。
 

小
渡

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

高
齢

化
が

進
む

中
、
近

所
付

き
合

い
が

大
切

に
な

っ
て

く
る

と
思

う
。
そ

の
繋

が
り

を
維

持
し

て
い

く
こ

と
が

課
題

だ
と

思
う

。
 

小
渡

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

草
刈

り
等

の
作

業
が

今
ま

で
通

り
に

で
き

な
く

な
っ

て
き

て
い

る
。
考

え
る

時
期

。
 

小
渡

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

鹿
が

増
え

す
ぎ

て
農

作
物

へ
の

被
害

が
甚

大
。
鹿

が
激

減
す

る
取

り
組

み
を

。
街

づ
く

り
と

は
直

接

関
係

な
い

が
、
追

求
す

る
こ

と
は

大
事

だ
と

思
う

。
 

小
渡

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

旭
地

区
の

道
路

改
良

が
不

十
分

で
あ

る
。
ま

だ
ま

だ
市

道
県

道
の

整
備

が
さ

れ
て

い
な

い
道

路
が

多
く

、
順

次
整

備
を

提
案

す
る

。
生

活
道

路
、
災

害
道

路
、
福

祉
道

路
、
重

要
だ

と
思

う
。
 

小
渡

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

小
渡

風
鈴

ま
つ

り
は

各
方

面
か

ら
大

勢
の

皆
さ

ん
が

特
に

（土
）（

日
）は

ゆ
か

た
を

き
た

着
た

人
た

ち
が

行
っ

た
り

来
た

り
に

ぎ
わ

い
気

持
ち

の
良

い
日

が
あ

り
ま

す
。
長

く
続

い
て

い
ま

す
が

、
も

う

一
工

夫
す

れ
ば

も
っ

と
良

い
祭

り
に

な
る

と
思

い
ま

す
。
ま

た
天

王
祭

の
花

火
大

会
も

、
た

く
さ

ん

の
人

が
見

学
さ

れ
ま

す
。
大

変
な

人
出

と
な

り
ま

す
。
 

小
渡

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
空

き
家

バ
ン

ク
の

活
用

、
山

や
川

等
の

自
然

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

。
 

小
渡

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
夢

か
け

風
鈴

、
イ

ベ
ン

ト
 

小
渡

 
女

 
7

5
歳

以
上

 

小
渡

こ
ど

も
園

の
人

口
が

少
な

く
て

、
敷

島
ば

か
り

多
く

、
な

ぜ
バ

ラ
ン

ス
を

よ
く

し
な

い
の

か
。
プ

ー
ル

を
作

っ
て

い
た

だ
き

た
い

（老
人

が
多

く
な

り
、
体

力
作

り
に

い
い

と
思

い
ま

す
。
旭

中
に

も
あ

り
ま

す
が

、
も

う
一

つ
小

渡
小

学
校

に
も

）
 

小
渡

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
旭

高
原

元
気

村
を

市
民

の
憩

い
の

場
と

し
て

整
備

さ
れ

る
と

よ
い

と
思

う
。
 

小
渡

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
介

木
川

両
岸

の
大

木
の

整
備

 

小
渡

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
若

者
も

自
然

の
中

で
の

生
活

を
喜

ぶ
人

も
多

い
と

思
う

。
ネ

ッ
ト

が
も

っ
と

つ
な

が
る

と
良

い
。
不

便
な

と
こ

ろ
、
自

然
な

と
こ

ろ
が

良
い

と
思

う
。
 

小
渡

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

旭
地

区
だ

け
で

自
己

完
結

的
に

は
街

づ
く

り
を

や
る

こ
と

は
難

し
い

。
そ

の
た

め
も

あ
っ

て
の

平
成

の
合

併
だ

と
思

う
が

・
・・

「自
主

的
組

織
化

と
、
そ

の
活

動
に

は
予

算
を

考
え

て
あ

げ
よ

う
」
と

の
政

策
の

た
め

に
は

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
取

れ
る

人
材

育
成

と
交

流
の

場
が

必
要

と
思

う
が

・
・・

 

小
渡

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
高

齢
者

が
参

加
し

や
す

い
よ

う
に

、
バ

ス
・
車

の
手

配
を

し
て

ほ
し

い
 

小
渡

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
山

間
地

域
の

暮
ら

し
を

支
え

る
重

要
な

も
の

は
、
ま

ず
道

路
。
旭

地
区

は
ダ

ム
建

設
時

代
に

道
路

整

備
を

し
て

い
れ

ば
よ

か
っ

た
と

思
う

。
県

道
市

道
の

整
備

等
取

り
組

ん
で

行
く

べ
き

だ
と

思
う

。
 

小
渡

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
温

泉
を

是
非

設
置

し
て

ほ
し

い
 

小
渡

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
地

元
の

太
鼓

は
絶

対
に

直
し

て
は

な
ら

な
い

 

笹
戸

 
女

 
中

学
生

 
多

様
な

価
値

観
が

あ
る

な
か

で
、
す

べ
て

を
や

る
の

は
難

し
い

。
各

地
域

で
大

切
に

し
た

い
こ

と

（
優

先
度

）
を

明
確

化
し

、
住

民
が

納
得

し
た

上
で

取
り

組
ん

で
い

け
る

と
良

い
。
 

笹
戸

 
女

 
1
5

～
1
9

歳
 

お
祭

り
や

イ
ベ

ン
ト

の
再

開
、
増

加
を

し
て

ほ
し

い
 

笹
戸

 
男

 
3

0
～

3
9

歳
 

地
域

の
景

観
を

保
つ

た
め

の
草

刈
り

 

笹
戸

 
女

 
3

0
～

3
9

歳
 

道
路

の
草

刈
り

や
耕

作
放

棄
地

の
草

刈
り

な
ど

町
内

会
で

も
実

施
し

て
い

る
が

、
手

が
回

っ
て

い

な
い

と
こ

ろ
も

多
く

、
景

観
が

良
く

な
い

の
で

な
ん

と
か

し
た

い
。
観

光
施

策
に

も
獣

対
策

に
も

な

る
と

思
う

。
 

笹
戸

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

川
や

森
と

い
っ

た
自

然
、
祭

り
な

ど
の

行
事

。
こ

れ
ら

旭
地

区
に

元
々

あ
る

モ
ノ

を
活

か
し

、
市

街
地

の
人

々
が

求
め

る
モ

ノ
を

提
供

で
き

る
街

づ
く

り
を

し
て

い
く

。
 

笹
戸

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

①
や

は
り

、
水

の
郷

が
旭

の
軸

と
考

え
る

。
「
水

」を
コ

ン
セ

プ
ト

と
し

た
事

業
や

取
り

組
み

を
強

く
打

ち
出

す
べ

き
。
温

泉
が

3
か

所
存

在
し

て
い

る
が

、
と

て
も

温
泉

郷
と

言
っ

て
い

い
レ

ベ
ル

で
は

な

い
。
そ

の
点

、
日

本
酒

は
矢

作
ダ

ム
貯

蔵
酒

な
ど

対
内

外
に

発
信

し
て

い
る

。
鮎

釣
り

も
同

様
に

今

か
ら

で
も

水
の

郷
の

復
権

へ
。
 

②
空

き
家

バ
ン

ク
に

つ
い

て
：
従

来
住

み
暮

ら
す

東
加

茂
住

民
を

不
幸

に
し

て
い

な
い

か
？

制
度

の

見
直

し
を

強
く

求
め

る
 

③
正

直
者

が
バ

カ
を

見
る

風
潮

が
旭

に
は

あ
る

。
ど

ん
ど

ん
住

み
づ

ら
く

な
っ

て
い

く
。
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笹
戸

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

新
し

く
何

か
を

興
す

の
で

は
な

く
、
今

あ
る

も
の

（
例

え
ば

笹
戸

温
泉

や
水

の
郷

 旭
と

言
わ

れ
る

由

縁
と

な
っ

た
も

の
）を

使
っ

て
い

く
べ

き
だ

と
思

う
。
せ

っ
か

く
矢

作
ダ

ム
、
矢

作
川

が
あ

る
の

だ
か

ら
、
こ

れ
ら

を
も

っ
と

活
か

し
て

ほ
し

い
。
 

小
渡

こ
ど

も
園

に
園

児
が

い
る

間
は

残
し

て
ほ

し
い

。
小

学
校

も
今

後
児

童
が

減
っ

て
も

合
併

は
し

な
い

で
ほ

し
い

。
 

ス
ー

パ
ー

の
誘

致
を

検
討

し
て

ほ
し

い
。
 

笹
戸

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

道
路

整
備

、
土

砂
対

策
等

の
安

全
対

策
、
観

光
 

笹
戸

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

今
あ

る
行

事
を

形
を

変
え

て
で

も
続

け
て

い
け

る
よ

う
次

世
代

へ
教

え
て

ほ
し

い
（
祭

の
笛

、
太

鼓
、
し

め
縄

作
り

等
） 

笹
戸

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

持
続

で
き

る
町

内
会

活
動

の
取

り
組

み
（1

0
-1

5
年

後
、
町

内
会

が
存

続
し

て
い

る
の

か
不

安
） 

笹
戸

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

定
住

促
進

で
は

な
く

、
企

業
誘

致
（働

き
場

所
）
を

小
規

模
か

ら
徐

々
に

進
め

、
働

き
た

い
人

や
こ

こ

で
自

ら
住

み
た

い
人

が
安

定
し

て
居

住
で

き
る

仕
組

み
を

整
え

る
施

策
に

す
る

。
無

理
に

移
住

さ

せ
な

い
。
家

賃
、
土

地
代

が
安

い
か

ら
と

い
う

理
由

で
の

人
集

め
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

壊
れ

る
原

因

と
な

り
か

ね
な

い
。
 

笹
戸

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

本
当

に
思

う
こ

と
な

ん
て

書
け

な
い

 

笹
戸

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

１
０

年
後

、
２

0
年

後
も

旭
で

暮
ら

し
続

け
て

い
け

る
よ

う
、
地

域
の

つ
な

が
り

が
時

代
に

合
わ

せ
て

形
を

変
え

つ
つ

も
持

続
で

き
れ

ば
と

思
う

。
そ

う
願

っ
て

い
る

。
 

笹
戸

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

小
さ

く
て

も
よ

い
の

で
、
ス

ー
パ

ー
が

ほ
し

い
 

笹
戸

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

住
民

が
住

む
の

に
必

要
な

施
設

、
出

て
行

っ
た

住
民

が
戻

っ
て

く
る

、
新

し
い

住
民

が
住

み
た

く
な

る
よ

う
な

施
設

の
設

置
と

、
道

路
の

安
全

確
保

を
お

願
い

し
た

い
。
現

状
、
県

道
を

見
る

と
、
歩

道
を

歩
け

な
い

道
が

ほ
と

ん
ど

。
見

直
し

を
お

願
い

し
ま

す
。
 

笹
戸

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

し
き

し
ま

の
家

に
行

っ
て

思
っ

た
が

、
近

所
の

人
が

気
軽

に
集

ま
れ

る
と

こ
ろ

が
で

き
て

う
れ

し
い

と
言

わ
れ

る
人

が
多

い
。
地

域
で

集
ま

れ
る

場
所

が
も

っ
と

あ
る

と
う

れ
し

い
。
 

笹
戸

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

若
者

が
旭

地
区

に
住

み
た

い
と

思
え

る
よ

う
な

仲
間

づ
く

り
 

笹
戸

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

高
齢

者
が

増
え

子
供

が
少

な
い

状
態

は
、
若

者
（働

く
現

役
世

代
）
の

負
担

増
を

招
き

か
ね

な
い

。

若
い

世
代

が
帰

っ
て

来
て

、
安

心
し

て
子

育
て

で
き

る
地

域
づ

く
り

が
で

き
る

と
よ

い
と

思
う

が
、

難
し

い
。
高

齢
に

な
っ

て
も

元
気

な
方

は
、
地

域
の

担
い

手
と

な
っ

て
活

躍
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、
女

性
も

も
っ

と
各

方
面

で
そ

の
能

力
を

発
揮

し
て

ほ
し

い
と

願
っ

て
い

る
。
 

笹
戸

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

外
国

か
ら

の
人

が
増

え
て

き
て

、
地

域
の

行
事

等
い

ろ
い

ろ
な

障
害

が
増

え
て

き
て

い
る

と
思

う
 

笹
戸

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

・
移

住
者

が
多

く
な

る
の

は
よ

い
が

、
旭

住
民

の
良

き
と

こ
ろ

が
な

く
な

ら
な

い
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
！

 

・
さ

さ
ゆ

り
の

キ
ャ

ン
プ

場
（
有

料
）と

無
料

の
河

原
を

利
用

す
る

人
の

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
考

え
ら

れ

た
ら

と
思

う
！

 

・
こ

ど
も

園
、
小

中
学

校
の

今
後

の
在

り
方

！
 

笹
戸

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

地
区

内
で

の
収

入
確

保
 

笹
戸

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

旭
地

区
は

愛
知

県
で

初
め

て
紙

漉
き

が
さ

れ
た

場
所

で
、
三

河
森

下
紙

が
漉

か
れ

て
い

た
。
全

国

的
に

無
く

な
っ

て
い

る
紙

漉
き

は
本

当
に

い
い

仕
事

で
、
必

ず
日

本
に

残
さ

な
く

て
は

な
ら

な
い

伝

統
工

芸
。
次

の
世

代
、
未

来
あ

る
子

供
た

ち
の

た
め

に
「
旭

で
和

紙
づ

く
り

」
と

し
て

継
承

を
行

い
、

紙
の

好
き

な
人

た
ち

、
修

復
家

、
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
、
海

外
の

人
た

ち
が

来
ら

れ
、
自

由
に

も
の

づ
く

り

が
で

き
、
旭

地
域

が
美

術
や

音
楽

を
中

心
に

し
た

ア
ー

ト
の

街
づ

く
り

を
し

、
1
0

年
後

、
1
0

0
年

後

の
旭

地
区

を
考

え
て

い
る

。
ど

う
か

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
 

笹
戸

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

皆
さ

ん
頑

張
っ

て
い

る
。
も

っ
と

行
事

に
み

ん
な

参
加

し
て

ほ
し

い
。
 

笹
戸

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

景
観

の
改

善
、
耕

作
放

棄
地

を
減

ら
す

o
r

美
化

（
草

刈
り

）、
日

本
の

里
山

・田
園

風
景

を
復

活
、
美

し
い

里
山

、
不

便
さ

の
価

値
を

高
め

る
 

笹
戸

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

移
住

者
は

も
っ

と
謙

虚
に

な
っ

て
ほ

し
い

。
移

住
者

に
頼

る
こ

と
な

く
、
地

元
の

人
に

が
ん

ば
っ

て

ほ
し

い
。
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を
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ト
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 結
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笹
戸

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

若
い

人
が

自
宅

か
ら

通
勤

で
き

る
よ

う
に

働
く

場
所

の
検

討
→

若
い

人
が

旭
か

ら
出

て
行

か
な

い

魅
力

あ
る

地
域

づ
く

り
。
 

子
供

が
少

な
い

→
未

婚
者

が
多

い
。
 

笹
戸

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
田

畑
だ

け
で

な
く

、
鳥

獣
が

多
く

、
安

心
し

て
住

む
こ

と
が

で
き

な
い

 

笹
戸

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
ア

ン
ケ

ー
ト

～
何

が
知

り
た

い
の

？
 

笹
戸

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
笹

戸
温

泉
の

再
開

発
を

望
ん

で
い

る
 

笹
戸

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
笹

戸
温

泉
の

復
活

 

笹
戸

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
高

齢
者

が
年

々
多

く
な

る
。
家

に
て

引
き

こ
も

り
に

な
ら

な
い

よ
う

な
、
誰

に
で

も
で

き
る

、
運

動
を

か
ね

た
遊

び
の

よ
う

な
行

事
を

取
り

入
れ

て
ほ

し
い

。
 

笹
戸

 
回

答
し

な
い

 
回

答
し

な
い

 
人

、
特

に
若

者
が

ど
ん

ど
ん

減
っ

て
い

る
の

に
、
何

か
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
 

敷
島

 
男

 
中

学
生

 
楽

し
い

行
事

つ
く

っ
て

 

敷
島

 
男

 
中

学
生

 
特

に
な

い
 

敷
島

 
女

 
中

学
生

 
ク

マ
と

か
の

被
害

を
減

ら
す

 

敷
島

 
男

 
1
5

～
1
9

歳
 

今
後

、
力

を
入

れ
取

り
組

ん
で

行
く

べ
き

だ
と

思
う

こ
と

は
、
日

用
品

な
ど

を
売

っ
て

い
る

場
所

を

山
間

部
に

も
作

る
べ

き
。
 

敷
島

 
女

 
1
5

～
1
9

歳
 

正
直

な
と

こ
ろ

、
中

学
生

や
高

校
生

な
ど

の
若

者
が

楽
し

め
る

地
域

イ
ベ

ン
ト

が
コ

ロ
ナ

禍
以

降
減

少
し

て
い

る
。
あ

さ
ひ

ま
つ

り
や

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
タ

は
コ

ロ
ナ

前
の

よ
う

に
や

っ
て

ほ
し

い
。
ス

ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
タ

は
も

う
少

し
若

い
世

代
が

競
技

に
参

加
し

て
い

け
ば

、
継

続
し

て
い

け
る

と
思

う
。
あ

と
、
学

生
の

中
で

「
小

渡
の

イ
ベ

ン
ト

は
小

渡
の

人
の

み
、
敷

島
の

イ
ベ

ン
ト

は
敷

島
の

人
の

み
が

参

加
す

る
」と

い
う

変
な

偏
見

が
あ

る
の

で
、
そ

こ
を

少
し

で
も

な
く

せ
ば

も
っ

と
よ

い
と

思
う

。
イ

ベ

ン
ト

の
時

だ
け

で
も

交
通

機
関

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

敷
島

 
女

 
1
9

～
2

9
歳

 
高

齢
者

が
多

い
地

域
な

の
で

、
多

発
し

て
い

る
詐

欺
や

犯
罪

な
ど

の
啓

蒙
活

動
に

力
を

入
れ

て
あ

げ
て

ほ
し

い
 

敷
島

 
男

 
1
9

～
2

9
歳

 
放

置
さ

れ
た

針
葉

樹
の

間
伐

 

敷
島

 
女

 
1
9

～
2

9
歳

 
山

が
多

い
の

で
、
少

し
ず

つ
で

も
杉

や
ヒ

ノ
キ

で
は

な
く

、
広

葉
樹

（
花

が
キ

レ
イ

な
も

の
や

、
蜜

源

植
物

、
実

の
な

る
も

の
な

ど
）
を

植
え

て
い

き
た

い
。
い

つ
か

旭
の

資
源

と
な

っ
た

ら
い

い
。
 

敷
島

 
男

 
3

0
～

3
9

歳
 

総
合

体
育

館
に

ク
ー

ラ
ー

を
付

け
て

ほ
し

い
。
 

敷
島

 
女

 
3

0
～

3
9

歳
 

移
住

者
が

増
え

て
子

供
が

多
く

な
っ

て
い

る
の

に
、
遊

ぶ
場

所
が

少
な

い
。
公

園
等

、
小

さ
い

子
連

れ
が

遊
べ

る
場

所
が

ほ
し

い
。
 

敷
島

 
回

答
し

な
い

 
3

0
～

3
9

歳
 

旭
内

で
コ

ン
パ

ク
ト

シ
テ

ィ
を

目
指

し
、
で

き
る

だ
け

中
心

地
に

人
を

集
め

て
い

く
と

支
え

合
い

や

助
け

合
い

が
し

や
す

く
な

る
の

で
は

 

敷
島

 
男

 
3

0
～

3
9

歳
 

地
域

を
未

来
へ

残
す

な
ら

、
子

育
て

、
子

供
の

た
め

の
施

策
の

充
実

を
。
今

の
人

口
比

に
対

応
し

た

施
策

の
取

り
方

で
は

、
そ

の
人

口
比

傾
向

を
加

速
さ

せ
る

。
（
よ

り
高

齢
化

が
進

む
） 

増
や

し
た

い

層
の

た
め

の
施

策
を

取
り

ま
し

ょ
う

！
 

敷
島

 
女

 
3

0
～

3
9

歳
 

子
供

が
も

っ
と

遊
べ

る
場

所
が

ほ
し

い
。
移

住
者

の
受

け
入

れ
。
人

口
減

少
が

少
し

で
も

ゆ
る

や
か

に
な

る
よ

う
な

取
り

組
み

。
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

町
を

い
か

に
集

約
さ

せ
て

い
く

か
。
支

所
を

な
く

し
て

も
い

い
と

思
う

。
先

の
短

い
年

寄
り

の
意

見

ば
か

り
聞

い
て

も
仕

方
が

な
い

。
年

寄
り

の
意

見
よ

り
も

若
者

の
意

見
を

優
先

し
て

考
え

る
べ

き
。

ム
ダ

な
と

こ
ろ

に
お

金
を

使
わ

な
い

。
自

ら
好

ん
で

山
奥

に
住

ん
で

お
き

な
が

ら
、
バ

ス
代

を
無

料

に
し

ろ
と

か
い

う
自

分
本

位
な

意
見

は
聞

く
必

要
が

な
い

。
草

刈
が

大
変

な
ら

除
草

剤
を

も
っ

と
使

え
ば

よ
い

の
で

は
。
 

敷
島

 
男

 
3

0
～

3
9

歳
 

2
0

-3
0

代
の

若
い

世
代

・
夫

婦
で

旭
に

住
み

た
い

と
考

え
る

人
は

、
行

政
等

が
把

握
し

て
い

る
よ

り
も

多
く

い
る

と
思

う
。
私

の
知

人
も

旭
に

住
め

る
場

所
を

検
討

し
て

い
た

が
、
見

つ
か

ら
ず

諦
め

た
。
豊

田
の

市
街

地
で

ア
パ

ー
ト

を
探

す
の

と
同

じ
く

ら
い

簡
単

に
検

討
で

き
る

こ
と

が
必

要
だ

と

思
う

。
市

営
住

宅
の

戸
数

は
足

り
て

い
な

い
と

思
う

。
戸

建
て

を
建

て
る

こ
と

の
で

き
る

分
譲

地
も

必
要

だ
と

思
う

。
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敷
島

 
男

 
3

0
～

3
9

歳
 

定
住

を
希

望
さ

れ
る

方
が

い
て

も
家

を
建

て
ら

れ
る

土
地

が
少

な
く

、
人

口
増

加
に

つ
な

が
り

づ
ら

い
。
空

き
家

バ
ン

ク
等

で
は

な
く

、
将

来
的

に
定

住
で

き
る

よ
う

な
宅

地
提

供
が

必
要

だ
と

思
う

。

ま
た

、
子

供
ら

が
気

軽
に

集
ま

っ
て

遊
べ

る
公

園
等

が
ほ

し
い

。
 

敷
島

 
女

 
3

0
～

3
9

歳
 

子
育

て
し

や
す

い
環

境
も

大
切

だ
が

、
高

齢
者

が
増

え
て

い
く

と
思

う
の

で
、
高

齢
者

に
優

し
い

町

づ
く

り
が

最
優

先
。
ま

た
、
高

齢
者

を
支

え
る

世
代

の
人

材
の

確
保

。
 

敷
島

 
女

 
3

0
～

3
9

歳
 

・
山

の
手

入
れ

 

・
宿

と
連

携
し

た
観

光
の

在
り

方
 

・
旭

に
多

い
お

寺
や

神
社

の
活

用
 

・
旭

に
向

い
て

い
る

農
作

物
の

普
及

 

敷
島

 
女

 
3

0
～

3
9

歳
 

個
人

的
に

は
観

光
よ

り
も

住
み

や
す

さ
を

ア
ピ

ー
ル

し
て

、
定

住
・
移

住
を

促
進

し
た

方
が

い
い

と

思
う

。
豊

田
に

も
名

古
屋

に
も

通
勤

し
や

す
く

、
静

か
な

山
里

と
し

て
住

み
た

い
人

は
い

る
と

思
う

。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

雇
用

。
仕

事
さ

え
あ

れ
ば

（
充

実
し

て
い

れ
ば

）若
い

人
も

集
ま

り
や

す
く

な
る

の
で

は
。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

光
回

線
の

充
実

、
水

資
源

の
保

護
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

旭
に

限
っ

た
こ

と
で

は
な

い
が

、
少

子
高

齢
化

が
進

み
人

口
減

少
が

ま
す

ま
す

加
速

し
て

い
く

中

で
、
移

住
定

住
の

ひ
と

つ
大

き
な

カ
ギ

と
な

る
の

が
教

育
だ

と
思

う
。
他

県
で

は
教

育
に

力
を

入

れ
、
移

住
者

が
増

え
た

事
例

も
あ

る
。
今

、
多

様
な

教
育

ニ
ー

ズ
が

増
加

、
こ

の
山

間
部

で
自

然
豊

か
な

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

教
育

を
展

開
し

て
み

て
は

？
島

根
発

「
地

域
み

ら
い

留
学

」
な

ど
は

移
住

や
関

係
人

口
が

増
え

た
と

聞
い

た
。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

と
り

あ
え

ず
人

が
集

ま
ら

な
い

（
住

ま
な

い
）こ

と
に

は
始

ま
ら

な
い

の
で

、
定

住
が

進
む

よ
う

に
衣

食
住

の
確

保
と

、
そ

の
た

め
の

就
労

場
所

の
確

保
が

必
要

か
と

思
う

。
 

敷
島

 
回

答
し

な
い

 
4

0
～

4
9

歳
 

高
齢

者
の

方
が

一
生

懸
命

作
っ

た
野

菜
を

動
物

に
食

べ
ら

れ
、
田

畑
を

荒
ら

す
た

め
、
鳥

獣
害

対
策

に
力

を
入

れ
て

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

。
網

は
動

物
が

噛
み

ち
ぎ

っ
て

し
ま

う
た

め
、
細

い
金

網
で

対

策
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

敷
島

 
回

答
し

な
い

 
4

0
～

4
9

歳
 

市
道

も
ち

ゃ
ん

と
草

刈
り

等
を

し
て

ほ
し

い
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

中
学

生
の

事
業

で
ハ

ラ
ペ

ー
ニ

ョ
の

こ
と

を
知

っ
て

好
き

に
な

り
、
自

分
で

畑
で

育
て

、
今

年
初

め

て
出

荷
し

た
。
中

学
生

や
足

助
高

校
な

ど
と

コ
ラ

ボ
で

何
か

取
り

組
ん

で
い

け
る

と
い

い
と

思
う

。
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

地
域

住
民

と
学

校
の

連
携

。
学

校
だ

け
で

な
く

地
域

で
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

と
、
未

来
は

明

る
く

な
る

だ
ろ

う
と

思
う

か
ら

。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

旭
地

区
で

生
ま

れ
育

っ
た

人
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

に
力

を
入

れ
て

ほ
し

い
。
一

度
地

元
を

離
れ

る
こ

と

は
良

い
こ

と
だ

と
思

う
が

、
U

タ
ー

ン
を

期
待

す
る

。
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

・
田

ん
ぼ

や
畑

（使
っ

て
い

な
い

）と
こ

ろ
を

埋
め

立
て

て
宅

地
を

作
る

べ
き

。
矢

作
川

か
ら

の
砂

も

埋
め

立
て

ら
れ

る
し

助
か

る
と

思
う

。
田

ん
ぼ

を
荒

ら
し

て
お

く
よ

り
埋

め
立

て
て

ほ
し

い
。
 

・
空

き
家

を
ど

う
に

か
し

な
い

と
、
景

観
も

悪
い

し
危

険
。
い

つ
崩

れ
る

か
不

安
だ

し
、
こ

わ
い

。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

環
境

美
化

の
よ

う
な

地
域

の
作

業
の

負
担

軽
減

。
作

業
内

容
が

住
民

の
数

に
合

わ
な

い
の

で
、
参

加
行

事
だ

け
で

住
み

に
く

い
環

境
に

な
っ

て
い

る
。
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

土
日

に
何

度
も

集
ま

る
こ

と
が

減
る

と
あ

り
が

た
い

。
こ

の
地

域
に

住
む

上
で

大
切

な
こ

と
な

ら
必

要
だ

と
は

思
う

が
、
「
昔

か
ら

続
い

て
い

る
か

ら
」
「や

め
る

と
言

い
づ

ら
い

か
ら

」と
い

う
理

由
が

大

き
い

こ
と

は
無

く
し

て
い

け
る

と
い

い
な

と
思

う
。
そ

の
方

が
出

て
い

く
（
引

っ
越

し
）人

も
少

な
く

な
る

し
、
今

以
上

に
す

み
や

す
く

な
る

か
な

と
感

じ
る

。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

住
み

や
す

い
町

に
す

る
に

は
、
不

便
さ

を
解

消
す

る
こ

と
が

大
き

い
と

思
う

 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

自
治

区
の

統
廃

合
、
町

内
会

の
統

廃
合

お
よ

び
神

社
や

お
寺

の
合

併
、
集

約
が

必
要

 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

人
が

少
な

く
な

り
、
草

刈
り

、
道

路
整

備
ま

で
手

が
回

ら
な

い
の

で
、
ロ

ボ
ッ

ト
等

を
活

用
で

き
る

仕

組
み

を
作

れ
た

ら
い

い
と

思
う

。
 

空
き

家
を

親
族

で
は

ど
う

す
る

こ
と

も
で

き
な

い
（
費

用
面

で
）
場

合
の

対
策

が
公

的
な

も
の

で
助

け
て

も
ら

え
る

と
あ

り
が

た
い

。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

も
っ

と
地

元
民

の
力

を
引

き
出

し
て

、
町

の
ア

ピ
ー

ル
に

参
加

し
て

も
ら

う
べ

き
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

高
齢

化
が

進
む

町
内

で
、
主

と
な

っ
て

役
を

こ
な

せ
る

人
も

減
っ

て
き

て
、
残

っ
た

人
に

負
担

が
多

く
な

っ
て

く
る

。
町

内
の

行
事

、
祭

事
、
作

業
な

ど
の

廃
止

や
回

数
を

減
ら

す
等

、
考

え
た

方
が

い
い

と
思

う
。
農

地
の

管
理

も
、
景

観
と

い
う

こ
と

だ
け

で
続

け
て

い
く

こ
と

は
本

当
に

無
理

。
高

齢
者

が

運
転

で
き

な
く

て
も

、
通

院
や

買
い

物
に

困
ら

な
い

よ
う

な
仕

組
み

が
で

き
る

と
い

い
と

思
う

。
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

現
役

世
代

が
減

っ
て

い
る

の
に

、
今

ま
で

と
同

じ
よ

う
な

や
り

方
や

同
じ

よ
う

な
地

域
の

役
を

担
っ

て
い

く
の

は
無

理
な

の
で

、
検

討
す

べ
き

 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

・
人

口
減

少
と

高
齢

化
で

、
で

き
る

こ
と

が
減

っ
て

き
た

が
、
で

き
る

こ
と

を
で

き
る

範
囲

で
楽

し
め

る
と

い
い

と
思

う
。
 

・
災

害
も

獣
害

も
山

の
管

理
が

原
因

だ
と

思
う

の
で

、
も

っ
と

も
っ

と
真

剣
に

地
域

、
行

政
が

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
と

思
う

。
今

現
在

の
対

策
と

未
来

を
見

据
え

た
2

つ
の

こ
と

を
同

時
進

行
で

や

る
べ

き
。
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

・
旭

地
区

は
、
全

体
的

に
と

て
も

あ
た

た
か

い
人

間
関

係
の

あ
る

と
こ

ろ
で

、
こ

れ
は

旭
の

宝
だ

と

思
う

。
 

・
森

林
（
山

林
）
の

整
備

が
待

っ
た

な
し

の
課

題
だ

と
思

う
。
こ

の
ま

ま
で

は
農

業
を

す
る

人
が

減
っ

て
し

ま
う

し
、
農

地
も

荒
れ

て
し

ま
う

。
時

間
は

か
か

る
が

、
間

伐
の

促
進

、
人

材
育

成
、
小

中
学

校

で
の

山
の

教
育

、
間

伐
材

の
利

用
促

進
な

ど
、
進

め
て

い
き

た
い

と
思

う
。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

温
泉

街
の

復
興

な
ど

、
そ

の
地

域
に

し
か

な
い

宝
を

活
用

し
た

事
業

を
や

っ
て

町
興

し
を

し
て

い
く

べ
き

と
感

じ
る

。
地

域
再

興
。
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

鳥
獣

害
対

策
を

進
め

て
ほ

し
い

。
動

物
が

多
す

ぎ
る

。
外

出
す

る
の

も
安

心
で

き
な

い
。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

公
共

交
通

機
関

の
充

実
を

お
願

い
し

た
い

。
若

者
が

住
み

や
す

い
町

に
し

な
い

と
出

て
行

く
一

方
。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

町
で

は
で

き
な

い
、
中

山
間

だ
か

ら
で

き
る

教
育

環
境

の
向

上
は

、
移

住
者

増
に

も
つ

な
が

る
。
今

の
旭

は
教

育
的

選
択

肢
が

公
教

育
一

択
な

た
め

、
教

育
が

フ
ッ

ク
と

な
る

移
住

者
は

少
な

い
の

で
、

そ
こ

を
充

実
さ

せ
る

と
よ

り
多

く
の

世
帯

に
移

住
を

検
討

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
な

る
で

し
ょ

う
。
 

敷
島

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

地
域

の
方

、
地

域
外

の
方

が
交

流
で

き
る

機
会

や
場

所
を

増
や

す
こ

と
で

活
性

化
さ

れ
る

と
思

う
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

子
供

が
遊

べ
る

公
園

な
ど

が
も

う
少

し
あ

る
と

い
い

と
思

う
。
 

敷
島

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

歩
け

る
範

囲
に

買
い

物
で

き
る

と
こ

ろ
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

う
 

敷
島

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

移
住

者
の

受
け

入
れ

を
す

る
こ

と
は

、
人

口
減

少
に

少
し

で
も

歯
止

め
が

か
か

り
そ

れ
自

体
は

い
い

こ
と

だ
が

、
移

住
者

の
ト

ラ
ブ

ル
が

多
い

の
で

、
し

っ
か

り
審

査
を

し
て

見
極

め
て

受
け

入
れ

し
な

い

と
後

々
大

変
な

こ
と

に
な

る
と

思
う

（も
う

な
っ

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
が

）
 

敷
島

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

災
害

が
増

え
て

い
る

の
で

、
特

に
独

り
暮

ら
し

の
老

齢
の

方
な

ど
は

災
害

時
に

ど
の

よ
う

に
自

分
を

守
る

か
、
ま

た
避

難
す

る
か

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

し
た

り
、
ま

た
温

暖
化

の
せ

い
か

熱
中

症
が

増
え

て

い
る

の
で

、
ど

の
よ

う
に

対
策

す
る

か
な

ど
の

知
識

を
持

つ
べ

く
、
教

育
的

な
場

を
設

け
る

。
地

区

の
集

ま
り

の
際

な
ど

で
も

い
い

か
も

。
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

田
畑

の
獣

害
対

策
、
特

に
猪

で
崩

れ
た

土
手

な
ど

、
個

人
の

力
で

は
な

か
な

か
修

繕
で

き
な

い
。
荒

ら
さ

れ
な

い
対

策
と

合
わ

せ
て

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

農
地

の
保

全
、
鳥

獣
害

対
策

の
推

進
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

何
を

知
り

た
い

の
か

わ
か

り
ま

せ
ん

 

地
域

の
充

実
、
老

後
の

生
活

、
子

供
支

援
、
地

域
の

活
性

化
 

敷
島

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

移
住

者
を

受
け

入
れ

る
こ

と
も

大
切

だ
と

思
う

が
、
子

供
た

ち
が

地
元

に
残

っ
て

暮
ら

し
た

い
と

思

え
る

環
境

も
見

直
し

て
考

え
て

も
ら

い
た

い
 

敷
島

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

旭
の

公
共

施
設

に
フ

リ
ー

W
i-

F
i
が

ほ
し

い
。
ネ

ッ
ト

環
境

の
充

実
、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

化
を

積
極

的

に
取

り
入

れ
る

と
若

い
世

代
が

住
み

や
す

く
な

る
と

思
う

。
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

足
助

の
町

並
み

の
よ

う
な

、
一

つ
の

ぶ
れ

な
い

テ
ー

マ
性

を
持

っ
た

町
づ

く
り

を
し

て
ほ

し
い

。
豊

か
な

自
然

環
境

を
活

か
し

て
、
別

の
も

の
と

掛
け

合
わ

せ
た

価
値

を
模

索
す

る
の

が
よ

い
の

か
な

と
感

じ
る

。
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

お
米

の
お

い
し

い
地

域
だ

が
、
認

知
さ

れ
て

い
な

い
よ

う
に

思
う

。
ミ

ネ
ア

サ
ヒ

も
下

山
、
新

城
の

イ

メ
ー

ジ
。
旭

地
区

と
し

て
も

ア
ピ

ー
ル

し
て

売
り

や
す

い
環

境
に

す
る

こ
と

が
、
田

畑
を

守
り

農
村

を

守
る

こ
と

に
つ

な
が

る
と

思
う

。
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旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え
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ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

今
後

2
0

年
以

内
に

消
滅

が
予

想
さ

れ
る

地
区

の
終

活
が

必
要

だ
と

思
う

 

敷
島

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

若
者

を
中

心
に

旭
を

考
え

る
取

り
組

み
を

し
て

い
け

ば
、
世

代
は

つ
な

が
っ

て
い

く
と

思
う

 

敷
島

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

防
災

や
避

難
所

運
営

に
女

性
が

参
画

で
き

る
よ

う
、
自

治
区

運
営

に
も

も
っ

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

の

視
点

が
必

要
と

思
う

 

敷
島

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

次
世

代
が

戻
っ

て
き

て
、
安

心
し

て
子

育
て

で
き

る
環

境
づ

く
り

は
早

急
に

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

い

け
な

い
と

思
う

。
ど

ん
な

対
策

を
し

よ
う

と
、
人

が
い

な
け

れ
ば

将
来

は
な

い
と

思
う

。
そ

れ
も

地
元

出
身

の
子

が
親

に
な

り
発

展
し

て
ほ

し
い

。
そ

の
た

め
に

は
住

居
、
仕

事
、
子

育
て

支
援

、
い

ろ
ん

な

年
齢

が
集

ま
れ

る
場

所
が

必
要

。
若

い
世

代
に

も
っ

と
意

見
を

聞
い

て
ほ

し
い

。
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

地
域

課
題

に
つ

い
て

皆
さ

ん
問

題
意

識
を

持
た

れ
て

い
る

が
、
高

齢
の

方
が

多
い

の
で

、
情

報
伝

達
、
共

有
が

遅
れ

て
し

ま
う

よ
う

に
思

う
。
情

報
交

換
が

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
る

よ
う

に
な

る
だ

け
で

、

解
決

で
き

る
こ

と
も

多
い

と
思

う
。
魅

力
的

な
地

域
資

源
が

た
く

さ
ん

あ
る

地
域

だ
と

思
う

。
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

田
舎

を
大

切
に

し
、
良

さ
を

最
大

限
に

引
き

出
す

力
を

引
き

出
す

こ
と

が
直

近
の

課
題

と
考

え
る

。

田
舎

暮
ら

し
に

必
要

な
も

の
は

何
か

！
？

ま
た

、
ど

の
よ

う
な

環
境

で
あ

れ
ば

住
み

た
い

と
思

え
る

町
と

な
る

の
か

！
？

ぼ
ち

ぼ
ち

真
剣

に
考

え
る

時
期

に
来

て
い

る
と

感
じ

る
。
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

森
林

、
道

路
沿

い
の

木
、
竹

の
処

理
 

敷
島

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

高
齢

だ
か

ら
協

力
で

き
な

い
で

は
な

く
、
あ

と
1
0

年
も

す
れ

ば
高

齢
者

し
か

い
な

い
環

境
な

の
は

間
違

い
な

い
の

だ
か

ら
、
今

か
ら

7
0

代
、
8

0
代

の
人

も
元

気
な

人
は

進
ん

で
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

を
し

て
ほ

し
い

と
思

う
。
子

育
て

し
て

い
る

人
に

役
員

な
ど

を
お

願
い

す
る

と
こ

ろ
に

は
、
Ｉタ

ー
ン

も
Ｕ

タ
ー

ン
も

な
い

し
、
魅

力
を

感
じ

は
し

な
い

と
思

う
か

ら
。
 

敷
島

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

・
高

齢
化

に
伴

い
、
病

院
に

通
え

る
手

段
が

必
要

。
 

・
県

道
 土

岐
足

助
線

 杉
本

～
小

渡
間

を
ル

ー
プ

橋
等

で
大

型
車

両
で

も
通

行
し

や
す

く
す

る
。
国

道
へ

の
格

上
げ

。
 

・
日

用
品

店
等

の
誘

致
。
 

敷
島

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

人
口

が
増

え
る

よ
う

に
、
仕

事
が

地
区

で
行

え
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
 

敷
島

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

高
齢

者
に

な
っ

て
も

働
け

る
場

所
が

あ
る

と
よ

い
。
遠

く
ま

で
車

を
運

転
す

る
の

は
大

変
に

な
っ

て

く
る

の
で

、
近

場
で

働
け

る
場

所
が

あ
る

の
は

あ
り

が
た

い
。
高

齢
者

に
限

ら
ず

、
若

者
に

も
魅

力

あ
る

企
業

が
あ

れ
ば

人
は

集
ま

る
と

思
う

。
 

敷
島

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

年
毎

に
体

力
気

力
が

な
く

な
り

、
お

付
き

合
い

も
で

き
に

く
く

な
っ

た
。
若

者
と

暮
ら

し
て

い
る

わ

け
で

も
な

く
、
夫

婦
二

人
暮

ら
し

で
自

治
区

の
役

員
な

ど
が

負
担

に
な

っ
て

き
た

。
定

年
も

な
い

の

で
、
役

に
立

て
な

く
て

も
役

員
会

に
は

し
ぶ

し
ぶ

行
か

ざ
る

を
得

ず
、
困

っ
て

い
る

の
で

考
え

て
ほ

し
い

。
 

敷
島

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

市
道

･県
道

の
整

備
、
安

全
確

保
、
働

く
場

所
の

拡
大

（
工

場
誘

致
等

々
）
 

敷
島

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

道
路

近
く

の
樹

木
が

伸
び

て
道

路
に

覆
い

か
ぶ

さ
り

、
道

が
狭

く
感

じ
る

と
こ

ろ
が

あ
る

。
個

人
の

土
地

の
木

も
あ

る
だ

ろ
う

け
ど

、
切

っ
て

道
路

が
明

る
く

広
く

な
る

と
い

い
と

思
う

。
 

敷
島

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

空
き

家
の

利
用

の
検

討
 

敷
島

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

・
笹

戸
温

泉
が

も
っ

た
い

な
い

。
 

・
あ

さ
ひ

荘
を

外
部

か
ら

の
利

用
も

受
け

入
れ

て
、
知

っ
て

も
ら

え
た

ら
良

い
と

思
う

。
 

・
旭

に
は

良
い

と
こ

ろ
が

た
く

さ
ん

あ
る

の
に

、
何

か
バ

ラ
バ

ラ
す

ぎ
て

も
っ

た
い

な
い

と
思

う
。
 

敷
島

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

わ
く

わ
く

事
業

な
ど

住
民

が
主

体
的

に
参

画
で

き
る

事
業

が
重

要
だ

と
思

う
が

、
採

択
の

プ
ロ

セ
ス

な
ど

の
情

報
公

開
や

民
主

的
な

プ
ロ

セ
ス

が
必

要
だ

と
思

う
。
審

査
会

が
申

請
団

体
だ

と
利

害
関

係
が

生
じ

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
な

の
で

、
適

正
な

審
査

で
な

い
状

況
が

生
ず

る
心

配
が

あ
る

。
 

敷
島

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

役
員

に
な

っ
た

時
の

負
担

が
大

き
い

。
子

育
て

世
代

が
楽

し
め

る
行

事
を

大
切

に
し

て
ほ

し
い

。
 

敷
島

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

小
渡

、
敷

島
と

い
う

意
識

が
あ

り
、
旭

地
区

の
町

づ
く

り
と

し
て

1
つ

に
は

考
え

に
く

い
と

こ
ろ

が

あ
る

。
特

に
豊

田
市

内
ま

た
は

他
地

域
に

勤
め

に
出

て
い

る
世

代
や

人
た

ち
は

、
そ

れ
だ

け
で

精
一

杯
で

”
町

づ
く

り
”
に

つ
い

て
考

え
た

り
、
何

か
を

し
た

り
す

る
余

裕
が

な
い

と
思

う
。
住

民
を

増
や

す
た

め
に

、
住

宅
地

整
備

な
ど

取
り

組
め

た
ら

よ
い

。
 

敷
島

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

マ
ル

シ
ェ

、
農

業
体

験
な

ど
の

推
進

。
他

県
の

成
功

例
を

研
究

す
る

。
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

敷
島

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

や
は

り
関

係
人

口
を

増
や

す
に

は
、
な

ん
と

い
っ

て
も

道
路

が
必

要
。
旭

は
他

（
小

原
、
足

助
、
下

山
）

に
比

べ
て

と
に

か
く

道
路

が
狭

い
。
道

も
く

ね
く

ね
し

て
い

て
、
市

街
地

か
ら

時
間

が
か

か
る

。
岐

阜

方
面

に
抜

け
る

に
も

道
が

と
て

も
悪

い
。
と

に
か

く
道

路
整

備
が

重
要

課
題

で
あ

る
と

思
う

。
町

づ

く
り

す
る

上
で

必
須

で
あ

る
と

思
う

。
 

敷
島

 
女

 
6

0
～

6
4

歳
 

伝
統

文
化

、
行

事
等

、
継

承
し

て
い

く
こ

と
は

大
切

に
し

た
い

と
思

う
 

敷
島

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

子
育

て
世

代
の

移
住

、
定

住
 

①
空

き
家

の
耐

震
化

を
し

て
入

居
（空

き
家

は
古

く
不

安
が

多
い

） 

②
住

宅
用

地
の

確
保

 

③
子

育
て

相
談

、
嫁

さ
ん

が
相

談
で

き
る

取
り

組
み

 

敷
島

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

誰
か

が
が

ん
ば

ら
な

い
と

維
持

で
き

な
い

活
動

に
は

ど
こ

か
に

無
理

が
あ

る
。
長

期
に

持
続

で
き

る
町

づ
く

り
、
イ

ベ
ン

ト
を

探
し

た
い

。
 

敷
島

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

子
育

て
、
保

育
の

環
境

づ
く

り
 

敷
島

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

景
観

維
持

、
空

き
家

解
体

の
助

成
な

ど
 

敷
島

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

農
業

で
物

を
作

る
楽

し
さ

を
知

る
 

敷
島

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

・
自

転
車

の
サ

イ
ク

ル
マ

ラ
ソ

ン
、
ツ

ー
ル

ド
旭

な
ど

地
域

で
計

画
、
合

わ
せ

て
移

動
ト

レ
ー

ラ
ー

で

食
事

、
ド

リ
ン

ク
も

提
供

 

・
山

林
の

皆
伐

に
よ

る
跡

地
の

有
効

利
用

！
（例

：
移

住
向

け
、
ド

ラ
イ

ブ
コ

ー
ス

、
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
） 

敷
島

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

地
域

の
結

束
が

必
要

。
バ

ラ
バ

ラ
な

か
ん

じ
が

す
る

 

敷
島

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

今
後

、
ま

す
ま

す
の

人
口

減
少

は
仕

方
の

な
い

こ
と

で
あ

り
、
人

口
の

増
加

ま
た

は
減

少
傾

向
の

鈍

化
を

図
る

諸
政

策
よ

り
、
人

口
が

減
少

し
て

も
未

来
へ

地
域

に
て

生
活

が
維

持
継

続
可

能
な

各
種

の
取

り
組

み
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。
法

律
的

に
制

限
さ

れ
て

い
る

項
目

が
あ

る
と

思
う

の
で

、
法

律

の
改

正
も

今
後

視
野

に
入

れ
る

必
要

が
あ

る
と

思
う

。
未

利
用

農
地

を
宅

地
と

し
て

、
墓

地
と

し
て

再
利

用
す

べ
き

で
あ

る
。
 

敷
島

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

・
小

学
校

・
保

育
園

を
1

つ
に

し
て

、
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

の
送

迎
を

す
る

。
 

・
地

区
行

事
を

増
や

さ
な

い
。
形

ば
か

り
の

行
事

で
、
参

加
も

お
約

半
分

で
出

席
し

て
い

る
人

も
多

い
。
 

・
少

人
数

参
加

で
も

、
行

事
を

進
め

て
い

き
、
地

区
で

何
人

く
ら

い
と

い
う

目
安

を
作

ら
な

い
。
お

役

出
席

を
無

く
す

。
 

敷
島

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

人
口

減
少

の
中

で
、
行

政
組

織
（
町

内
会

、
自

治
区

）
の

ス
リ

ム
化

（
統

廃
合

）
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

つ
な

が
り

が
強

い
小

学
校

区
を

基
本

と
す

る
と

よ
い

と
思

料
す

る
 

敷
島

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

交
通

の
便

を
も

っ
と

充
実

さ
せ

て
ほ

し
い

。
野

菜
を

作
っ

て
も

獣
に

盗
ら

れ
て

し
ま

い
、
何

の
た

め

に
作

っ
て

い
る

の
か

。
網

で
囲

い
、
更

に
そ

の
中

を
囲

っ
た

り
し

て
も

鹿
な

ど
に

荒
ら

さ
れ

、
人

間
の

口
に

は
ほ

と
ん

ど
入

ら
な

い
。
田

の
法

面
が

崩
れ

て
申

請
し

て
も

何
年

も
待

た
ね

ば
な

ら
な

い
。
大

事
に

な
ら

な
い

う
ち

に
対

処
し

て
ほ

し
い

。
 

敷
島

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

人
口

や
世

帯
は

今
後

も
減

り
、
こ

れ
ま

で
の

町
内

会
単

位
で

は
解

決
で

き
な

い
課

題
も

増
加

す
る

。

し
た

が
っ

て
、
自

治
区

の
課

題
解

決
能

力
を

高
め

る
必

要
が

あ
り

、
小

学
校

区
で

一
自

治
区

に
す

る

な
ど

再
編

強
化

を
図

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
 

敷
島

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

人
と

の
精

神
的

な
つ

な
が

り
は

変
わ

ら
な

い
と

思
う

。
後

期
高

齢
者

が
増

え
る

中
、
体

力
・経

済
で

支
え

合
う

の
は

限
界

だ
と

思
う

。
 

※
不

安
な

こ
と

：台
風

や
豪

雨
の

た
び

、
家

や
畑

に
接

し
て

い
る

ボ
タ

か
ら

中
を

く
ぐ

っ
て

水
が

流

れ
、
地

形
が

変
わ

っ
て

い
る

。
「
赤

道
』が

水
で

寸
断

さ
れ

、
帰

れ
な

く
な

っ
て

い
る

 

敷
島

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

旭
地

区
外

に
い

る
家

族
（
息

子
、
娘

）が
手

伝
い

、
参

加
し

て
く

れ
る

よ
う

に
な

る
と

良
い

 

敷
島

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

い
ろ

い
ろ

バ
タ

バ
タ

し
て

い
た

の
で

、
家

か
ら

必
要

以
外

出
て

い
な

か
っ

た
た

め
、
な

ん
と

も
言

え

な
い

 

敷
島

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

・
と

に
か

く
町

の
活

性
化

を
図

る
 

・
若

者
が

住
ん

で
く

れ
る

町
づ

く
り

。
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敷
島

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

・
観

光
：
観

光
ス

ポ
ッ

ト
の

整
備

 

・
特

産
品

：
土

産
物

の
開

発
 

・
ラ

リ
ー

や
風

鈴
な

ど
も

っ
と

ア
ピ

ー
ル

 

・
パ

ワ
ー

ス
ポ

ッ
ト

な
ど

の
整

備
、
イ

ン
ス

タ
映

え
す

る
場

所
の

ア
ピ

ー
ル

、
海

外
に

も
イ

ン
ス

タ
で

ど

ん
ど

ん
ア

ピ
ー

ル
 

敷
島

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

定
住

対
策

、
景

観
維

持
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
高

齢
化

に
よ

り
美

し
い

里
山

の
景

観
が

維
持

で
き

な
く

な
っ

て
い

く
。
農

業
を

含
め

て
、
地

域
全

体

を
支

え
る

仕
組

み
が

必
要

。
 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
若

者
が

住
み

や
す

い
環

境
、
医

療
、
通

学
、
買

い
物

 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
そ

れ
ぞ

れ
の

地
区

で
力

を
入

れ
て

い
る

こ
と

を
進

め
て

い
け

ば
、
旭

地
区

全
体

の
町

づ
く

り
に

な
る

の
で

は
な

い
か

 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
新

聞
、
T

V
、
ラ

ジ
オ

等
の

報
道

機
関

へ
旭

地
区

の
出

来
事

や
取

り
組

み
事

案
を

ど
ん

ど
ん

提
供

し

て
い

く
。
小

さ
な

こ
と

で
も

報
道

で
扱

っ
て

く
れ

る
と

大
き

く
な

り
、
旭

地
区

の
宣

伝
が

で
き

る
。
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
幅

広
い

年
齢

層
が

一
つ

に
、
ま

た
一

緒
に

行
え

る
催

し
物

等
企

画
し

て
も

ら
い

た
い

 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

①
中

山
間

地
は

、
大

気
中

の
C

O
²を

吸
収

し
て

水
と

酸
素

を
出

す
大

事
な

工
場

だ
が

、
守

る
姿

勢

が
政

治
に

見
ら

れ
な

い
。
 

②
中

山
間

地
の

田
畑

、
山

は
利

益
に

な
ら

な
い

た
め

、
若

い
人

は
タ

ダ
で

も
も

ら
い

た
く

な
い

と
考

え
て

い
る

。
 

①
を

考
え

る
と

守
ら

な
い

と
い

け
な

い
と

思
う

。
そ

う
い

う
仕

組
み

づ
く

り
が

必
要

。
 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
歩

く
の

が
難

儀
な

の
で

、
ど

こ
へ

も
行

け
な

い
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
古

く
か

ら
地

域
に

あ
る

史
跡

、
文

化
等

を
継

承
、
保

存
、
守

っ
て

い
っ

て
ほ

し
い

（
貞

観
杉

、
弘

法
山

の
地

蔵
さ

ん
等

） 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
今

回
で

き
た

「
し

き
し

ま
の

家
」
は

本
当

に
す

て
き

。
考

え
ら

れ
た

方
々

に
は

頭
が

下
が

る
。
敷

島
の

誇
り

と
し

て
、
こ

れ
か

ら
も

ま
す

ま
す

栄
え

て
い

く
こ

と
を

願
っ

て
い

る
。
 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
空

き
家

が
本

当
に

多
い

の
で

、
一

組
で

も
入

居
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

町
ぐ

る
み

で
応

援
し

て
ほ

し

い
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
若

者
た

ち
に

住
宅

団
地

が
で

き
な

い
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
旭

を
自

慢
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

い
い

 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
地

域
外

へ
出

た
子

供
た

ち
が

い
つ

で
も

ま
た

戻
っ

て
生

活
で

き
る

よ
う

に
い

ろ
い

ろ
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
い

 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
コ

ン
ビ

ニ
の

設
営

 

敷
島

 
回

答
し

な
い

 
7

5
歳

以
上

 

近
頃

と
て

も
淋

し
い

な
ぁ

と
思

う
こ

と
は

、
地

域
の

中
に

地
域

を
良

く
し

よ
う

と
い

う
世

代
が

い
な

い
よ

う
な

気
が

す
る

。
コ

ロ
ナ

禍
の

後
と

い
う

こ
と

も
あ

る
と

は
思

う
が

。
敷

島
自

治
区

に
は

『し
き

し
ま

の
家

』が
で

き
た

。
こ

の
施

設
が

原
点

を
守

り
、
住

民
の

居
場

所
で

あ
り

続
け

る
こ

と
を

願
っ

て

い
る

。
住

民
一

人
一

人
が

自
分

の
地

域
を

守
る

。
い

つ
も

心
に

留
め

て
暮

ら
し

た
い

。
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

文
書

や
Ｐ

Ｃ
、
ス

マ
ホ

メ
ー

ル
等

に
よ

る
諸

連
絡

が
多

く
、
口

か
ら

口
へ

の
伝

言
が

少
な

い
。
人

と
人

と
の

会
話

に
よ

る
お

知
ら

せ
が

ほ
し

い
。
ポ

ス
ト

に
入

れ
る

だ
け

で
な

く
、
一

言
を

添
え

る
配

り
方

を
工

夫
で

き
な

い
か

。
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
山

林
資

源
の

活
用

 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

大
変

な
時

代
で

、
上

に
立

つ
方

は
ご

苦
労

さ
れ

て
い

る
と

思
う

が
、
何

を
や

っ
て

も
笛

吹
け

ど
何

と

か
で

、
地

元
の

方
が

参
加

さ
れ

る
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

を
考

え
ね

ば
と

・
・・

。
ど

こ
誰

か
わ

か
ら

な
い

若

い
人

ば
か

り
で

は
、
ど

こ
か

の
花

火
と

同
じ

で
一

発
で

終
わ

り
。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
何

や
ら

で
集

ま

っ
た

人
た

ち
だ

け
の

、
数

を
集

め
れ

ば
の

行
事

は
無

意
味

で
は

。
何

を
す

る
か

は
こ

れ
か

ら
の

課
題

と
は

い
え

大
変

。
ラ

リ
ー

も
い

い
が

、
も

っ
と

や
る

こ
と

は
税

金
の

使
い

方
も

含
め

。
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
若

者
に

安
定

し
た

仕
事

が
あ

る
こ

と
。
農

林
産

物
に

採
算

の
合

う
価

格
保

証
を

求
め

る
こ

と
。
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
伝

統
行

事
以

外
で

、
趣

味
な

ど
一

生
懸

命
携

わ
っ

て
い

る
方

々
の

紹
介

と
、
そ

の
方

達
が

継
続

で
き

る
よ

う
市

役
所

と
し

て
補

助
、
援

助
す

る
よ

う
な

手
立

て
を

考
え

る
の

は
ど

う
か

？
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敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 

家
の

周
り

の
整

備
、
雑

木
な

ど
大

き
な

台
風

や
大

雨
が

こ
わ

い
。
日

も
当

た
ら

な
く

な
り

、
農

作
も

で
き

な
く

な
る

。
と

に
か

く
鹿

、
猪

、
ハ

ク
ビ

シ
ン

、
野

獣
が

多
く

困
っ

て
い

る
。
野

菜
を

食
べ

ら
れ

て

し
ま

う
。
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 

学
生

と
の

交
流

の
記

事
を

広
報

で
見

る
が

、
旭

の
農

業
体

験
の

交
流

を
増

や
し

、
年

間
の

作
物

の

成
長

、
管

理
の

重
要

性
、
収

穫
の

喜
び

を
体

験
し

、
田

舎
の

良
さ

を
少

し
で

も
理

解
さ

れ
る

よ
う

交

流
し

て
ほ

し
い

 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
人

々
が

旭
に

住
み

た
い

町
づ

く
り

を
 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
人

口
が

減
っ

て
い

る
状

況
を

考
え

、
荒

れ
て

い
る

田
畑

、
山

林
を

ど
う

か
し

て
ほ

し
い

な
と

思
う

 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
も

っ
と

車
を

出
し

て
ほ

し
い

。
年

寄
り

は
ど

こ
に

も
行

け
な

い
。
 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
年

を
重

ね
て

、
農

業
が

で
き

な
く

な
る

の
は

す
ぐ

目
の

前
。
荒

れ
地

が
増

え
る

こ
と

は
残

念
な

こ

と
。
 

敷
島

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
私

に
は

わ
か

ら
な

い
 

敷
島

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
・
温

泉
の

街
と

し
て

復
活

で
き

な
い

も
の

だ
ろ

う
か

。
大

切
な

地
域

資
源

だ
と

思
う

。
 

・
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

：
道

路
、
駐

車
場

 

敷
島

 
回

答
し

な
い

 
回

答
し

な
い

 

・
地

区
へ

の
定

住
希

望
者

に
住

民
ご

と
の

支
援

を
惜

し
ま

な
い

こ
と

 

・
豊

田
の

気
温

上
昇

に
、
こ

の
地

区
は

3
-4

℃
低

い
こ

と
を

取
り

上
げ

て
教

宣
し

て
い

っ
た

ら
ど

う

か
 

敷
島

 
回

答
し

な
い

 
回

答
し

な
い

 

・
し

き
し

ま
の

家
が

で
き

て
す

ば
ら

し
い

。
 

・
昔

か
ら

継
承

し
て

い
る

人
間

関
係

が
大

切
だ

と
思

う
。
 

・
生

活
環

境
を

皆
で

良
く

し
て

い
き

た
い

。
 

敷
島

 
回

答
し

な
い

 
回

答
し

な
い

 
万

町
の

産
廃

と
水

道
の

調
査

 

築
羽

 
男

 
中

学
生

 
交

通
機

関
や

買
い

物
ス

ポ
ッ

ト
 

築
羽

 
女

 
中

学
生

 
商

店
街

の
活

気
、
買

い
物

で
き

る
場

所
が

な
く

不
便

。
他

の
場

所
で

購
入

す
る

為
、
旭

で
お

金
を

使

う
事

が
全

く
な

い
。
経

済
が

回
ら

な
い

か
ら

何
年

後
に

は
旭

地
区

な
く

な
り

そ
う

…
 

築
羽

 
男

 
1
9

～
2

9
歳

 

高
齢

者
が

多
い

社
会

、
病

院
が

あ
る

地
域

ま
で

時
間

が
か

か
る

。
仕

方
の

な
い

こ
と

だ
が

、
町

づ
く

り
に

お
い

て
取

り
組

む
べ

き
だ

と
思

う
。
ま

た
、
テ

ー
マ

パ
ー

ク
、
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
モ

ー
ル

、
セ

ブ
ン

イ

レ
ブ

ン
、
交

通
機

関
な

ど
は

住
む

上
で

不
満

だ
が

、
自

然
や

空
気

は
す

ば
ら

し
い

と
思

う
。
 

築
羽

 
女

 
3

0
～

3
9

歳
 

窓
の

外
に

広
が

る
山

や
空

の
景

色
が

好
き

な
の

で
、
宅

地
や

観
光

ス
ポ

ッ
ト

が
す

ぐ
そ

ば
に

来
て

ほ

し
い

と
は

思
わ

な
い

。
で

も
同

世
代

が
少

な
い

の
で

、
空

き
家

が
な

く
な

る
く

ら
い

の
人

は
住

ん
で

ほ
し

い
。
そ

れ
と

、
道

沿
い

に
花

木
を

植
え

る
だ

け
で

は
な

く
、
伐

期
に

な
っ

た
多

く
の

人
口

林
を

自

然
豊

か
な

（多
数

種
）
の

森
に

で
き

た
ら

も
っ

と
美

し
い

風
景

に
な

る
だ

ろ
う

な
。
住

民
だ

け
で

は
で

き
な

い
森

の
手

入
れ

は
、
支

所
や

森
林

課
、
森

林
組

合
と

協
力

し
て

進
め

て
い

け
た

ら
い

い
と

思

う
。
（各

町
の

森
づ

く
り

会
議

か
ら

意
見

を
も

ら
う

場
を

作
り

た
い

と
個

人
的

に
思

っ
て

い
る

。
） 

築
羽

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

旭
地

区
内

の
道

沿
い

に
生

え
て

い
る

木
（倒

木
、
枝

が
落

下
し

そ
う

な
木

）
の

伐
採

 

築
羽

 
男

 
1
9

～
2

9
歳

 
地

元
の

人
や

よ
く

参
加

す
る

人
が

楽
し

ん
で

い
る

イ
メ

ー
ジ

。
地

元
以

外
の

人
が

参
加

し
て

い
る

イ

メ
ー

ジ
が

な
い

。
 

築
羽

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

高
齢

者
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

街
づ

く
り

 

公
共

交
通

環
境

（
バ

ス
の

増
便

等
） 

築
羽

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

若
い

人
が

減
っ

て
き

て
い

る
の

で
、
以

前
と

同
じ

行
事

や
活

動
は

難
し

い
と

思
う

 

築
羽

 
男

 
4

0
～

4
9

歳
 

・
鹿

が
自

然
環

境
や

集
落

活
動

、
田

畑
へ

被
害

を
大

き
く

与
え

て
い

る
。
根

本
的

な
対

策
を

地
域

全

体
と

し
て

取
り

組
み

た
い

。
 

・
旭

の
中

で
働

け
る

機
会

づ
く

り
や

見
え

る
化

。
 

築
羽

 
女

 
4

0
～

4
9

歳
 

き
れ

い
な

川
づ

く
り

に
力

を
入

れ
て

い
く

と
、
地

域
の

自
然

を
活

か
し

た
子

育
て

、
学

校
教

育
に

も

つ
な

が
り

、
住

ん
で

い
る

人
の

満
足

度
U

P
や

移
住

者
増

に
も

つ
な

が
る

か
な

と
思

う
 

築
羽

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

山
林

農
地

の
管

理
維

持
。
子

供
た

ち
は

外
に

出
て

お
り

、
た

ぶ
ん

旭
地

区
に

は
戻

っ
て

来
な

い
だ

ろ

う
。
水

路
他

、
獣

害
柵

等
、
補

助
金

を
活

用
し

て
整

備
し

た
農

地
が

原
野

に
な

る
。
 

築
羽

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

継
続

で
き

な
い

こ
と

が
増

え
て

い
く

と
思

わ
れ

る
。
残

す
の

か
や

め
て

し
ま

う
の

か
、
決

断
し

て
い

く

こ
と

が
迫

っ
て

い
る

。
広

く
意

見
を

募
り

、
決

め
て

い
っ

て
欲

し
い

。
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築
羽

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

地
元

だ
け

で
な

く
、
地

域
外

の
人

と
も

協
力

し
て

活
動

で
き

る
体

制
（
環

境
）
づ

く
り

も
あ

れ
ば

と
感

じ
る

 

築
羽

 
男

 
5

0
～

5
9

歳
 

鹿
や

猪
な

ど
害

獣
を

ど
う

に
か

し
て

ほ
し

い
 

築
羽

 
女

 
5

0
～

5
9

歳
 

子
供

が
楽

し
め

る
行

事
が

う
れ

し
い

 

築
羽

 
男

 
6

0
～

6
4

歳
 

・
全

て
の

地
域

活
動

の
見

直
し

（縮
小

か
廃

止
）
 

・
道

路
法

面
、
田

畑
法

面
の

草
刈

り
を

全
て

公
費

で
実

施
 

築
羽

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

1
0

年
後

に
は

お
そ

ら
く

現
在

の
田

畑
の

7
0

%
以

上
が

耕
作

さ
れ

て
い

な
い

と
思

う
。
田

畑
を

荒

ら
さ

ず
に

次
世

代
へ

渡
す

方
法

を
考

え
な

い
と

い
け

な
い

と
思

う
。
例

え
ば

、
動

植
物

に
田

畑
を

守

っ
て

も
ら

う
世

話
の

な
い

方
法

を
皆

で
考

え
て

み
た

い
。
 

築
羽

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

地
区

の
行

事
な

ど
お

年
寄

り
に

声
を

か
け

れ
ば

参
加

し
て

く
だ

さ
る

の
に

、
中

間
の

若
い

人
達

が

参
加

し
て

い
な

い
様

な
！

気
持

ち
が

乗
ら

な
い

の
か

？
も

う
少

し
参

加
し

て
協

力
で

き
る

関
係

が

で
き

る
と

活
気

が
出

て
良

く
な

っ
て

く
る

の
で

は
？

元
気

よ
く

、
み

ん
な

で
楽

し
く

！
 

築
羽

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

誰
で

も
憧

れ
る

町
に

な
る

よ
う

に
 

築
羽

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

広
域

農
道

の
木

を
切

っ
た

方
が

よ
い

 

築
羽

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

移
住

者
、
定

住
者

の
受

け
入

れ
に

つ
い

て
、
地

区
の

決
ま

り
ご

と
に

添
え

な
い

人
は

受
け

入
れ

な
い

方
が

よ
い

と
思

う
。
後

に
長

い
ト

ラ
ブ

ル
に

繋
が

る
と

思
う

。
 

築
羽

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

通
過

型
で

は
な

く
、
滞

在
型

の
観

光
地

を
目

指
し

て
 

築
羽

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

移
住

者
、
定

住
者

を
い

か
に

増
や

す
か

 

築
羽

 
男

 
6

5
～

6
9

歳
 

雇
用

創
出

か
ら

の
拡

が
り

 

築
羽

 
女

 
6

5
～

6
9

歳
 

若
者

が
ど

ん
ど

ん
出

て
行

っ
て

し
ま

い
、
残

る
は

高
齢

者
ば

か
り

。
若

い
人

達
が

地
域

で
働

く
こ

と

が
で

き
、
親

、
子

、
孫

等
が

一
緒

に
地

域
に

残
っ

て
生

活
で

き
る

環
境

を
作

っ
て

い
き

た
い

。
 

築
羽

 
回

答
し

な
い

 
7

0
～

7
4

歳
 

・
小

中
学

校
の

統
合

（旭
地

区
内

に
限

ら
ず

） 

・
笹

戸
温

泉
の

再
生

 

築
羽

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

理
想

論
ば

か
り

言
っ

て
い

る
の

は
も

う
や

め
に

し
て

現
実

を
し

っ
か

り
見

た
対

策
、
行

政
、
他

を
行

っ
て

ほ
し

い
。
地

元
に

残
っ

た
人

々
に

こ
れ

以
上

の
負

担
の

強
要

は
や

め
る

べ
き

だ
と

思
う

。
外

部

よ
り

町
へ

入
っ

て
く

る
人

々
を

、
市

（町
）
は

し
っ

か
り

見
極

め
て

、
地

域
の

負
担

を
作

ら
な

い
様

、
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

も
1
s
e

t
ど

れ
だ

け
の

お
金

が
か

か
っ

て
い

る
の

か
疑

問
だ

。
ム

ダ
は

小
さ

な
こ

と

か
ら

省
い

て
ほ

し
い

。
 

築
羽

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

人
口

何
人

の
町

づ
く

り
を

目
標

に
し

て
い

る
の

か
？

農
地

や
森

林
の

保
全

、
集

落
の

維
持

が
保

た

れ
れ

ば
良

い
の

か
？

企
業

の
誘

致
や

住
宅

の
確

保
、
商

業
施

設
の

充
実

が
な

け
れ

ば
若

者
の

人
口

増
加

は
見

込
め

な
い

と
思

わ
れ

る
が

？
 

築
羽

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

温
泉

地
名

の
復

活
 

築
羽

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

旭
で

何
が

で
き

る
か

な
？

お
米

、
野

菜
、
果

物
づ

く
り

に
挑

戦
し

て
、
旭

に
は

こ
ん

な
に

お
い

し
い

も

の
が

あ
る

と
言

い
た

い
。
家

の
近

く
に

食
事

の
で

き
る

と
こ

ろ
が

で
き

る
と

い
い

な
と

思
う

。
 

築
羽

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

今
後

、
ま

す
ま

す
人

口
減

少
と

高
齢

化
が

進
む

中
、
自

治
区

単
位

で
の

高
齢

者
見

守
り

、
お

助
け

な

ど
の

制
度

が
必

要
に

な
る

と
思

わ
れ

る
 

築
羽

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

高
齢

地
域

に
な

り
、
自

分
が

体
力

劣
化

と
な

り
、
今

ま
で

の
よ

う
に

活
動

で
き

な
く

な
っ

た
こ

と
で

、

地
域

と
の

関
わ

り
が

ま
す

ま
す

低
く

な
っ

た
 

築
羽

 
女

 
7

0
～

7
4

歳
 

高
齢

化
が

進
み

、
人

口
が

減
少

し
て

い
る

地
域

で
は

あ
る

が
、
そ

れ
を

止
め

る
と

か
人

を
多

く
集

め

る
こ

と
に

力
を

入
れ

な
く

て
も

い
い

と
思

う
。
世

の
中

の
自

然
な

流
れ

で
あ

り
、
若

い
人

達
が

自
分

の
考

え
で

好
き

な
道

を
選

択
で

き
る

時
代

に
な

っ
て

い
る

か
ら

こ
そ

だ
と

思
う

。
で

も
、
今

の
旭

に

住
ん

で
い

る
人

々
が

幸
せ

で
満

足
す

る
た

め
に

は
、
仲

間
の

協
力

が
あ

り
、
文

化
的

な
環

境
が

あ

り
、
仕

事
が

あ
り

、
田

畑
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

づ
く

り
が

大
切

だ
と

思
う

。
住

ん
で

い
る

人
が

幸
せ

な
ら

ば
、
若

い
人

も
集

ま
っ

て
き

た
り

、
子

供
達

も
残

っ
て

く
れ

る
の

か
な

と
思

う
。
 

築
羽

 
男

 
7

0
～

7
4

歳
 

・
教

育
に

力
を

入
れ

て
ほ

し
い

。
大

人
に

な
っ

た
時

に
、
東

京
で

育
っ

て
い

れ
ば

も
っ

と
情

報
が

あ

り
、
自

分
の

選
択

す
る

人
生

が
変

わ
っ

た
な

と
思

っ
た

り
す

る
。
 

・
交

通
の

整
備

を
し

て
ほ

し
い

。
公

共
交

通
、
道

路
整

備
な

ど
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

情
報

量
は

増

え
た

が
、
実

体
験

が
で

き
る

時
間

、
空

間
に

行
く

の
に

時
間

が
か

か
る

。
 

旭
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 結
果

報
告

書
 

 
 

築
羽

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
鳥

獣
害

対
策

に
力

を
入

れ
て

ほ
し

い
。
農

作
物

の
被

害
が

大
き

く
、
耕

作
欲

が
失

わ
れ

て
し

ま
う

。
 

築
羽

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
田

畑
の

維
持

管
理

が
高

齢
化

で
困

難
と

な
る

の
で

、
市

・県
・
国

で
の

対
応

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。
「
１

０
年

後
、
2

0
年

後
は

田
畑

は
荒

れ
放

題
と

な
っ

て
し

ま
う

」 

築
羽

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
少

子
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

の
で

、
若

い
人

が
一

人
で

も
多

く
こ

の
地

で
定

住
し

、
生

活
が

成
り

立

つ
地

域
づ

く
り

が
推

進
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
 

築
羽

 
女

 
7

5
歳

以
上

 
介

護
施

設
が

少
な

い
。
遠

く
に

行
く

の
は

嫌
だ

。
 

築
羽

 
男

 
7

5
歳

以
上

 
困

り
ご

と
の

吸
い

上
げ

を
し

、
各

団
体

で
も

行
っ

て
い

る
た

め
、
そ

れ
ら

を
ま

と
め

、
や

っ
て

も
ら

え

る
方

法
を

考
え

て
い

く
。
例

え
ば

、
お

い
で

ん
山

村
セ

ン
タ

ー
な

ど
。
 

築
羽

 
回

答
し

な
い

 
回

答
し

な
い

 
人

を
集

め
る

仕
組

み
が

不
足

し
て

い
る

。
来

て
も

電
波

が
入

ら
な

か
っ

た
り

と
、
不

便
を

感
じ

る
声

を
よ

く
耳

に
す

る
。
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旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査票

■現行の旭地区まちづくり計画

 【アンケート調査の取扱いについて】
 １　調査結果は数字で統計的に処理します。調査目的以外に使用することはありません。
 ２　無記名方式のため、個人が特定されることはありません。
 【調査の対象】
 １　旭地域に住む１５歳（令和６年４月１日現在）以上（高校生以上）の方、
 １　全員を対象にしております。

（中学生の方については、改めてアンケート調査をお願いさせていただきます）
 【調査票の返信について】
 １　世帯全員（１５歳以上）の皆さまからのご意見をいただいて、今後の地域課題に取り組んで
 １　まいりたいと思いますので、たいへんお手数をおかけしますが、アンケート調査にご協力をお願い
 ２　いたします。
 ２　ご記入後は、町内会の指示に従ってご提出ください。
 ○町内会長さんから ⇒ 区長さんへは、８月の各自治区の役員会の際か、それまでにお渡しください。

　旭地区のまちづくりについて、あなたの意見をお聴かせください︕︕

　旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査
　日ごろから旭地区のまちづくりにご理解とご協力いただき、厚くお礼申し上げます。

　さて、令和３年に旭のまちづくりの 『道しるべ』として策定・運用してきました

「第２次旭地区まちづくり計画」の前期５か年計画が、令和８年３月末で終了します。

　地域会議では引続き、今後のまちづくりについて、その方向性を皆で共有し、

オール旭で取り組んでいくために後期５か年計画を策定していくこととしました。

　そこで、計画の策定にあたり、前期５か年計画を振り返り、皆さまのご意見やアイデアを

参考にさせていただきたいので、アンケート調査にご協力いただきますよう、よろしくお願いします。

令和６年７月
旭地域会議　会長　板倉小夜子

【まちづくり計画の基本理念】

つながる、楽しむ、普通が素敵。

だもんで、旭。
基本構想

５か年計画
前期・後期

集落ビジョン
前期・後期

2021 2025 2030

■基本構想：「基本理念」「めざす姿」
「基本理念」 まちづくり計画を進めるために

「基本理念」 皆さんで共有する基本的な考え

「めざす姿」 10年後にめざす旭地区の姿

■５か年計画：前期５年、後期５年
具体的な取組内容をまとめた５年ごとの計画

■集落ビジョン：前期５年、後期５年
町内会ごとに地域づくりの方針と、具体的な

取組内容をまとめた５年ごとの計画

【めざす姿】

ひ

と

く
ら
し

ま

ち

人とつながり、暮らしを楽しむ。

少し世話焼きで、人とまちを

大切に思うひと。

助け合い、支え合い。

小さなまちならではの、ふれあい。

豊かでいつまでも安心できるくらし。

訪れてみたい。帰りたい。

これからもずっと自慢したくなる

ような美しいまち。

1／6

旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査票

問４ あなたの出生地（お生ま
れ）は︖

１．旭地区内　　　２．豊田市内（旭地区を除く）

３．豊田市外

問７
問６で１〜５に○をつけた
方にお聞きします。 あなた
の勤務地（通学地）は︖

１．旭地区内　　　２．豊田市内（旭地区を除く）

３．豊田市外

問５ あなたの家族構成は︖
１．一人暮らし　　２．夫婦のみ　　３．親子（２世代）

４．親・子・孫（３世代）　５．その他（    　          ）

問６ あなたの職業は︖

１．農林漁業

２．会社員、公務員、教員、団体職員など勤め人

３．自営業・家族従業　　　４．パートタイマー・アルバイト

５．学生　　　６．専業主婦（夫）　　７．無職

８．その他　（　　　　　　　　　　　　）

問３ あなたのお住まいの地区
（自治区）は︖

１．浅野自治区　　２．小渡自治区　　３．笹戸自治区

４．敷島自治区　　５．築羽自治区

○あなた（回答者）自身のことについてお聞きします。
あてはまる番号に〇を付けてください。

問１ あなたの性別は︖　 １．男性　　　２．女性　　　3．回答しない

問２ あなたの年齢は︖
（令和6年4月1日時点）

１．15〜18歳　　 ２．19〜29歳　　 ３．30〜39歳

４．40〜49歳　　 ５．50〜59歳　　 ６．60〜64歳

７．65〜69歳　　 ８．70〜74歳　　 ９．75歳以上

2／6

旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査票

生活の満足度

満
足

普
通

不
満

わ
か
ら
な
い

0

0

0

3 2 1

1 0

0

0

0

0

0

0

01

3 2 1

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

1

14

3 2 1

0

1

2

2 1

0

⑥

日常生活の満足度について、ご自身の感覚で結構ですので、
０〜５の中からそれぞれ「あてはまる番号一つに○を」つけてください。

0

0

0

0

0

0

5 4

4 3 2

①
②
③
④

必要なものが身近で購入できる

１　旭地区のまちづくり全般についてお聞きします。

3

3

5 4 2 1

3 2

1

問８ 現在の生活環境について伺います。

2

5 4 3 2

通勤や通学に必要な公共交通環境が整っている 5 4 3 2

町内会として解決が必要な課題や活性化に取り組んでいる
集落の維持に必要な地域活動が行われている
地域の課題解決等に必要な団体活動を行うことができる
高齢者や子どもを地域で支えている

2

5 4 3 2

5 4

⑬

⑦

⑤

困ったときに助け合える近所付き合いが行われている

⑫

3

5 4

⑰
⑱

治安がよく、犯罪や事故に対する安全性が保たれている
体力維持や病気予防のための取組などが充実している
必要な医療・福祉サービスが確保されている
高齢者が安心して暮らすことができる
障がい者が安心して自分らしく暮らすことができる⑲

3 2

⑨
⑧

⑳ 伝統文化や祭りなどの地域文化の保存、継承ができている

㉕

豊かな自然や地域資源を活かした学校などの教育、保育環境がある㉑

㉘
㉙

農作物等を守るために必要な鳥獣害対策が進んでいる
森林が健全に保全され、森林資源が有効活用されている
「水の郷 旭」にふさわしい川を活用した取組が進んでいる

知識や技術を継承するのに必要な世代間交流が行われている

⑭
⑮
⑯

自主防犯活動が充実している

⑩

3 2

洪水・土砂災害などの災害に対する安全性が保たれている

⑪

3 2

3 2

5 4 3 2

㉓
㉔

来訪者に地域の素材を活かした特産品がいつでも提供できる
観光客が訪れるイベント、観光スポットが充実している

5 4

5 4 3 2

家を建て（替え）られる用地の確保など環境の整備が行えている

公園やスポーツ施設が安全に利用できる
5

子育て、保育のしやすい環境、雰囲気がつくられている
移住者、定住者を受け入れる雰囲気が地域にある

5 4

1

幹線道路や生活道路が安心・安全に通行できる 1

5 4 3

5 4 3 2

1

1

1

5 4 3 2 1

5 4 1

1

5 3 2 1

1

5

4

3 2 1

5 4 3 2 1

5 4

5 4

5 4

㉖ 集落活動などにより、美しい農村景観が守られている
㉗

1

5 4 3 2 1

1

5 4 3 2 1

5 4 3 2

㉒

5 4営農体制の維持などにより、田畑が適切に維持管理されている

2 1

5 4 3 2 1

5 4

5 4

0

3／6

旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査票

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

地域の課題解決等に必要な団体活動の充実 5

0

0

0

0

0

1

取組みの重要度
わ
か
ら
な
い
0

0

4 3 2 1

1

0

0

0

0

0

0

⑪

② 移住者、定住者の受け入れ 5 4 3 2 1

① 子育て、保育のしやすい環境づくり 5 4 3 2 1

問9 今後、力を入れて取り組んで行くべきだと考える項目について伺います。

高
い

普
通

低
い

今後の取組みの重要度について、ご自身の感覚で結構ですので、
０〜５の中からそれぞれ「あてはまる番号一つに○を」つけてください。

④ 公園やスポーツ施設の整備 5 4 3 2 1

③ 家を建て（替え）られる用地の確保など環境の整備 5 4 3 2

⑥ 幹線道路や生活道路の整備 5 4 3 2 1

⑤ 日用品の買い物環境の整備 5 4 3 2 1

⑧ 困ったときに助け合える近所付き合いの充実 5 4 3 2 1

⑦ 通勤や通学に必要な公共交通環境の整備 5 4 3 2 1

⑩ 集落の維持に必要な地域活動の充実 5 4 3 2 1

⑨ 町内会として解決が必要な課題や活性化に取り組む 5 4 3 2

⑬ 洪水・土砂災害などの災害に対する安全対策 5 4 3 2 1

⑫ 高齢者や子どもを地域で支える取組み 5 4 3 2 1

⑮ 観光のための環境整備 5 4 3 2 1

⑭ 自主防犯活動の充実 5 4 3 2 1

⑰ 必要な医療・福祉サービスの確保 5 4 3 2 1

⑯ 体力維持や病気予防のための取組みの充実 5 4 3 2 1

⑲ 障がい者が安心して自分らしく暮らすことができる環境整備 5 4 3 2 1

⑱ 高齢者が安心して暮らすことができる環境整備 5 4 3 2 1

㉑ 豊かな自然や地域資源を活かした学校などの教育、保育環境 5 4 3 2 1

⑳ 伝統文化や祭りなどの地域文化の保存、継承 5 4 3 2 1

2 1

㉒ 知識や技術を継承するのに必要な世代間交流 5 4 3 2 1

地域の素材を活かした特産品の開発 5 4 3㉓

4 3 2 1

㉖ 集落活動などによる、美しい農村景観の維持、管理 5 4 3 2

1

㉘ 森林が健全に保全され、森林資源が有効活用される取組み 5 4 3 1

1

㉕ 営農体制の維持などによる、田畑の適切な管理 5 4 3 2 1

㉔ 観光客が訪れるイベント、観光スポットの充実 5 4 3 2

㉗ 農作物等を守るために必要な鳥獣害対策の推進 5

2

1 0

0

0

0㉙ 「水の郷 旭」にふさわしい川を活用した取組み 5 4 3 2

4／6
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旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査票

16　しきしまふらっと祭（杉本）

18　つくラッセル（旧築羽小学校）

21　老人憩いの家 あさひ荘（加塩）

11　福蔵寺のご縁市（太田）

18　WRC（ラリージャパン）17　すぎん工房祭り（杉本）

１　あさひまつり（文化作品展）

７　旭やまびこ花火大会 ８　夢渡野ジャズライブ（小渡）

20　すぎん工房（杉本）

25　その他（

17　旭高原自然の家

24　旭地区内での山の散策

理
　
由

問11の中からお勧めしたいイベントの番号を選び、その理由をご記入ください。

番
　
号

理
　
由

７　押井の磨崖仏　 ８　市平七色木・かごの木

４　小渡夢かけ風鈴

問11

２　つくばの春まつり

11　島崎河川敷

14　ぬくもりの里　ぬくもり祭

９　旭地区総合体育館
６　時瀬大イチョウ

下記の中から、直近５年以内に参加したことがあるイベントの番号に〇印を付けてください。

10　島崎公園テニスコート
14　介木川（小渡地区内）

１　矢作ダム堤内見学 ２　貞観杉（杉本） ３　風鈴寺（増福寺・小渡）

４　お須原山（東萩平）

２　旭地区の施設やイベントの参加（利用）状況について伺います。

問10 下記の中から、直近５年以内に利用または見学したことがある場所や施設などの番号に〇
印を付けてください。

５　伊熊神社の社叢

９　笹戸温泉じねんじょ・もみじまつり

12　笹戸河川敷
13　介木川（築羽地区内）

問10の中からお勧めしたい場所・施設の番号を選び、その理由をご記入ください。

番
　
号

３　上中のしだれ桃

22　おど観光やな 23　旭地区内での川遊び
）

５　マイタウン・おいでん　あさひ ６　小渡天王祭

15　阿摺川

19　しきしまの家（杉本）

16　旭高原元気村

15　あさひマルシェ（小渡）

10　山里のお蔵展（東萩平） 12　コミュニティ主催スポーツ大会

13　交流館事業

）19　その他（
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旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査票

）

今後、力を入れて取り組んで行くべきだと思うことや、旭地区のまちづくりについてのご意見・
ご提案をお聞かせください。

令和6年7月実施

質問は以上となります。ご協力ありがとうございました。
回収用の封筒に入れて、町内会で指示のあった方法により提出をお願いします。

１　棒の手（地元地区）
３　打ち囃子（地元地区） ４　打ち囃子（地元以外の地区）

２　棒の手（地元以外の地区)

下記の中から、直近５年以内に参加または見学したことがある伝統行事の番号に〇印を付
けてください。

理
　
由

問13 自由記載欄

問12

５　その他（

アンケートはバラさず、３枚とも提出してください。

問12の中からお勧めしたい行事の番号を選び、その理由をご記入ください。

番
　
号

6／6

57



計画策定の経緯 

（１） 策定の主な経過 

◇旭地域会議 第２次計画の確認及び進め方の協議 2024 年 5 月 
◇「旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査」実施 2024 年７〜９月 
◇団体ヒアリングの実施（8 団体） 2024 年７〜９月 
◇旭地域会議 前期５か年計画の振り返り及び総括 2024 年 10 月〜12 月 
◇「持続可能なまちづくり協議会」へのヒアリング 2025 年１月〜４月 
◇後期５か年計画の骨子作成 2025 年３月 
◇後期５か年計画の内容検討 2025 年４月〜12 月 
◇後期５か年計画の策定 2026 年２月 

 
①旭地区のまちづくりを考えるアンケート調査 
 第２次まちづくり計画後期５か年計画の策定に向けて、今後の旭地区のまちづくりに向けた
課題、現状を把握するためにアンケート調査を実施。 

調査対象︓旭地区に住む 15 歳（2024 年４月１日現在）以上（義務教育を終えた方）の全
員 2,136 人及び旭中学校の全校生徒 41 人の合計 2,177 人 

実施期間︓2024 年 7 月 2 日（火）〜9 月 3 日（火） 
回収結果︓有効回答数 1,356 人 有効回収率  62.3％ 

 
②団体ヒアリング（地域会議で意見交換会実施） 
 前期 5 か年計画の振り返り及び各団体が考える課題と将来像について意見交換会を実施。 
  対象︓旭高原元気村、旭観光協会、旭交流館、ぬくもりの里、おいでん・さんそんセンター、 
     旭商工会、旭地域バスにのろまい推進協議会 
  実施時期︓2024 年７〜９月 
 
③団体ヒアリング（書面での回答） 
 前期 5 か年計画の振り返り及び各団体が考える課題と将来像について回答書の提出を依頼。 

対象︓旭木の駅プロジェクト、つくラッセル、すぎん工房、わくわく事業団体 
旭中学校、小渡小学校、敷島小学校、小渡こども園、杉本こども園 

実施時期︓2024 年７〜８月 
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（２） 策定委員 
 

■地域会議委員 
 第 10 期（2024 年度・2025 年度） 

安藤 孝之 （笹戸） ◎板倉 小夜子（敷島） 

 伊藤 和夫 （浅野）  伊藤 圭一 （小渡） 

○稲垣 雅子 （浅野）  大塚 昌義 （浅野） 

 鈴木 雄也 （浅野）  富永 英明 （築羽） 

 鳥居 信宏 （小渡）  長澤 荘平 （敷島）※2024 年度末退任 

 成瀬 初恵 （小渡）  増田 尚子 （築羽） 

 柳井 清一郎（笹戸）  渡邉 さとみ（敷島） 

 ※50 音順。（  ）内は自治区名 
 ※◎は会長、○は副会長 
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第２次旭地区まちづくり計画 

〔２０２１〜２０３０〕 
 
 

後期５か年計画２０２６〜２０３０ 
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